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「アタシたちの予算が尽きた────!?」

　帝都ユンメルンゲン。

　世界最大の軍事国家「帝国」の都で、女隊長ミスミスの悲鳴が響いた。

「え、どういうことイスカ君!?」

「しっ。司令部に聞かれたら大変ですよ」

　人差し指を自分の唇にあてて、黒髪の帝国剣士──イスカは「静かに」と上司をそっとなだめた。

　ここは帝国軍の会議室。

　司令部の誰かがいつ廊下を通ってもおかしくない。

「だ、だけど、どうして!?」

　頭を抱えるミスミス隊長。

　これでも二十二歳という立派な女性だが、あどけない童顔と小柄な身長ゆえ見た目はせいぜい十代なかばの子供である。

「イスカ君……もう一回聞くけど、本当に部隊の予算が尽きたの？　イスカ君のお小遣いが無くなったんじゃなくて？」

「なんで僕のお小遣いが無くなるんですか。第九○七部隊ぼくらの年間予算ですよ」

「……毎年、司令部から一年分まとめて支給されるやつ？」

「その予算です。演習に必要な銃弾と、銃のメンテナンス費用、その他備品に、ケガした時の通院費だったり。それが尽きました」

「大おお事ごとじゃないっ!?」

　だから報告したんですってば。

　溜ため息いきをついて、イスカは机上に積んであった紙の束を指さした。

「だってほら。見てくださいこの……請求書レシートの山」

「いつの間にこんなに!?」

　山のように積んである請求書レシート、その一枚をミスミスが恐る恐る手にとった。

　それを穴が開くほど凝視して。

「……何これ？」

　手にした紙には、ミスミスの覚えのない請求が書かれていた。

「これ頼んだのイスカ君？」

「僕じゃないです」

「ねえみんな、このデリック社製の『ＧＡＸ22‐最新ガトリング砲』って？　こんな大型兵器は注文した記憶がないんだけど……」

「俺だ」

　答えたのは銀髪の狙撃手ジンだ。

　会議室の隅っこで椅子によりかかりながら。

「来週届く予定になってる。支払いは現金で一括払い。隊長ボス、頼んだ」

「ジン君!?　これ一つでアタシたちの三か月分の予算だよ！」

「軍人が武器を揃そろえるのは当然だ」

　銃のカタログページをめくるジン。自他共に認める一流の狙撃手であり、最新の銃は常にチェックするのが流儀である。

「いつも節約してんだから偶たまにはいいだろ」

「だ、だけど……アタシが言いたいのはまだあるの！」

　ミスミスの手には、さらに高額な請求書レシートが。

「こっちの『単チャンネル空地無線システム搭載、エボルバ社ＰＱ９戦車』。これもジン君でしょ！」

「俺じゃない」

「あれ？　じゃあ誰？」

　ミスミスが部屋を見回す。

「もしやイスカ君……」

「僕でもないですよ」

「ジン君でもイスカ君でもない。ってことは……」

「はいはい！　それ音ネ々ネが頼んだの！」

　部屋の隅──

　ダンベルで筋トレしていた赤髪の少女・音々が勢いよく手を上げた。

「音々ちゃん!?　この戦車で半年分の予算だよ!?」

「だってー。大人気の最新型で発注も残り一台だったんだもん」

「ああもう……みんな贅ぜい沢たくな買い物しちゃって……」

　ミスミス隊長が小さく溜息。

　そんななか、イスカの目についたのは請求書レシートの山の一番下だ。その束だけ不自然に奥に押しこまれている。

「この請求書レシートは？」

「あ！　イスカ君それはだめ！」

「『焼き肉フルコース。会議費用として』。あれ、僕らこのお店で会議した記憶がないけど。ミスミス隊長、これ知ってますか」

「ぎくぅっ!?」

　たじろぐ隊長。

　その横から割りこんだジンが、さらに別の焼肉店の請求書レシートを見つけて。

「おいおい、昨日付けの請求書レシートもあるじゃねえか。隊長ボス？」

「あ。あの……違うのこれは……」

「さては部隊オレらの予算で焼き肉屋に通いつめてたな？」

「……こ、これは……その……お腹なかが空すいちゃって……」

「そうだな？」

「ごめんなさい─────っ!?」

　犯人発見。

　ジンと音々の新型兵器で底をついていた予算に、ミスミスの連日の焼き肉代がトドメを刺したらしい。

「みんな聞いて！　アタシたちがやるべきことは反省じゃないと思う。起きたことは仕方ない。今は前向きに、部隊の予算を稼がなきゃ！」

「いや反省しろよ」

「アタシにいい案があるの！」

　ジンのツッコミを強引に聞き流し、ミスミスが取りだしたのは帝国軍斡あっ旋せんのアルバイト誌だった。

「じゃん！　みんなでアルバイトすればいいんだよ！」

　ちなみに帝国軍人は副業可である。

　屈強な軍人たちによる労働は、立派な社会貢献として司令部が推奨している。

「重い荷物を運ぶ引っ越し業とか、プールや海のレスキュー隊とか。ほかにもキャンプ地のテント張り講師も。ほら色々あるよ」

「日給が安すぎる」

　ジンがアルバイト誌を覗のぞきこむ。

「これじゃ隊長ボスの焼き肉代も補塡できねえぞ。イスカ、そっちいいの見つかったか？」

「一番高いのは、ええと……『ダイバンの芸術工房アトリエ、アシスタント大募集』。これが一番高そうだね」

　芸術工房アトリエとは、芸術家の仕事場である。

　有名な芸術家となれば弟子を抱えることもあるが、アルバイトのかたちで募集するのは珍しい。

「いいじゃん、これだよイスカ君！」

　ミスミスの興奮した口調。

「日給がダントツだし！」

「でも芸術工房アトリエのお手伝いですよ。僕ら素人しろうとで大丈夫かな……」

「へーきへーき。ってかアタシたち、職を選ぶ余裕ないもん。この請求書レシート分のお金を稼がないと！」

「隊長の焼き肉代がかなりの割合で含まれていた件については……」

「みんな休日は空けておいてね！」

　アルバイト誌を握りしめ、女隊長ミスミスは力強く宣言したのだった。




　　　　２




　帝都第二セクター。

　居住区と繁華街が隣り合う広大なエリアの端に、目的地があった。

「ここがダイバンの芸術工房アトリエ？」

「なんだこのバカでかい美術館は……ゴルフ場みたいに広いぞ」

　奥のビルが霞かすむほど。

　美術館の敷しき地ちと一体化した芸術工房アトリエを前に、ジンとミスミス隊長が思わず足を止めた。

　一方で──

　イスカは、異国情緒あふれた美術館を前にして驚きを隠せなかった。

「……こ、これは！」

「イスカ君？」

「なんで気づかなかったんだ。ここは、あの人間国宝ダイバン先生の芸術工房アトリエじゃないか！」

　美術鑑賞はイスカの趣味の一つだ。

　帝国有数の剣士という表の顔には似合わないが、帝国から遠い中立都市まで出かけて、わざわざ美術展を鑑賞するくらいの『美術オタク』である。

　そのイスカが、全身のふるえを抑えきれなかった。

「隊長、ここにいるのは世界的に有名な芸術家ですよ！」

「え？　そうなの？」

「人間国宝ダイバン、人呼んで『炎の芸術家アーティスト』！」

　陶芸、書道、詩、彫刻、絵画、音楽、さらには美食に至るまであらゆる「美」を極めんとする総合芸術家──

　それがダイバンだ。

　彼の名は世界中に轟とどろき、世界各国に熱狂的ファンがいるという。

「一説では、彼が帝都に住んでいるかぎりネビュリス皇庁も全面戦争を仕掛けられない。そう噂うわさされるほどの男です」

「あの皇庁が!?」

「はい。彼に万が一のことがあれば、世界的損失であるのは間違いありません」

　帝国と世界を二分するネビュリス皇庁が、恐れるほどの人物？

　にわかには信じがたい話だが。

「……そういや俺も聞いたことがあるな。帝都のどっかに、一国の王よりも権力を持った爺じいさんが住んでるって。まさかそれが──」

「そのとおり！」

　ジンの呟つぶやき。

　それに間髪いれず応じたのは、入り口から現れた大男だった。

「一番弟子のゴーリィだ。ようこそ、ダイバン先生の芸術工房アトリエへ！」

　小柄なミスミスの三倍くらい体重のありそうな大男だ。

　顔は爽やかなのに、首から下が見事なプロレスラー体型というミスマッチぶりが特徴的である。

「君たちがアルバイトの軍人さんだね。全部で三人かい？」

「は、はい！　隊長のミスミスです。こっちがイスカ君とジン君」

　ちなみに音々はというと、軍の休日演習のため今日は不参加だ。

「ではさっそく先生に紹介しよう。ついてきたまえ！」

　一番弟子ゴーリィに案内されて美術館裏の芸術工房アトリエへ。

「……な、なんだか想像以上に有名な芸術家っぽいよ。ねえジン君、アタシたちホントに大丈夫かな？」

「俺は美術サッパリだめだ」

「じゃあイスカ君！」

「……僕もちょっと自信ないです」

　かくいうイスカも美術は鑑賞専門で、制作は専門外なのだ。

　ここでどんな仕事を任されるのか想像もつかない。

「先生！　先生！」

　作品室、と達筆で書かれた部屋の扉を叩たたくゴーリィ。

「アルバイトの帝国軍人が見えられました。入室いたします！」

　返事を待たずに扉を開ける。

　そこには──

「ぬぅぅうううううううんっっ！」

　唸うなり声をあげる老人。

　──人間国宝ダイバン。

　見事な髭ひげを生やした白髪の老人で、その体格はゴーリィに負けず劣らずの筋骨隆々ぶり。眼光は鋭く、さながら武人の迫力だ。

「むぅぅぅぅぅうぅぅっっ……これは、これはいかん！」

　イスカたちに気づいていない。

　一番弟子の声さえ届かずに、芸術家ダイバンは制作中の絵画を睨にらみつけていた。

「先生、アルバイトの方々が──」

「こんな……こんな独創性の欠片かけらもない絵画など………………っ！」

　ダイバンが立ち上がる。

　壁かべ際ぎわにずらりと並ぶ真っ赤な彫像の一つを持ち上げた瞬間、一番弟子のゴーリィが叫んだ。

「いけない、みんな床に伏せるんだ！」

『え？』

「ダイバン先生は完璧主義者。失敗作を世に残すのは恥と考えるタイプで、作品を木こっ端ぱ微み塵じんに消滅させるんだ。大爆発で！」

　一瞬で身を伏せる。

　それはイスカたちが帝国軍人であるがゆえの早業だった。

「こんな不出来な芸術、けしから───────んっっ！」

　ダイバンの投げた爆薬入りの像が、絵画にぶつかる。

　大爆発。

　轟ゴウッと炎をまき散らし、そこにある絵画を燃やしつくした。

　炎の芸術家アーティストダイバン──

　人間国宝にして、帝都一危険な男として知られる老人である。

「……はぁ……はぁっ……これぞ我が炎の傑作『自暴自棄ヤケクソの像』よ！　駄作たち、せめて美しく散るがいい」

「アタシたちまで散るところだったんですけど!?」

「む？」

　老人がふり向いた。

　ミスミスが叫ぶまで、どうやら本気で気づいていなかったらしい。

「な、何なんですかあの爆弾は!?」

「ほう小娘。我が傑作『自暴自棄ヤケクソの像』に興味があると？」

「ないです！」

　駄作の爆破用──

　わずかな衝撃で爆発する像が壁際に何十体と並んでいるのは、歴戦の帝国軍人であるイスカたちも後ずさりしたくなる光景だ。

「では先生、どうぞ」

「うむ。ワシが、人間国宝ダイバンである！」

　老齢の芸術家が豪快に頷うなずくや、目の前のミスミスを指さして。

「娘よ、芸術とは何だ！」

「え。ちょっとそんなこと急に言われても!?　アタシ軍人ですし専門外のことは……」

「ならば教えてやろう」

　ミスミス、イスカ、ジンを見回して、筋きん骨こつ逞たくましい老人が拳を振りあげた。

「芸術とは、己の内なる宇宙との戦いよ！　闘争心と創造力とが互いに互いを高めあい、新たな宇宙を創りだす。……わかるな？」

「おい、この爺さん早く病院行った方がいいんじゃねえか」

　ジンの危険な呟き。

　しかし肝心のダイバンは、言うことを言って満足したのか背中を向けた後である。

「……ふぅ。いつの世も、若人に教えを伝えるのは心が昂たかぶる」

「何も伝わってねぇが」

「あとは貴様らが新たな宇宙を見つけ、新時代の芸術を拓ひらくがよい」

「いやだから──」

「ゴリ！」

　一番弟子を呼びつける。

　もちろんジンの話など聞いてない。

「ワシは忙しい。ゴリよ、こやつらの面倒を見てやるがいい」

「では皆様を案内します。さあアルバイトの諸君、中庭へ！　先生の作った作品を紹介しよう」

　芸術工房アトリエ、中庭──

　芝生の敷きつめられた庭はゴルフ場のように広く緑豊かで、ここが作品の屋外展示場も兼ねている。

「わっ、すごい人の数！」

「毎日多くの旅行客が海外から訪れるんだ。先生は世界的に有名だからね」

　芝生を歩いていく。

　一番弟子ゴーリィが向かった先は、まだ一般鑑賞が許されてない未公開のエリアだ。

「君たちは運がいい。アルバイトに来てくれた人には、まず先生の代表作をたっぷり見てもらうのが恒例さ。どれも有名なものばかりだよ」

「え？　いいんですか」

「もちろんさ。まずはこれだ！」

　一番弟子ゴーリィが指さす彫像。

　イスカの目には三本足のタコにしか見えなかった。

　……タコ？　クラゲ？

　……軟体動物かな、どう見ても。

　だが三本足の軟体動物などいない。

　素直にモチーフを聞くべき？　だが、それが芸術家への無礼にあたる可能性もイスカはよく心している。

「え。これ何です？　子供の遊びみたいな彫刻だけど」

「隊長が遠慮なく言った──!?」

　しかし一番弟子ゴーリィは、それに気を悪くした様子もなく。

「ふふ、先生の芸術は独創性が高くて有名だからね。ならば教えよう。これはダイバン先生の初期代表作の一つ、『闘犬』──このすばらしい躍動感を見てほしい」

「……このクラゲが、犬？」

「そう。このグニャグニャした姿こそ躍動感の表れだよ。戦う犬の力強さ、闘争心がにじみ出ているね」

　出てない。

　だってクラゲにしか見えないし。そう言いたいのをぐっと我慢して、イスカ、ミスミス、ジンの三人は顔を見合わせた。

「おい隊長ボス、あれなら子供のラクガキの方がよっぽどマシだぞ。本当にあの爺さんは有名なのか？」

「ア、アタシが聞きたいくらいだし！　イスカ君は芸術に詳しいよね。どうなのこれ？」

「いや、あの……さすがの僕も、こういう美術はまだ勉強不足で」

「おい、率直に聞くぞ」

　物もの怖おじしないジン。

「俺にはこの像の価値がわかんねえ。具体的に教えてほしい」

「いい質問だ」

　頷く一番弟子ゴーリィ。

「進化しすぎた美は、時として衆人の理解を得られない。先進的な芸術家の目指す地平でありながら、それが多くのジレンマと悲劇を抱えてきたことは歴史上にも──」

「いいから早く。金額で」

「これ一つで帝国の軍用機が買える。それも最新型の」

「ええっっ!?」

　ミスミスから驚きょう愕がくの悲鳴。

　金欠に悩む第九○七部隊にとって、こんな像にそれほど高い価値があるというのは衝撃だ。

「こんな彫像でお金持ち……アタシも芸術家めざそうかな」

「とんでもない！　これは先生の長年の研究あっての『美』さ。そう簡単に真ま似ねできるものじゃない」

「……真似はできそうですけど」

　ミスミスが、三本足のクラゲにしか見えない彫刻と睨めっこ。

「じゃあこの犬の像が三本足なのも、深い理由が？」

「もちろん計算尽くさ」

　一番弟子ゴーリィは自信満々に。

「先生はかつてこう言っていた。……『クシャミした時に勢いあまって足を一本折ってしまった』、と」

「どこが計算なの!?」

「次の芸術を紹介しよう！」

「あ、ちょっと！」

　ミスミスの質問を打ち切って、一番弟子が中庭を進んでいく。

　その先には──

「ダイバン先生は今年も意欲に燃えている。今年の新作No７『歌う果実』もその一つだ。どうだい？」

　大理石の台座。

　そこに手しゅ榴りゅう弾だん。

　廃棄品を買いとったのであろう爆弾が、ちょこんと台座に置いてある。

　それだけだ。

「イスカ君、アタシには──」

「待って隊長。すべて言う必要はありません……僕も同意見だし」

　ワケがわからない。

　あのふしぎなクラゲ犬の像でさえ、それが彫刻という分野ジャンルであること自体はイスカにも理解できた。

　だがこれは？

「ゴーリィさん。ダイバン先生の作品はどこに」

「目の前にあるじゃないか」

「……僕には、これが手榴弾の廃棄品にしか見えませんが」

「ならば説明しよう！」

　ゴーリィが、目の前にある手榴弾を力強く指さした。

「この丸くてかわいい手榴弾を果実と見立て、さらに爆発を『歌う』と表現するダイバン先生の発想力と構成力、天才的な詩のセンスがなくては完成しなかった現代空間芸術インスタレーションだよ。まさしく先生の美が『爆発』した力作さ」

「……廃棄品の爆弾置くだけなら俺でもできるけどな」

　そうジンが漏らした瞬間。

　耳ざとく聞きつけた一番弟子がキラリと目を輝かせた。

「ジン君と言ったね。それは大きな誤りと言えるだろう」

「なに？」

「この未使用の安全ピンを見たまえ。廃棄品どころか、帝国司令部から直じかに購入した純正品だ。今でもしっかり爆発できる！」

「なおさら大問題だろ!?　っていうか不発処理してない手榴弾を野ざらしだなんて、どういうこった！」

　そもそも司令部は、帝国軍の武器が密売されるのを規制する立場である。

　……そのはずだが。

「司令部にもダイバン先生の隠れファンがいるからね。手榴弾の十個や二十個、気前よく横流ししてくれるよ」

「とんでもねえ爺じいさんだな……手榴弾、倉庫に入れて安全に保管しておけよ」

「さっきの作品室に並べてあるよ」

「一番やばい場所じゃねえか！」

　さっきの『自暴自棄ヤケクソの像』が並んでいる部屋である。

　もし間違って片方に火が点つけば……

「不発処理してない手榴弾ってのは危険物取扱法に抵触だぞ。これは今すぐ通報──」

「さあ次の芸術を見にいこう！」

「おいっ!?」

　ジンの言葉を聞き流して、一番弟子がさらに中庭を進んでいく。

「今までは人工物の作品だった。次は大自然に対する先生の鮮烈な取り組みをご覧いただこう」

　今年の新作No13『大自然』──

　小さくそう書かれたラベルが美術館の入り口に貼られていた。

　枯れ葉一枚。

　もしやと思うが……

「これが先生の最新作さ」

「やっぱり!?」

　三人の反応がピタリと重なった。

「たかが葉っぱ一枚。だけどこの一枚に凝縮された大自然のエネルギーが感じられるだろう？　あえて無機質なコンクリートに配置することで葉っぱの『緑』を目立たせるという意匠も見事というしかない」

「いや枯れ葉だぞ……」

「緑じゃなくて茶色だし……」

「そもそも枯れた時点で大自然のエネルギーも〇ゼロなんじゃ……」

「説明を続けよう！」

　イスカたちの指摘ツッコミは、一番弟子ゴーリィの耳には届かなかった。

「ちなみにこの作品だけど、これを最初に鑑賞する権利のオークションが、諸外国の貴族四百人で行われてね」

「四百人!?」

「貴族たちどんだけ暇だよ！」

「五時間もの競争のうえ、オークション価格は、帝国軍の総予算に並ぶまで釣り上がった」

「わかんない、アタシわかんないよ!?」

　ミスミス隊長が目を回して。

「だってこんな葉っぱ一枚………………あっ！」

　ミスミスが指さす先で。

　その枯れ葉が、ひゅう、と風に飛ばされたのだ。

　庭の外まで飛んでいってしまって、見えなくなる。

「作品消失!?」

「ど、どうするんですか！」

「落ちつきたまえ諸君。こういう時こそ僕の出番だ」

　自信ありげに手を上げる一番弟子。

　その場で屈かがみこみ、中庭に落ちてる葉っぱを一枚拾い上げる。

　そしてソレを同じ場所において──

「……ふぅ」

　滝のような汗をぬぐうゴーリィ。

　あたかも世界の命運を決する戦いに勝利したように澄んだ笑顔で。

「かろうじて修復が間に合ったよ」

「どこがっ!?」

「間に合ってねぇだろ！」

「しかも枯れ葉じゃなくて普通の緑の落ち葉になってるし!?」

　もはや何でもアリである。

　だが第九○七部隊の総ツッコミも、ダイバンの一番弟子の圧倒的な自信を揺るがすことはできなかった。

「最後にダイバン先生の自信作を紹介しよう」

　傑作No９『天帝』──

　モフモフ毛皮の犬？

　それとも丸くなってる猫？

　作品テーマから察するに、言わずと知れた帝国の最高権力者である天帝なのだろうが、目の前の像はもはや人ですら無かった。

「天帝陛下は大喜びされてね、この彫刻をもってダイバン先生は我が国の人間国宝に認定されたのさ」

「……へー」

「……芸術って……芸術って……」

「うちの国はホントに大丈夫か不安になってきたぞおい」

　値段は測定不能。

　あまりに神こう々ごうしすぎて、値段を鑑定しにきた美術家たちさえ恐れをなして去っていった逸話つきだ。

「以前にウチに忍びこんできた泥棒も、これを見た途端に心が浄化されてね、涙を流して自首してきたよ」

「ウソだっ!?」

「ぜったい別の理由ですってば！」

「いよいよ怪しい宗教になってきたなおい」

　顔を見合わせる三人。

　一番弟子の目の前ではあるのだが、もはやそれを気にする気もない。

「どうすんだ隊長ボス。こんなんで俺ら本当にアルバイトできるのか？　あの爺さんの作品、理解できる気がしねぇぞ。手伝えるわけがねぇ」

「う……アタシも自信ない。イスカ君、任せた！」

「ぼ、僕だって無理ですよ！」

　芸術を愛するイスカでさえ理解が追いつかないのだ。ジンとミスミスは、とっくに理解を諦めている。

「さあ、ではそろそろ君たちに仕事をお願いしようかな」

「ぎくっ!?」

「ついてきたまえ」

　三人がすっかり怖おじ気けづいたことにも気づいた様子がなく、一番弟子ゴーリィは爽やかに中庭の向こうを指さした。
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　ダイバンの芸術工房アトリエ。

　音楽室──

「ここはダイバン先生が作曲する時に籠もる部屋なんだ」

　ピアノ、バイオリン、トランペットといったオーケストラ楽器。さらに異国の民族楽器もずらりと並んでいる。

「わ、広い！　帝国軍の大会議室くらいあるかも」

「けどまあ随分と散らかってるな」

　隊長とジンとが見わたす先──

　床一面に散らばっているのは何百枚という手描きの楽譜だ。机の上にも楽譜の山。壁と天井にも貼りつけてあるから、全部で何千枚とあるだろう。

　そしてイスカは気づいた。

「あ。これって歌劇オペラ？」

　楽譜の余白のところどころに、演技の指導がメモしてある。

　オペラ──演劇とコーラスの混成。『芸術の女王』と呼ばれるほど人気の分野である。

　イスカも、中立都市のオペラハウスに足を運んだことがある。

「あ、それならアタシもわかるよ！」

　やる気が出たのか、ミスミスが床に散らばった楽譜を拾い上げた。

「わ、すごい。こんな大勢のコーラス、独唱ソロも伴奏もこんなに豪華──」

「そのとおり！」

　ばんっ、と楽譜の束を持ち上げたのは一番弟子ゴーリィだ。

「これは紛れもなく歌劇オペラ。それもただの歌劇オペラじゃない。ここにある何千枚という楽譜、これが全て一曲のためのものなんだ！」

「えっ!?」

「そ、それはすごい……」

　いったい何百人の楽団で。

　そして何十時間の舞台になることだろう。

「ダイバン先生一世一代の大歌劇グランドコーラス。その名も──『キミと僕の最後の闘争、あるいは世界が恋したソナタ』！」

「おおっ！」

「名前からして大作感が……」

「さっきの作品群と比べりゃ、だいぶマシだな」

　芸術の苦手なジンも納得だ。

　これだけの楽譜を使った音楽なら、さぞかし大作だろう。

「伝わってくるだろう。この手描きの楽譜から滲にじんでくる激情が！　これはすべての若人に捧ささげる新世界のバラードであり、悲恋に嘆く魂を導く救済のレクイエムでもあるんだよ！」

「……ま、まあ一応」

「……な、なんか凄すごそうってアタシにもわかります」

「……気迫だけは、な」

「ただし大作すぎて、依頼から三十年たっても未完のままでね」

『ダメじゃん!?』

　まさに合唱のごとく──

　イスカとミスミス隊長とジンの叫びが、音楽室に響きわたった。

　着手から三十年。

　何とも気の長い話である。依頼主はどんな気持ちで曲の完成を待っているのやら。

「話を進めよう。この歌劇オペラ『キミと僕の最後の闘争、あるいは世界が恋したソナタ』──略して『キミ恋こい』についてだ」

「……あ。急に親しみやすくなった」

「……まあいいけどよ」

「……アタシは可か愛わいらしくて好き」

「ここに、先生が今まで不採用ボツにしてきた楽譜の山がある。要するにこれを片付けてもらいたい」

　床と机に散らばった楽譜。

　よく見れば乱暴にペンで上書きした痕があるし、力任せに破かれた楽譜もある。

「他の作品ならいつも『自暴自棄ヤケクソの像』をぶつけて燃やすんだけど、ここには大事な楽譜もあるからね。そこの機械で細かく裁断シュレッダーしてほしい」

「はい！　それならアタシたちにもできそうです！」

　ほっとしたミスミス隊長が、元気に腕を上げて返事。

「頑張ります！」

「任せたよ。僕は先生の助手にまわる。一時間後に来るから」

　アルバイト開始。

　紙束をひたすら裁断シュレッダーするのは、想像以上に手がかかる。なにしろ三十年間まったく片付けていなかった楽譜の山である。

　何千枚。しかも部屋の隅に置かれてある楽譜は埃ほこりまみれ。

「けほっ……けほ……ねえイスカ君。こっち埃がすごいよ」

「僕の方はカビだらけです。念のため軍手をもってきて正解でした」

　マスクと軍手着用。

　イスカとミスミス隊長で片っ端から楽譜を裁断シュレッダーして、小さくなった紙をジンがビニール袋につめていく。

　が。

　順調なのは最初だけだった。

「げ。裁断シュレッダーの機械が詰まった!?　なんだこれ、楽譜に油絵のパテがこびりついてるし！」

「いったぁぁっい!?　アタシの方に、彫刻刀の刃が落ちてたんだけど！」

　裁断マシンの故障。

　さらには音楽室なのになぜか彫刻刀が無造作に落ちていたり。

「イスカ君、機械が動かなくなったんだけど……」

「過熱オーバーヒートでしょうね。何年も使ってない機械をフル稼か働どうさせたから。……隊長、そこにハサミがあるので人力作業に切りかえましょう」

　ハサミで楽譜を刻む作業へ。だが、まだまだ紙の山は残っている。

「あれミスミス隊長、そっちの楽譜、クリップで大事に留めてありますけど。切っていいのかな」

「へーきへーき」

　鼻歌を歌いながらハサミを進めていくミスミス隊長。

「こっちは床に落ちてたの。大事なのはちゃんと机に置いてあるし。これはいらない楽譜だよ」

「わかりました」

　一時間後──

「やあ、どうだい調子は？」

　さわやかな笑顔で一番弟子ゴーリィが現れた。

「おや、機械が壊れたから手作業だったんだね。これは失敬」

「いえいえ、アタシたちちょうど終わったところです！」

　綺き麗れいに裁断しおえた楽譜。

　ビニール袋につめて埃も掃除して、音楽室も見違える美しさだ。

「素晴らしい！　さすがは帝国軍人の手腕だ。これならきっと先生も…………あれ？」

　きょろきょろと部屋を見わたす。

「どうしましたゴーリィさん？」

「あれ。クリップで留めた楽譜が机にあったはずだけど。床に落ちちゃったかな？」

「……クリップ？」

「先生が完成させた第八楽章の楽譜で、それだけ別にしてたんだけど」

「────」

　沈黙の第九○七部隊。

　ジンとイスカが見つめる先は、ミスミス隊長が手にしたハサミである。

「……隊長」

「……おい」

「あ、あのですね……」

　滝のように汗を流すミスミス隊長が、こくんと息を吞のみこんだ。

　そして指さした。

「楽譜は、たぶんあの中に……」

　ビニール袋。

　既に原形を留とどめぬほど切りきざまれた紙の束がそこにはあった。

「何だって!?」

「ご、ごめんなさいゴーリィさん！」

「い、いや……過あやまちは誰にでもある。失われたのも一部分で、全体からすれば微々たるものだし」

　さすがの一番弟子も慌てた表情だ。

「先生に謝罪しよう。何ごとも素直が一番だろう」

「ゆ、許してくれますか？」

「────────────────────────」

「なにその沈黙っ!?」

「だ、大丈夫さ……ダイバン先生は、自分にも他人にも厳しい御方だけど、失敗を許せる器の持ち主さ」

　不安げなミスミス隊長の肩をやさしく叩たたいて、一番弟子ゴーリィは頷うなずいたのだった。

「たぶん彫刻刀で背中に入れ墨されるくらいで許してくれると思う」

「いやぁぁぁぁぁぁぁっっっっ!?」




　ダイバンの芸術工房アトリエ。

　作品室──

　おそるおそるイスカが覗のぞいた部屋の中央に、芸術家ダイバンがいた。

「ぬぅぅぅっぅぅっ!?」

　だがなぜか様子がおかしい。

　少女の石像を前にして、葛藤するように苦く悶もんの声を上げているではないか。

「違う……これはワシの考える乙女ではない！」

「あれは先生の次の作品だね」

　一番弟子ゴーリィが扉の裏からこっそり教えてくれた。

　タイトル『蛹さなぎと蝶ちょう』。

　肉体が少女から大人に移りかわる、その境に立つ乙女の葛藤を描きたい。

　しかし大人の色香を強調すれば少女の純真さが失われ、少女のあどけなさを強調すれば大人の成熟度が失われてしまう。

「ダイバン先生、先生」

「うおおおおおおおおおっっっ！」

「先生──」

「ぐううぅぅぅん！」

　だめだ気づいていない。

　弟子やイスカ、ミスミス隊長、ジンの四人がすぐ後ろに立っているというのに。

「これはいかん。あと一月で完成せねば夏の大博覧会が……！　なのにまだ理想の少女が見つからん！」

　激しく頭を振り乱す。

　ダイバンがふり向いたのは、その時だった。

「おや？　どうしたゴリ。貴様らも」

「実は先生──」

「む、貴様はっ!?」

　一番弟子を押しのけて、ダイバンが勢いよく身を乗りだした。

　ぽかんとしたミスミス隊長を、瞬まばたきさえ惜しんでじっと凝視する。

「え。あ、アタシですか？」

「貴様じゃ！」

「きゃっ!?」

　ガシッと肩を摑つかまれたミスミスが怯おびえるが、老人はそれに気づかないほど熱中していた。

「ワシの理想の乙女がここに！」

「はいぃっ!?」

　あどけなく純真無む垢くな顔つきと子供のままの背丈。

　しかしミスミスは二十二歳。大人の女性として、いや人並以上に胸とお尻は成熟している。まさに少女と大人の二面性。

「なんと背徳感あふれる娘か！」

「アタシは清せい純じゅんですっ!?」

　顔を真っ赤にして叫ぶミスミスへ、人間国宝ダイバンは声を大にして宣言した。

「貴様、服を脱げぃ！」

「えええ!?」

「待て爺じいさん」

　迫る老人の背に、待ったをかけたのはジンだった。

「それはアルバイトの埒らち外がいだ。モデルの仕事なら相応の見返りを要求する」

「ほう？」

「ジン君、アタシの意見は!?」

「おちつけ隊長ボス。背中に彫刻刀で入れ墨されるのと脱ぐの。どっちがマシか考えろ」

「どっちも嫌ぁぁぁぁぁっっ！」

　交渉成立──

　ミスミスが晴れてモデル役に抜ばっ擢てき。

　そのかわり『キミ恋』の楽譜を台無しにしてしまった失敗は帳消しに。

　なお。

　ダイバンは裸を要求したが、そこはミスミスの必死の抵抗により下着姿で妥結した。

「さすがジン。これで僕ら助かったね」

「余裕の交渉だったな」

「イスカ君!?　ジン君!?　なんで隊長のアタシを放っておいて悠々とお茶なんか飲んでるの！」

　作品室のソファー。

　そこに下着姿で寝っ転がるミスミス隊長は、顔を真っ赤にしてプルプルと肩をふるわせていた。

「元はといえば、隊長が予算を焼き肉代に使っちゃったからじゃないですか」
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「うぅっ!?」

　イスカの反論にあっさり沈黙。

　観念したらしく、童顔小柄な女隊長は大きく息を吐きだした。

「こ……これは芸術。これは芸術……は、恥ずかしくないもん……」

「これよ！　これぞワシの求めていた理想の乙女の姿。とめどなく創造力が湧いてきおるわ！」

　歓喜の声を上げるのはダイバンだ。

　彫刻に先立ち、まずはミスミスをスケッチに残そうと凄すさまじい勢いで画板キャンバスに描き写していく。

　ただし──

　相変わらず何を描いているのかイスカとジンにはわからない。

「お。隊長ボスの目が五個ある」

「胸の谷間から突き出てるのはトゲかな。触角かな？」

「アタシそんなんじゃないしっ!?」

　子供が見たら泣きだすであろう怖い絵が完成していく。

　……そのはずだった。

「いかんっ」

「どうされました先生？」

　鉛筆を握るダイバンの手が止まったのだ。眉間に深い皺しわをよせ、モデル役のミスミスと画板キャンバスを何度も何度も見比べて。

「むぅ……何かが違う気がしてきた。この娘には聡そう明めいさがない」

「正解だ爺さん。見る目は確かじゃねえか」

「ジン君どっちの味方!?」

「なんという……いやまだだ。結論を出すのは尚早というもの……」

　ふらつくダイバンが、弟子の肩を借りて作品室を後にする。

「ゴリよ、ワシはしばし瞑めい想そうして気を休める過程に入る」

「はい先生。では君たちは……」

　一番弟子ゴーリィが、乱雑な部屋を指さした。

「ここの掃除を頼もうかな」

　失敗した彫刻の数々に、スケッチを破った紙。絵の具のついた布の切れ端も散らばっている。

「説明したとおり、先生は完成品以外すべて燃やして綺き麗れいにするのが流儀だ。そこの窯で燃やしてほしい」

「わ、わかりました！」

　ミスミスが私服に着替えるのを待って、片付け開始。

　楽譜の裁断シュレッダーと比べれば簡単だ。なにしろ片っ端から窯に入れて燃やせばいい。

「ねえイスカ君、この窯大きいね」

「陶芸用の特注品だと思います。ダイバン先生は陶芸も有名ですから」

　一抱えある画板キャンバスも人間サイズの彫像もまとめて窯のなかへ。

「隊長ボス。あの壁のデタラメな失敗作が一番でかそうだぞ」

「デカ!?　アタシ一人じゃ持てないよ。イスカ君もジン君も手伝って」

　直径二メートルはある木造彫刻。

　とにかく大きいのだが、相変わらず何がモチーフかわからない。

　何かの獣？

　背中に触手が一本生えているのが、かなり迫力あるデザインだ。

「ジン、これ動物かな？」

「知るか。どうせさっきのクラゲ犬みたく、間違って触手を一本付け足したみたいな失敗作だろ」

「ああ確かに」

　三人がかりで彫刻を窯に放りこむ。

「げ……もう一個同じのある」

「あの爺さん、何度同じ失敗をすれば気が済むんだよ」

　二つ目も窯の中へ。

　もっとも大きな失敗品は片付いた。あとは細々した紙や粘土の破片もまとめて詰めこんでお終しまい。

「よし、点火しちゃうね！」

　窯の中で炎が燃えあがる。

　ダイバンと一番弟子が戻ってきたのは、それからすぐのことだった。

「やあ、しっかり片付いてるね。うん、綺麗な空間で心機一転、先生の創作にも力が入ることだろう」

「……むっ」

「先生？」

「のう貴様ら、ちと聞くが」

　ダイバンがこちらにふり向いた。

　部屋の隅を指さして。

「あそこにでかい像を二体置いてあった。知らぬか」

「あ、知ってます！」

　元気よくミスミスが手を上げた。

「掃除の時に見かけたので──」

「移動させておったか」

「燃やしました」

　ピシッ。

　人間国宝ダイバンの表情に亀裂が、そして一番弟子ゴーリィの顔が一瞬で凍りついたのはその時だった。

「…………いま何と」

「だから、お片付けの最中にしっかり燃やしておきました。アレが一番大きな像だったから運ぶだけでも一苦労したんだから。ね、ジン君？」

「ああ、あの呪いの像か。なあイスカ」

「窯に入れるのも大変だったよね」

　軍人三人はまだ気づかない。

　世界的芸術家である老人が小刻みに震えだし、一番弟子がみるみる青ざめていくことに。

「…………」

「どうした爺さん。あまりに部屋が綺麗になってビビったか？」

　よろめく人間国宝。

「……ワ、ワシの魂の傑作が……遠き異国の姫に頼まれて制作した、究極の傑作二体が…………っ！」

『え？』

　今この老人は何と言った？

　傑作？

「え。いやまさか」

「じょ、冗談ですよねダイバン先生？　だってあんな不気味な像だし……」

「デカくて不気味で、おまけに背中に触手が生えてたな」

　慌てて口にする三人。

　その目の前で。

「あの二体の作品名は『片翼の神しん鳥ちょう』と言ってな。ワシの代表作の一つになる予定のものじゃった……」

　ふらりふらりと、燃えさかる窯へとダイバンが歩いていく。

　真っ赤な炎を見つめながら。

「触手ではない。あれは背中に生えた歴れっきとした翼じゃ」

「……アレが鳥？」

「でも翼が一つだったけど」

「ああ。おかしいぜ爺じいさん。鳥だって飛行機だって、翼が左右にないと飛べねぇだろうが」

　反論する第九○七部隊。

　だが世界的美術家は、無言で頷うなずいただけだった。

「左様。ゆえに番つがいなのじゃ。あの鳥は二体で一つ。一対の翼をもって空へと飛び上がる」

『…………』

「共に助けあって天を目指す。そう、これは人間の生き様そのもの。この像は鳥であり、不完全ながらも必死に生きる人間の讃さん歌かである！」

　あ、これはまずい。

　イスカ、ジン、ミスミスの三人は、同時に悟っていた。

　そもそも鳥どころか呪いの像にしか見えないものの、今回だけは、老人の言わんとしている美の理念が恐ろしくまともなのである。

　言い訳の隙がない。

「それを……それを貴様ら…………………………」

『ま、待ったダイバン先生!?』

　遅かった。その場の三人が言い訳を思いつくより早く。

「────幕を開けようぞ」

　人間国宝ダイバンが、どこからともなく彫刻刀を取りだした。

　ナイフのように鋭い切っ先を突きつけて。

「魂の傑作を奪われた芸術家による、復ふく讐しゅうという名の『美しき観劇セレモニー』。ここに開演である！」

「ウソでしょ!?」

「ちょ、ちょっと待って！」

「あんなのが傑作だなんて俺らにわかるわけが────」

　三人は気づかなかった。

　既に一番弟子ゴーリィがこっそり逃げだしていたことに。

「我が彫刻刀『終演フィナーレ』で、貴様らの全身に入れ墨をくれてやるわ！」

　老人が飛び上がる。

　それはまさしく、燃やされた神鳥の怒りが憑ひょう依いしたかのように、空へ飛び上がる跳躍だった。

「──────覚悟！」

「いやぁぁぁっ!?」

「まずい、これじゃさっきの楽譜より悪化してる!?」

「撤退だ！」

　芸術工房アトリエを走りだす。

　だがここはダイバンの城だ。イスカたちが全力で逃げても、道を先読みしたダイバンが先回りして立ちふさがってくる。

「逃げても無駄じゃ！」

　両手に彫刻刀を握りしめて走ってくる人間国宝ダイバン。

「貴様ら全員、ワシの生きる芸術となるがいい！」

『嫌すぎるっ!?』

　芸術工房アトリエを逃げ回る第九○七部隊。

「あれ」

「キナ臭くない？」

「なんだこの火薬の臭い……」

　三人が足を止めたのは、逃げに逃げて再び作品室まで戻ってきた時だ。

　燃えさかる大窯──

　耐熱素材でできている窯が、轟ごう々ごうと炎に包まれているではないか。

「何あれ！」

「しまった、窯の容量超過キャパオーバーか!?」

　イスカの胸中にうかぶ不安。

「あの二体の鳥だか何だか知らない像、大きすぎるのを無理やり燃やしたせいで……爆発します隊長！」

「やっぱり呪いの像じゃない──!?」

　だが。

　そこに立ちふさがったのは彫刻刀を握りしめた芸術家だった。

「ふはははっ、とうとう追いつめたぞ貴様ら！」

「出たぁぁ!?」

「ま、待ったダイバン先生、後ろ後ろ！　作品室で火事が……！」

「芸術工房アトリエが全焼するぞ爺さん！」

「火事？　ふん、そんなコケおどしを。ワシに後ろを向かせ、その隙に逃げていくつもりであろう」

　燃えさかる部屋──

　当のダイバンは、まさか背後がそんなことになっているとは知らず、鼻で笑い飛ばすだけだった。

「炎でワシが怖おじ気けづくと？　愚かな、そんな手に乗るワシではない！」

　青ざめるイスカたち。

　ダイバンの言葉に、ではない。

　作品室にずらりと並ぶ大量の火薬入り『自暴自棄ヤケクソの像』へ、今まさに炎が燃え移っていたからだ。

「いやだから──」

「爺さん後ろだ、あの像に引火するぞ」

「アタシ死にたくないよぉぉっっ!?」

「笑止！」

　それを一笑に付す人間国宝。

　天を仰ぎ見るように両手を広げて。

「全焼？　ふん、貴様らに一つ真理を教えてやろう。芸術が永遠であるように、ワシの芸術工房アトリエもまた不滅──────────……む？」

　火の粉が頭にふりかかる。

　作品室が焼け落ちて、廊下にいたダイバンのすぐ後ろまで火が迫っていたからだ。

「なんじゃこれ？」

　火の粉を見上げて、そしてようやく後ろを向いて。

「────────────────────火事じゃとっ!?」

「だから！」

「アタシたちそう言ったし!?」

「だめだ、消火も間に合わねぇ！」

　三分後。

　ダイバンの芸術工房アトリエは──

　あたかも一瞬の閃せん光こうのような美しい炎を描き、大爆発した。
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　その翌日。

　帝国からはるかに離れた地、ネビュリス皇庁の一室で。

「帝都で大爆発ですって？」

　そんな情報誌ゴシップの記事に、アリスは声を上げていた。

　眩まぶしい金髪に愛らしい面立ちをした少女であり、帝国から「氷ひょう禍かの魔女」と恐れられている王女だ。なお、帝国軍の剣士イスカとは互いにライバル視しあう仲なのだが、それは二人だけの秘密である。

「しかも爆発源はダイバン先生の芸術工房アトリエ!?　これは大事件よ！」

　炎の芸術家アーティストダイバン──

　帝国と敵対する立場のアリスだが、実は彼の隠れファンなのだ。かつてダイバンが世界旅行中と聞いて、三日三晩追いかけて作品を依頼したこともある。

「先生ご無事かしら。あの彫刻も無事だといいけど……」

　作品名『片翼の神鳥』。

　──素敵な鳥が見たいです。

　そんなアリスのお願いで制作されている二体の像。まさに完成間近という連絡も受けたばかりだったのに。

「いえ、先生を信じるべきよ！」

　リビングで立ち上がる。

「先生も作品も無事に決まってるわ。そうね、今のうちに作品を置く場所を決めておかないと」

　城の中庭がいいだろう。

　ぜひ家臣たちと一緒に鑑賞したい。

「……あ。そうよイスカにも！」

　写真を撮って見せてやりたい。

　芸術鑑賞が好きなあの剣士はきっとビックリするだろう。

「ふふ、驚きなさいイスカ。わたしはもうすぐ、あの伝説のダイバン先生の作品を直じかに見られるのよ！」

　清すが々すがしい窓辺から。

　アリスは、遠い帝国領を自信満々に見つめたのだった。




　　　　[image: 区切り][image: 区切り][image: 区切り][image: 区切り][image: 区切り][image: 区切り][image: 区切り][image: 区切り]




　時同じくして。

「燃えたねぇ……」

「見事に爆散しきったな……」

「アタシたちも煤すすだらけだし……」

　ダイバンの元芸術工房アトリエ。

　黒い炭になった屋や敷しきをぼんやりと見回すイスカたち。

　その一方で──

「先生、晴れやかなお顔ですね」

「我が一番弟子よ。考えてみれば良い機会じゃ。構想中の新たな芸術工房アトリエを建設する時が来た！」

　炎の芸術家アーティストダイバン。

　この男が帝都で最大の芸術的建造物『新・ダイバンの芸術工房アトリエ』を手がける大ニュースは、数日後、世界を感動させることになる。

「貴様ら、惚ほうけてないでさっさと片付けを手伝わんか！」

『は、はいぃ！』

　作品を燃やしたお詫わびに、屋敷の後片付けを手伝うこと。

　むちろん無償タダで。

「うわわあぁぁん！　タダ働きなんて、これじゃアタシたちの予算はちっとも増えないじゃない!?」

「……元はといえば隊長の焼き肉ですからね」

「次はもうちっとまともなアルバイト探すしかねえな」

　そして次のアルバイト──

　第九○七部隊イスカたちは再び波乱を巻きおこすのだが、それはまたいずれ。
















　　　　１




「この中に一人、裏切り者のスパイがいるよ！」

　帝国軍の基地で。

　本日の会議は、ミスミス隊長のそんな第一声から始まった。

「──っていう想定の訓練をしろって司令部から命令されたの。イスカ君はどうすべきだと思う？」

「話がいきなり過ぎません？」

　隊長ミスミスの問いに、帝国剣士イスカはぽかんと首を傾かしげてみせた。

「できれば最初から話を……」

「イスカ君も知ってるでしょ。ネビュリス皇庁のスパイが帝都に侵入してるって」

　世界二大国の戦争──

　イスカたち『帝国』は、魔女の楽園『ネビュリス皇庁』と百年もの戦争を続けている。

　戦場で睨にらみあいを続けながら、二国は互いに諜報部隊スパイを敵国に送りこもうと画策しているのだ。

「ああ、それは当然知ってますって。だって毎年ですよね。帝都にしかけた監視カメラに、二人か三人怪しいのが映ってるって」

「そそ。あれがたぶんネビュリス皇庁の諜ちょう報ほう部隊なんだよ」

　ミスミス隊長が頷うなずいてみせる。

　そう。敵のスパイは、既に帝国に侵入しているのだ。

「帝国って国が大きすぎるからねぇ。人口も多すぎるし、海外からの旅行者を全部調べるのも不可能だし」

「……物理的な限界ですよ」

　帝国兵として、もちろんイスカにも耳の痛い問題である。

　ただし帝国の最重要機密である軍事データは、まだ一度たりとも奪われたことがない。帝国軍のセキュリティがスパイの侵入をことごとく防いでいるからだ。

「油断できないよイスカ君。この基地も、ネビュリス皇庁のスパイに狙われることは想定しておかないと」

「あ、もしかしてソレが……」

「そそ。今回の訓練テーマなの」

　ミスミス隊長が、壁にある帝国地図を指さした。

「名付けて『帝国軍を裏切れ大作戦』！　帝国軍所属のアタシたちが、あえてスパイ側の立場になって帝国軍基地に侵入するの！」

「……これまた斬新な試みで」

「でしょ？　ジン君、音ネ々ネちゃんも、わかった？」

「すべて理解した。重要な任務だな」

　自信満々に答えたのは、部屋の隅に座っていた銀髪の狙撃手ジンだ。

「帝都に野生のノラ猫ねこが住み着いてるのは間違いない。そいつらに里親を見つけるのは確かに重要だ」

「ノラ猫の話してないよ!?」

「ノラ犬だったか」

「それはペット愛護団体に任せて！……音々ちゃんは聞いてたよね！」

「うん。バッチリ聞いてたよ」

　イスカの隣に座る赤髪の少女・音々が手を上げた。

「帝都の痴漢犯罪が年々増え続けてるのは怖いよね。音々も夜中に路地裏を歩いてたら……」

「痴漢の話もしてないよ!?」

「──って冗談はさておき。要するに、逆対策をやれってことだろ」

　椅子によりかかるジンが、いかにも面倒くさげな口ぶりで。

「帝国軍のセキュリティもいつ突破されるかわからない。だから対策の一環で、俺らがネビュリスの刺客になったつもりで、帝国基地に侵入してみせろと」

　そのスパイ側に選ばれたのだ。

　ミスミス隊長ひきいる第九○七部隊の四名が。

「だな隊長ボス？」

「そのとおり！　司令部がね、訓練用にプレハブ基地を仮設したんだって。この繁華街の奥の空き地ね」

　ミスミス隊長が地図上の広場を指ししめす。

「今回は実験なの。アタシたちはスパイ班ね。どんなに強引な方法でも、とにかく基地の建物内にたどり着けば成功だって」

「捕まらなければ何でもアリですか。ならたとえば……」

　イスカがすぐ思いつくのは空だ。

　軍用ヘリで基地の上空に向かえば、基地の壁も抜けられる。

　あとはパラシュートで基地めがけて降下すればいい。

「ヘリは、さすがにダメですよね」

「いいよ」

「噓うそっ!?」

「でも基地には防衛班もいるからね。人数は教えてもらってないけど、スパイ班アタシたちより多いんだって」

　パラシュートで基地に降下しても、敷しき地ちの防衛部隊に捕まるだろう。

「……なるほど。そこは本物のスパイみたいに、防衛班をすり抜けるために知恵を絞れと」

「防衛班むこうの装備が気になるな」

　ジンが椅子から身を起こした。

「おい隊長ボス、防衛班ってのは銃も装備してるのか」

「もちろん。暴徒鎮圧用のゴム弾ね。あとは手錠もあるし、設置式の落とし穴とか捕獲網とか」

　ミスミス隊長の返事を聞きながら、イスカは小さく顔をしかめてみせた。

「……やっぱり大変そうですね。防衛班は充実してる一方で、スパイ班ぼくらの武器は制限されるはずだし」

　たとえばイスカは剣士だ。

　銃を主装備とする帝国軍のなかで、剣に特化した近接戦闘員である。

　この訓練では使えない。

　スパイという隠おん密みつ行動に反し、剣という武器は目立ちすぎるからだ。

「隊長、ほかに防衛班あいてのことでわかってる情報は？」

「ううん。アタシも防衛班のこと司令部に聞いたけど、『スパイ班より人数は多い。装備は帝国軍に準ずる』しか教えてくれないの……まあ当然っちゃ当然だけどね」

　ミスミス隊長が苦笑い。

　徹底した情報遮断も含め、なんとも本番らしい訓練だ。

「期限は三週間。そのあいだに作戦を考えて実行しましょうだって」

「三週間？　そりゃ無茶だ」

　あっさりとジンが首を横にふる。

「ネビュリスの諜報部隊が今まで侵入できてない帝国軍のセキュリティだ。俺らが闇雲にやったって三週間で突破できるわけがない」

「そ、それはそうだけど……今回のは急ごしらえのプレハブ基地らしいよ。防衛班も急に集められたチームだから」

　ミスミス隊長が、自らを勇気づけるように拳を握ってみせた。

「大丈夫！　しかもこれは初回だし。防衛班にも連係の穴があるはず、それを突けばきっと勝てる！」




「──果たしてそうでしょうか？」




　バンッと扉が開かれた。

　電子施せ錠じょうされた鍵が、何者かのアクセス権限によって解除されたのだ。

「防衛に穴ですって？　そう都合よくはいきませんわ！」

　高らかに靴音を響かせて。

　イスカたち四人の前に現れたのは、眼鏡をかけた黒髪の女隊長だった。

　眼鏡の奥──

　ミスミスに負けず劣らず小柄な女隊長が、ふっと微ほほ笑えんだ。

「ご機嫌ようミスミス」

「あ、ピーちゃんだ。元気してた？」

「誰がピーちゃんですか!?」

　ピーリエ・コモンセンス隊長。

　昨年、隊長に昇進したばかりの若き女軍人である。

　黒髪で清せい楚そな身だしなみは、帝都の財閥出身という身分を見事に体現していると言えるだろう。

　ただし──

「本人の能力は最底辺。帝国軍隊長の中でも成績は常に平均未満。そのくせ出世欲だけは人一番で、品行方正を装よそおってるが蓋を開ければただの────」

「ちょっと!?　なに私のプロフィールを解説してるのですか、しかも説明口調で！」

「さらに容姿も子供っぽくて地味。そんな中で唯一、背丈も成績も似通ってるのが俺らの隊長ボスだからって勝手にライバル意識を──」

「だから続けないで!?」

「事実を指摘したまでだ」

　ピーリエ隊長に指を向けられて、ジンが臆面もなく答えてみせる。

「全部あってるだろうが」

「う、うるさいですわ！　私だって、見た目が子供っぽいのは気にしてるんですってば……せめて『愛らしい』と表現なさい！」

　顔を赤らめながらも、意外と素直に認めるピーリエ隊長。

「こほん。とにかく本題へ……先ほどの話はしかと聞かせて頂きましたわよミスミス！」

「アタシたちの話？」

「そう、今回の訓練ですわ。あなたたちスパイ班は、基地の防衛に穴があるなどと望んでいるようですが」

　キラリと眼鏡を光らせて。

　黒髪の女隊長が、華きゃ奢しゃな足を大きく前に踏みだした。

「そうはいきません。なぜならこの私ピーリエ隊長が、防衛班の総隊長に抜ばっ擢てきされたのですから！」

「……何だって？」

　その一言に、イスカは思わず驚きの声を上げていた。

「ピーリエ隊長、本当ですか」

「ふふ、驚きょう愕がくのあまり開いた口が塞がらないようですわね！」

　勝ちほこる女隊長。

　一方のイスカたちはミスミス隊長、音々、ジンと円陣を組んで。

「なんてこった。隊長、スパイ班ぼくらの勝利確定ですよ」

「ねー。アタシも安心したよ」

「音々も拍子抜けしちゃった。穴どころか大穴が見つかったよ」

「ただのボーナスゲームじゃねえか。子供どころか犬でも突破できる防衛だぞ」

「そこの四人っっっ!?」

　強引に割りこむピーリエ隊長。

「私が防衛班の総括なのですよ。絶望すべきでしょう!?　なんでほっと胸をなで下ろしてるのです!?」

「ピーちゃんありがとう……」

「なぜ御お礼れい!?　ああもう、口で言ってわからないなら、本番の防衛陣を見て恐怖することですわね！」

　苦々しく歯を食いしばり、防衛班の総隊長が宣言してみせる。

「あなたたちスパイ班三十人に対し、我ら防衛班は総勢三百人。スパイ一人どころか鼠ねずみ一匹通しませんわ！」

「へー……三百人かぁ」

　ちなみにミスミスが呟つぶやいたとおり、スパイ側は防衛班の人数を聞かされていない。

　早くも致命的な情報漏ろう洩えいをしでかしたピーリエ隊長だが、本人はもちろん無自覚だ。

「ミスミス、あなたの命運もここまでですわ。どんぐりの背比べと散々比べられてきた仲ですが、ここで決着をつけましょう」

　余よ裕ゆう綽しゃく々しゃくのピーリエ隊長。

「我が無敵の防衛ライン。突破できるものならかかってきなさい！」

「いいぜ」

　その挑発に、銀髪の狙撃手ジンが、こちらも自信ありげに頷うなずいた。

「明日だ」

「……なんですって？」

「帝国軍は大所帯だ。食事だって大量の出前デリバリーをとるのは知ってのとおり。そこで明日、俺らは昼飯の配達員に変装して基地に忍びこむ。見破れるものなら見破ってみせろ」

「面白いですわ！」

　好戦的なまなざしで、ピーリエ隊長が声を張り上げた。

「予告犯という大胆不敵な意気込み、まずは見事と褒めておきましょう……ですがたとえプロの変装であっても私の目はごまかせませんよ」

「せいぜい準備をしておけ」

「望むところです。それではミスミス、対決を心待ちにしてますわ！」

「あ……まってピーちゃん」

「ごきげんよう！」

　ミスミスが止める間もなく。

　黒髪の女隊長は、矢のような速さで会議室を去っていった。
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　翌日。

　つまりジンの予告当日、帝都は珍しくも土砂降りの雨に見舞われた。

　肝心のイスカたちはというと。

「すごい雨。ねえねえイスカ兄、窓の向こうが滝みたい」

「本当だ。僕ら今日は室内訓練だけでよかったね」

　くつろいでいた。

　昨日と同じ会議室に集まって、休憩も兼ねてスパイ計画の作戦会議。

「ねえジン君」

「ん？　なんだ隊長ボス」

　缶コーヒーに口をつけるジンに、ミスミス隊長が壁の時計を指さした。

「そろそろお昼だよね……」

「見りゃわかるだろ」

「昨日ピーリエ隊長に言った件は？　お昼ごはんの配達員に変装するって。予告どおりならもう時間だけど」

「ああ、それか」

　缶コーヒーを口にしつつ、ジンは真顔で即答した。

「ただのジョークに決まってんだろ。誰も本気にしねぇよ」

「あ、だよね」

「当たり前だ。俺らスパイ班が三十人で防衛班が三百人？　十倍だぞ。もともと俺らが不利なのに、わざわざ作戦をばらす奴やつがいるか」

「あ、よかった。アタシもしやジン君が本気じゃないかって」

　ミスミス隊長がほっと胸をなでおろして。

「でもピーリエちゃん、妙にやる気に見えたよね。まさか本気に……」

「なわけねぇよ。売り言葉に買い言葉で、俺が冗談言ったから向こうも乗ってきた。それだけだろ」

　空になった缶が宙を舞う。

　部屋のゴミ箱に缶を投げ入れたジンが、やれやれと溜ため息いき。

「帝国軍の隊長ってのは誰でもなれるものじゃねえ。昨日のデタラメに本気になる隊長なんていねぇよ」

「だよねー」

「当然だ」

　その場の誰もがそう思って、この日は過ぎていったのだった。




　翌日。

「……と思ってたんだがな」

「この大噓つきぃぃぃっぃいっっ!?」

　会議室に走りこんできたのは、顔を真っ赤にしたピーリエ隊長だった。

「まさか本気にする奴がいるとは」

「な、なーに溜息をついているのです！　私が昨夜の豪雨のなか何時間あなた方の侵入を待っていたと思うのです！」

　くしゅん、とクシャミ。

　どうやら防衛班の総隊長は、昨夜の雨で風邪をひいてしまったらしい。

「私、外でずっと用心棒をしていたのですよ。あなたたちがお昼の配達員に変装するというから、ずっと見張っていたのに！」

「そりゃご苦労で……ん？　見張り？　まさか出前デリバリーの配達員を──」

「もちろん一人残らず捕まえましたわ。手錠でしっかりと」

　早くも爆弾発言が飛びだした。

「配達員の女の子を片っ端から捕まえて、持ち物チェックと身分確認。さらに更衣室で服を脱がせて、私が直々にボディチェックを」

「おいおい。無関係な一般人に迷惑をかけてどうすんだ」

「あなたがそう言ったからではありませんか────────っ!?」

　ピーリエの絶叫。

「ええ、もちろん帝都中の飲食店からクレームがありましたわよ！　おかげで徹夜で反省レポートです。司令部からもお叱しかりを受けたし、どうしてくれるんですの!?」

「どうしろと言ってもな」

　ジンがやれやれと首をふる。

　呆あきれまじりの口ぶりで。

「これが本物のスパイでなくて良かったな」

「え？」

「皇庁のスパイが偽にせの予告犯罪を流す可能性は十分にある。その手口の練習ができたんだから、むしろ俺らに感謝すべきだろうが」

「……た、たしかに！」

　はっとピーリエ隊長が息を吞のんだ。

「あなた、私にそれを教えてくれるために……」

「まさかあんなデマを信じるとはな、俺もビックリだ」

「もう許しませんわぁぁぁっ──！」

　ジンに指を突きつける。

　怒りと、そして風邪のせいで真っ赤な顔でピーリエが吠ほえた。

「今回のは私の不ふ手て際ぎわ。ですが私を怒らせたことを悔やむのですね。この私が本気の本気になってしまったからには、もはや我が防衛線に死角はないのです！」

　歯を食いしばりながら。

　防衛班の総隊長は力強く宣戦布告したのだった。

「覚悟なさいミスミ……くしゅんっ！」

「ピーちゃん風邪だよそれ。昨日雨に打たれたから」

「誰のせいだと思ってるのです!?」
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　その数日後──

　イスカたち第九○七部隊は、深夜、帝都の端にある森にいた。

「この森まるごと帝国軍の保安林で、スパイ班ぼくらが狙う基地は、この奥にある敷しき地ち内か……」

　先頭を歩くイスカ。

　後ろにミスミス隊長、さらにジンと音々が控えている。

「でも隊長？　僕らまだ侵入ルートが決まりきってないですよね」

「そそ、今日は軽い偵察ね」

　基地への侵入ルートは二つ。

　帝都の繁華街をぬけて基地の正面を攻める表ルート。

　そして、この森から基地の裏側を攻める裏ルートである。

「……でも随分と突発的だなって」

　イスカたちが偵察を聞かされたのがつい夕方だ。

　しかもミスミスから携行を指示されたのは、イスカが地図とヘッドランプ。ジンと音々は双眼鏡とカメラ。

　そしてミスミス隊長は通信機一つという軽装ぶり。

「ねえねえ隊長、音々も聞きたかったの。その通信機は何に使うの？」

　首をかしげる音々。

「音々たち全員ここにいるし、通信機を持ってても遠距離で話す相手がいなくない？」

「あれ、言ってなかったっけ」

　のほほんとしたミスミス隊長。

「今日はね、アタシのお友だちを応援するの」

「お友だち？」

「そそ。同じスパイ班のね」

　自信ありげに頷いて、ミスミス隊長が通信機を取りだした。

「アタシたちと別のスパイ班が、今夜に侵入決行だって。全部で十人編成。この森を通過するルートで基地を目指すって」

「あ、なるほど」

　イスカにも合が点てんがいった。

　妙にいきなりの偵察だと思ったが、ちゃんと他チームの応援という目的があったのだ。

「ところで隊長？　もし今夜のうちに、他チームが侵入に成功したら」

「もちろんスパイ班全員の勝利だよ。訓練もその場で終わりだし、なおさら全力応援しないとね！」

　森の茂みをかきわけてミスミス隊長が進んでいく。

「さあがんばって、アタシたち以外のスパイ班！」

「他力本願もいいところだが、今回は賛同だ。こんな訓練さっさと終わるに越したことないからな」

　双眼鏡を構えるジン。

「隊長ボス、決行部隊はいつ動く？」

「もうそろそろだよ、ちょっと連絡してみよっか」

　隊長が通信機を取りだして。

「こちら第九○七部隊、隊長のミスミスです。じき予定時刻ですが、そちらの状況は？」

『──第三一部隊、隊長のナグラだ、相棒の第六○二部隊と合流を終えた』

　通信機から、渋い男声。

　ナグラ隊長の声の奥からは、部下たちの声も聞こえてくる。

　侵入決行のスパイ班十人。既に待機済みらしい。

「今はどちらに？」

『合流地点で待機中だ。これより環境保全区域の「森のくまさん」地点ポイントを通過し、「森のうさぎさん」を目指す。一時間後には敵基地の裏側に到着するだろう。そこからが本番だ』

　隊長間の通信暗号。

　この「森のくまさん」「森のうさぎさん」は、本作戦のために用意されたスパイ暗号だろう。ピーリエ側に通信が傍受されている可能性を考慮し、盗み聞きされても現在位置が悟られないためである。

「ねえイスカ兄、『森のくまさん』って暗号名かわいいよね」

「いやぁ、実際森でクマに襲われたら大変な目に……」

「しっ！　イスカ君も音々ちゃんも、静かに。向こうが出発するよ！」

　ミスミスが木々の奥を指さした。

　森の奥──暗視スコープ付きの双眼鏡でかろうじてだが、闇に隠れて森を進んでいく人影が見える。

「迷彩服完備か。さすがに決行部隊はそれなりの格好してるな」

　感心したジンの口調。

「基地の裏側までは接近できるとして、どうやって鉄条網付きコンクリート壁を越えるか。お手並み拝見だな」

　侵入先となる敷地は、コンクリート塀に監視カメラという防衛態勢だ。

　巡回の兵士たちも見張っているはず。

　わずか十人のスパイ班で、いかにして防衛を突破するのか。

「ところで隊長、僕らは？」

「アタシたちはここで待機でいいよ。……もしもし、どうです？」

『こちら第三一部隊。森林のルート進行は順調だ』

　ナグラ隊長からの返事。

　通信機の向こうで、草を踏みわける足音も聞こえてくる。

「あ、あの、がんばってくださいね」

『はは、ミスミス隊長。君はずいぶんと心配性だな』

　隊長の豪快な笑い声。

　スパイ班の決行部隊とは思えぬほど自信ありげな振る舞いだ。

『問題ない。なにせ防衛班の総隊長は、あのピーリエ隊長だろう？』

「彼女をご存じで？」

『うむ。隊長就任の当日に反省レポートを書くようなミスをしでかすのは、帝国軍の歴史のなかでも彼女くらいのものだ』

「……あ、いえ実はアタシも」

『ん？』

「何でもないですっ！　あ、あははは、そうですよね。隊長就任日に反省レポートなんて、あるわけないです！」

『そうだ。我々エリートの連合部隊が、あんな隊長落第ギリギリの小娘の防衛を突破できないわけがない。そうだな諸君？』

　通信機の向こうから笑い声。

　ナグラ隊長だけではない。スパイ班全員の総意なのだろう。

　──この任務もらった、と。

『大船に乗ったつもりで任せておきたまえ』

　なんとも心強い宣言である。

「あ、あの……でも一応は用心です。ピーちゃん気合いが入ってて」

『ははは、まったく心配性だなミスミス隊長。どんなに気合いを入れようとダメなものはダ────』

　ぼんっ、と。

　ミスミスの通信機から爆発音が響いたのはその時だ。

『ぐはぁっ!?』

　そして聞こえる悲鳴。

「え……隊長!?　ナグラ隊長!?　どうしました！」

『────』

　返事が途絶える。

「イスカ兄、あそこ!?」

　音々が指さしたのは決行部隊が歩いていた方角だ。

　暗視スコープで覗のぞいた先で──

　茂みが、濛もう々もうと真っ白い煙に包まれているではないか。

「催涙ガス発射装置だ。茂みに隠されてたらしいな」

　双眼鏡を覗くジン。

「それだけじゃねえ。あの催涙ガスの中から誰一人飛びだしてこないってことは、そこに落とし穴もありそうだな。全員嵌はまったか」

「お、落とし穴!?　罠わなってこと!?」

　ミスミス隊長が顔色を変えた。

「でもジン君。ここは環境保全区域だよ、そんなの元から用意してあるわけないし……」

「だから掘ったんだろ。即席で」

「この数日間で!?……ナグラ隊長、応答してください！」

『……ぐっ……や、やられた！　催涙ガスの罠だ！』

　イスカたちが見守るなか、催涙ガスの煙から大柄な隊長が苦しげに飛びだした。

『さらに、そこら中に落とし穴がある！……全滅だ、私以外……残り九名すべて落とし穴に捕まった！』

「な、なんですって!?」

『まさかこんな用意周到な……だが、まだ私が残っている！』

　帝国兵の使命感か。

　あるいは小娘ピーリエに負けてたまるかという意地がなせる業なのか。

　催涙ガスに見舞われながらもナグラ隊長は走りだした。

　──基地を目指して。

「て、撤退すべきでは!?」

『任せておけ。この暗闇だ。迷彩服の私ならば誰にも見つからず──』

　ぱっ、と。

　強烈な照明がナグラ隊長を照らしだしたのは、その時だった。

『ば、バカな！　赤外線照準追尾システムだとぉ!?』

　ナグラ隊長の悲鳴。

　どこにでもあるような赤外線センサや監視カメラの類ではない。帝国軍が所有する歴れっきとした軍事装備だ。

『……信じられん、いったいどれだけ膨大な予算をこの防衛にかけているんだ！』

「ナグラ隊長!?」

『ぐぅっ！』

　茂みをかき分けて逃げていく隊長だが、森一帯に仕込まれていた監視装置はどこまでも追尾する。

　そして──

　ナグラ隊長の頭上へと、巨大な網が降ってきた。

『ぐぁぁぁぁぁぁっっっっっ!?』

「隊長、隊長しっかり！」

　ミスミスが必死に呼びかける。

『────』

　通信機から聞こえてきたのは、最後の悲しき伝言メッセージだった。

『……すまないミスミス隊長』

「ナグラ隊長？」

『どうやらお別れの時が来たようだ。我々はここで全滅だ』

「そ、そんな!?　隊長しっかり──」

『気をつけろ。あの小娘め、今までの奴やつじゃない……諸君らの幸運を祈る！』

　通信遮断。

　おそらく通信が傍受され、妨害電波が基地から発されたのだろう。

「隊長、撤退です。逃げましょう」

「で、でも！」

「すぐに防衛部隊がやってきます。ここにいたら僕たちまで全滅です。彼らの犠牲を無駄にする気ですか！」

「うっ。ご、ごめんなさいナグラ隊長。みんな……！」

　悲劇のヒロインさながらに。

　涙をぬぐい、イスカの後からミスミス隊長も駆けだした。

「ってかずるいよ防衛班あっち、あんな予算かけて厳重に警備してるなんて聞いてないし!?　アタシたちどうやって攻めればいいの!?」

「……急に素に戻りましたね」

「だってずるいもん！」

　夜の森を走っていく。

　スパイ班十名の犠牲のもとに。

　ミスミス率いる第九○七部隊は、森から撤退したのだった。
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　その三日後。

「……全滅だって」

　会議室に集うイスカたちに、ミスミス隊長が重苦しい声でそう告げた。

「もう二部隊。あの森の別ルートから侵入を決行したんだけど、足の踏み場もないくらい監視システムと罠が設置してあったみたい」

「とんでもねぇ力の入れようだな」

　椅子に寄りかかるジン。

「防衛態勢が本気のソレだ。俺らも本腰で挑まないと話にならない」

「ジン君、なにか良いい案ある？」

「何もない。強いていうなら、森から攻めるルートは絶望的だろうな」

「ってことは……」

　ミスミス隊長が息を吞のむ。

「真っ正面からの表ルート？」

「ああ。それも一般人に変装してだ。普段の私服で、装備も一切なし」

「だ、大丈夫かなぁ……」

「音々もそれしかないと思うの」

　そう言う音々も、帝国市街地の地図を広げてみせて。

「ピーリエ隊長だもん、あの感じだと金属探知機も用意してるはず。通信機とか双眼鏡も持ってるだけで引っかかるだろうし」

「……わかったよ。作戦は一般人に見せかける方針で考えよう」

　まずは一般人に変装──

　帝都の市街地を堂々と歩いていき、堂々と基地の正面ゲートへ。

　ただし懸け念ねんはその先だ。

「ところでジン君。正面ゲートに着いた先は？」

「気合いで突破する」

「何でそこだけ根性論!?」

「どうしようもねえだろ。裏の森にあんだけ厳重な防衛が敷かれてんだ。表側は言わずもがなだ」

「確かにそうだけどぉ……」

「あとは囮おとり作戦か。隊長ボスが催涙ガスを浴びてるなか、俺たちが壁をよじ登るのはアリだな」

「冗談やめて!?　ってかなんで隊長のアタシが囮なの!?」

「自分を犠牲にするのも隊長の使命だろうが」

「いやぁぁぁ──っっ!?」

　真剣なまなざしの部下ジンに、ミスミスは本気の悲鳴を上げたのだった。
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　煌きらびやかなネオンの街──

　夕食時で賑にぎわう雑踏に身をひそめ、イスカたちは帝都の繁華街を歩いていた。

「……いよいよ今夜が決戦だよ」

　険しいまなざしのミスミス隊長。

　いつもの戦闘衣から着替えて、可か愛わいらしいワンピース姿である。

「生き残ってるスパイ班は残り十人。アタシたちの部隊が四人と、もう一部隊が六人ね」

「その部隊も同時決行ですよね」

　隣を歩くイスカはシャツ姿。

　後ろのジンも似た軽装で、音々は年頃の女の子らしいスカートに着替えている。

　完璧だ。

　客観的に見て、自分たちは繁華街を歩く若者にしか見えないだろう。

「ボスが若く見えるってのは幸いだな。外見だけなら一番下だ」

「……ジン君、二十二歳の女の子は若く見えるんじゃなくて若いからね？　とにかくアタシたちはこの繁華街を突きぬけるの。帝都基地まで一直線にね」

　進行方向まっすぐを指さす女隊長。

　懐ふところから通信機を取りだして。

「こちら第九○七部隊、隊長ミスミスです。どうですか？」

『機構二師第八七一部隊、隊長ヴェンだ。こちらも繁華街を進んでいる』

　通信機から応答あり。

　スパイ班は二手に分かれ、繁華街の左右から基地を目指して進んでいるというわけだ。

『我々は仕事終わりの社会人に変装している。スーツ姿だ』

「作戦どおりですね」

『ああ、そして我々は、帝国軍と取引のある実在会社の文書コピーを用意した。帝国軍の総務担当者と面会予約のある会社員というシナリオだ』

「……そこまでやれば」

『うむ。まず確実に正面ゲートの通過は可能だろう』

　まさに本物のスパイ。

　隠おん密みつ行動で侵入を狙うのが無理ならば、いっそ正面から堂々と入ってしまえという作戦である。

「ゴールは基地の入り口ですよね」

『そうだ。一人でも扉に手が触れたらスパイ側われわれ全員の勝利になる』

「わかりました。じゃあアタシたちは遠慮なく囮になるので！」

　基地の壁のまわりで、一般人のフリで騒ぎ立てて注意をひくのがミスミス率いる四人。

　本命が、ヴェン隊長たち六人だ。

「頑張りましょうね隊長！」

『はっはっは、まあ任せておきたまえミスミス隊長』

　ヴェン隊長は余裕の返事っぷり。

　だがミスミス隊長は、それを聞いてもまだ不安げなまなざしだ。

「で、でも先日全滅したナグラ隊長も、同じような意気込み方で……」

『先行部隊が全滅したのは強硬手段ゆえの作戦ミスだ。これなら失敗する道理がない』

「……そうですか」

『うむ。なにしろ相手はあのピーリエ隊長だ。エリート部隊の我々があんな小娘に遅れをとるわけがない』

「は、はぁ……」

　ますます既視感のある会話である。

　ナグラ隊長率いる部隊がそんな慢心とともに全滅した光景は、いまもイスカたちの記憶に新しい。

「本当に気をつけてくださいね！」

『ははは、まったく心配性だなミスミス隊長。我々がこんな会社員に扮ふんしているなど神様さえ……さえも…………』

　ジッ、ジジ、と。

　通信機から耳みみ障ざわりな雑音ノイズが聞こえてきたのはその時だ。

「あれ。ヴェン隊長？」

『ば、馬鹿な！』

　通信機の向こうから、焦あせりを帯びた声が伝わってきた。

『通信乗っ取りジャミングだと!?』

『──ふふふ、甘過ぎですわよヴェン隊長！　そしてミスミス！』

　ミスミスに負けず劣らず幼い声が、繁華街のスピーカーから響きわたった。

『あなたたちスパイ班十人が、今夜挑んでくることはお見通しですわ！』

『ピーリエ隊長か!?』

　ヴェン隊長の通信は、既に盗聴されていたのだ。

『バカな。我々が作戦を練った場所はここだぞ。この繁華街で、会社員の打ち合わせに偽装して計画を進めてきた。バレるわけがない！』

『それが甘いというのです。あなた方が喫茶店で進めていた作戦会議、すべて筒抜けだったというのに』

『……なんだと！』

『まわりをご覧なさい』

　ざわり、と。

　繁華街を歩いていた民衆が、一斉に足を止めてふり向いた。

『私の雇った帝国興信所の皆さまです。これだけの数の探偵が、通行人のフリをしてヴェン隊長を常に尾行していたわけですわ』

『これだけの人数を雇った!?　そんな、どれだけ莫ばく大だいな予算が……』

『あははは！　私の一族が財閥であることをお忘れですの？』

　ピーリエ隊長の勝利の嬌きょう笑しょう。

『ここでスパイ班あなたがたを全滅させれば司令部からの評価もうなぎ上り。我が名誉のためならば、多少の出費も痛くはありません！』

『……こ、姑こ息そくなっ!?　そんな荒い金遣いの作戦が許されるとでも！』

『戦争とは予算がモノをいうのです。そして、さあ取り押さえなさい防衛班Ａチーム！』

　通信機の向こうで爆発音。

　さらには断末魔の叫びが伝わってくる。

『ぐあぁぁぁっっ！』

「ヴェン隊長!?」

『────────』

　返事がない。

「た、隊長……隊長!?」

　ミスミスの悲痛な叫びが響いて。

　やがて通信機からやってきたのは、最後の悲しき伝言メッセージだった。

『……すまないミスミス隊長』

「ヴェン隊長？」

『どうやらお別れの時が来たようだ。我々はここで脱落するが、君たちだけでも生き残ってくれ。幸運を祈るグッドラック！』

「ヴェン隊長─────っっ!?」

　通信遮断。

　おそらく繁華街の隅では、防衛班に拘束された六人が基地に連れて行かれていることだろう。

『ふふん。基地に現れたところを捕まえるのではなく、近寄らせる間もなく捕らえる。これならばスパイの侵入を許す道理はありません！』

　勝ちほこるピーリエ隊長。

『さあミスミス、ついに雌雄を決する時ですわ。残すはあなたたち四人のみ。正々堂々と勝負です』

「どこが正々堂々なのピーちゃん!?」

『知恵を出しましたわ』

「出したのはお金でしょ!?」

　司令部からの予算のみならず、莫大な資産にモノを言わせた圧倒的制圧。

　まさに何でもアリだ。

『さあ防衛班Ｂチームよ、ミスミスを捕らえるのです！』

　ズザザザザッ、と響く軍ぐん靴か。

　イスカたち四人を取り囲むように、繁華街の路地裏から重装備の帝国兵が次々と飛びだしてくるではないか。

　二十人、いや三十人以上。

「走って隊長、囲まれます！」

「う、うん！」

　夜の繁華街を全速力で駆けだした。

　走る方向は、もちろんピーリエの待ち構える帝国基地の方角だ。

「イスカ兄、前からも来るよ！」

「くっ！　音々。そこの狭い路地裏から脱出だ」

　ヒト一人しか通れない細道へ。

　ここなら大人数も追ってこられないし、物陰に身を潜めているかぎり見つからないだろう。

「はぁ……はぁ……ず、ずるくない？　アタシたちスパイ班が四人なのに向こうは何十人いるの！」

「しっ、隊長。声が響いちゃう」

　壁かべ際ぎわに隠れるミスミス隊長と、物陰から様子を窺うかがう音々。

「このまま隠れんぼだね。じっと隠れて防衛班が焦じれるのを──」

「おい待て」

　ジンがぼそりと呟つぶやいた。

　自分たちが逃げてきた方の狭い通路を睨にらみつけて。

「なんか聞こえるぞ」

「え？　なにジン兄ちゃん？」

「……犬の吠え声だ」

　ワンという可愛いものではない。

　グルルッ、と犬歯を剝むきだしにして唸うなる獰どう猛もうな大型犬の──

「目標発見！」

　イスカたちの潜む路地裏に、パッと光が差しこんだ。

　兵士が握っているのは銃ではなく、大型軍用犬の手綱である。

「猟犬部隊ハウンドドッグだ!?」

「ちょっと待ておい、それはさすがにやり過ぎにも程があるぞ！」

　さすがのジンも大慌て。

　なにしろ相手は軍用犬。どこに隠れても、わずかな臭いを辿たどって追跡してくる。

「いやぁっ!?」

「音々!?」

「音々の、音々のスカートがっ！」

　二匹の犬がスカートの端に嚙かみついたのだ。

　振りほどこうとする勢いで、音々のスカートがめくれ上がり、すらりと伸びた太ももが露あらわになる。

「いやぁ！　イスカ兄もジン兄ちゃんも見ないでぇぇっ！」

　音々の顔がたちまち真っ赤に。

「うわぁぁぁっん！　音々はこういう恥ずかしい役は似合わないよ、狙うならミスミス隊長だよ！」

「音々ちゃんどういう意味!?」

「うぅぅっ、お気に入りのスカートだったのにぃ……！」

　携帯していたナイフで、音々が自らスカートの端を切り裂いた。

　生地に嚙みついていた犬から逃走。再び路地裏を走りだす。

「イスカ君、どうしよ!?」

　背後を見やるミスミス隊長。

「これじゃ逃げられないよ!?　基地にたどり着く前に包囲されちゃう」

「……二手に分かれましょう」

　迷っている時間はない。

　苦渋の即決で、イスカは道の曲がり角を指さした。

　直進するか、曲がるか。

「僕とジンがまっすぐ走ります。音々とミスミス隊長はこっそり曲がり角から脱出を」

「だ、だいじょうぶイスカ君!?」

「他人の心配より自分の心配をしろ、いけ隊長ボス、音々」

　口火を切ってジンが走りだす。

　続いてイスカ。

　さらに間を空けて、ミスミス隊長と音々の二人が曲がり角へ。

　だが──

「しまった!?」

　ジンとイスカは同時に叫んでいた。

　軍用犬と兵士の猟犬部隊ハウンドドッグが、角を曲がって音々とミスミスを追いかけ始めたからだ。

「まずミスミス隊長か！」

「イスカ、俺たちにも別働隊がやってきてやがる。走るぞ！」

　どうか無事で──

　音々とミスミス隊長との合流を願いながら、イスカは路地裏から繁華街の通りに飛びだした。

「見つけたぞ！」

「くっ、鉢合わせか……！」

　追いかけてくる帝国兵。

　だが足の速さはこちらが上だ。

「ジン、あいつら走るの遅い」

「あんだけ重装備だからな。こっちは軽装だ、このまま走れば追いつけねぇだろ」

　そのジンの鼻先へ──

　ひゅんっ、とゴム弾が掠かすめていった。

　暴徒鎮圧用ゴム弾。紛れもなく帝国軍の銃弾である。

「狙撃部隊までいやがるのか!?」

　ジンがぞっと青ざめる。

「さてはビルの屋上だな。防衛班が俺らを見晴らしのいい場所に誘導して、狙撃手がそこを狙ってか」

「ジンこっちだ！」

　ビルの陰を縫うように進む。

　背後からは重装備の防衛班。頭上のビルには軍人スナイパー。

「いつもの訓練より過酷ハードだし!?」

「くそ、どんだけ手が込んでやがる！」

　繁華街をひたすら北上。やがてイスカたちの前にビルの切れ目が見えてきた。

　この坂道を走りきれば基地がある。

「いたぞ、スパイ班だ」

　背後から聞こえる兵士の声。

「狙撃班。狙えアリス──」

「アリスだって!?」

　聞こえた名前に、イスカは反射的にふり向いていた。

　──氷ひょう禍かの魔女アリスリーゼ。

　ネビュリス皇庁の第二王女であり、イスカの戦場の好敵手ライバルである。

「……まさかアリスが？」

「イスカ、止まるな！」

　ジンの怒声に我に返った。

　イスカがふり向いた先に氷禍の魔女アリスリーゼはいなかった。いたのは、銃を構えたまったく別の女軍人スナイパーだ。

「アリス違いじゃん!?」

　あわてて坂道を駆け上がる。

　常夜灯に照らされて、うっすらと浮かびあがる帝国軍基地──

「イスカ兄、ジン兄ちゃん！」

「音々!?　無事だったか」

　同じく坂を駆け上がってくる音々とミスミス隊長。

　無事だったことに胸をなで下ろすが、そんな二人の後ろから猛烈な犬の咆ほう哮こうも聞こえてくる。

「わ!?　あんなに頑張って撒まいたのにもう猟犬部隊ハウンドドッグが来てる！」

「音々ちゃん急いで！」

　四人が合流。

　坂を駆け上がった先では、今まさに自動扉が閉まりつつあった。

「扉が閉まっちゃう!?」

「飛びこめ！」

　転がり込むように敷しき地ち内へ。

　扉のスキマに滑りこみ、ついに四人は敷地に侵入した。

「良し！　みんな、あの基地の扉に触れたら勝利だよ！」

　ミスミスが足を踏みだす。

「待て隊長ボス！」

　それを遮ったジンが、ミスミスの手を摑つかんで制止した。

「ど、どうしたのジン君……」

「よく見ろ。芝生のあちこちが不自然に盛り上がってるだろうが」

「え？」

「こういうことだ」

　小石を拾ったジンが、目の前の芝生めがけて思いきり投げつけた。

　──ピッ。

　小さな電子音。

　轟ゴウッ！　と大量の土砂を巻きあげて芝生が爆発した。

「じ、地雷!?」

「そこら中に埋まってやがる。まっすぐ走っていけば確実に踏むぞ」

『──ふふふ』

　帝国基地から、スピーカーを通じて聞き慣れた声が響きわたった。

『幾重もの苦難を乗り越え、よくぞここまでたどり着きました。ミスミス、さすがは私の宿敵ですわ』

　防衛班の総隊長ピーリエ。

　この場にはいないが、監視カメラでこちらを覗のぞいているに違いない。

『ですが宴うたげも終わり。ここであなた方は美しく散ることになるのです』

　ゴゴゴゴッ……

　物々しい気配とともに、巨大な影が基地の裏側から現れた。

『最後は、私みずから登場ですわ』

「って戦車じゃん!?」

　帝国陸軍ＵＴＶ‐70Ｘ型。

　ビルを数秒で穴だらけにする重機関銃搭載、戦闘車防衛システム搭載。

『さあ、ミスミス』

　戦車から響くピーリエの声。

　言うまでもなく目の前の戦車に搭乗していることだろう。

『いざ尋常に決戦ですわ！』

「戦車とヒトのどこが尋常なの!?」

『戦争は、戦いが始まる前に終わっているのですよ。徹底した準備こそが戦の醍だい醐ご味みですわ』

「じゃあ尋常の勝負は？」

『勝てばいいのです！』

「ぶっちゃけた!?」

『覚悟！』

　問答無用で動きだす戦車。

　巨大なキャタピラが稼か働どうし、芝生を踏み荒らしながら突撃してくる。

「うわ来た、イスカ兄っ」

「素手の僕に何をしろっていうのさ!?　どうにかして隊長！」

「アタシもむりむり!?」

「逃げるしかねぇだろこれは！」

　全力で逃げだすイスカたち。

　なにしろ非武装の人間が、最新式の戦車に勝てる道理がない。

「まずいです隊長。目の前がもう壁だ。僕ら追いつめられました！」

「アタシたち絶体絶命!?」

　壁かべ際ぎわに集まるイスカたち。

　そこへピーリエの戦車が接近して。

『さあ観念なさい。これが私とあなたの決定的な差なのです』

「ヒトと戦車の差だよ!?」

『それでもいいのです。勝てば──』

　カチッ、と。

　ミスミス率いる四人に迫る戦車が、何かを踏んづけたのはその時だった。

　ピ、ピ、ピー。

　響きわたる電子音。

　聞き覚えのある音が何回も連続してこだまする。

『あら？』

　ピーリエの不思議そうな声。

　そしてイスカたちが注目したのは、戦車の下だ。盛り上がっている地面のアレを、巨大車両が見事に踏んづけているではないか。

「……おい」

「……まさかピーちゃん」

　嫌な予感がする。

　なぜなら戦車が踏んだアレは一個ではない。キャタピラが四つも同時に踏み潰していたからだ。

『そ、そんなっ!?　仕掛けた地雷を私が踏んでしまいましたわ!?』

「やっぱり────────っ!?」

「何やってんのピーちゃん!?」

「自分の罠わなに引っかかってんじゃねえよ！　逃げろ爆発するぞ！」

　全速力で離れるイスカたち。

『ちょ、ちょっと待って。私を残しておいていかないで!?……あ、ああ、い、いやぁぁぁっ────!?』

　大爆発。

　悲しい叫びを残して、ピーリエ隊長は戦車ごと吹き飛んだのだった。
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　その翌日。

　帝国からはるかに離れた地、ネビュリス皇庁の一室で。

「帝都で大爆発ですって？」

　従者の燐リンに用意させた情報誌ゴシップの記事に、アリスは声を上げていた。

　アリスリーゼ・ルゥ・ネビュリス。

　帝国から最強級の魔女と恐れられる王女である。

「燐、詳しく教えて」

「はっ。アリス様、爆発地点は帝国の基地内ということです」

　緊張した表情の、燐。

「おそらく何かしらの事故でしょう。基地内を戦車が走っていたという目撃情報もあります。戦車の暴走ではないかと予想されますが……」

「いいえ燐、裏を読みなさい」

　情報誌ゴシップを手に、アリスは自信ありげに叫んでみせた。

「それは罠よ。おそらくソレは自爆に見せかけた爆破実験。帝国軍の極秘の兵器開発に違いないわ」

「……な、なんと!?」

「あの帝国軍が自爆だなんて、そんな初歩的なミスをするわけないでしょ。あのイスカがいる帝国軍よ」

　元使徒聖イスカ。

　アリスが戦場でただ一人引き分けた剣士を擁する帝国軍が、そんな自爆などありえない。

「帝国、やはり危険な相手だわ。今後も激しい戦いになるわね……」

　まさか──

　まさか本当に帝国軍の自爆とは微み塵じんも思わないアリスは、打倒帝国に向けて誓いを新たにしたのだった。

「待ってなさいイスカ！」
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　時同じくして。

「燃えたねぇ……」

「そこら中の地雷に引火したからな。プレハブの基地も全焼だ」

「僕ら、よく無事だったよね……」

　帝都ユンメルンゲン。

　燃え殻になった敷地を、イスカたちはぼんやりと眺めていた。

　今日は休日──

　だがイスカたちの手には箒ほうきとチリトリが握られている。

「スパイ班も防衛班も、みんな仲良く後片付けだって……」

「やれやれ。貴重な休日だがな」

「……ピーちゃんが張りきるから」

「違います！　元はといえばあなた方が粘りに粘るから！」

　包帯を巻いたピーリエ隊長。

「ピーちゃんは休んでれば？　火傷やけどが痛いでしょ」

「……うるさいのです。これは総隊長として当然の後始末ですわ」

　せっせと掃除するピーリエ隊長。

　地雷に巻きこまれて火傷の身だが、責任者として誰より先に片付けを始めたのも、実は彼女である。

「この敗北もまた学びですわ。覚えてなさい。次こそは負けませんからねミスミス」

　むすっ、と頰を膨らませる女隊長。その横顔をじーっと見つめて。

「ピーちゃんかわいい」

「はい!?」

「そういうところが憎めないよねぇ」

　ミスミスは苦笑したのだった。
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　魔女の楽園──

　その異名をもつネビュリス皇庁の、宮殿で。

「もうイヤっ！　もう無理よ！」

　山積みの書類を前にして、アリスは悲鳴を上げていた。

「この一週間ずっとよ。書斎でわたしの名前をサインする仕事ばっかり！　退屈すぎて眠くなるし、座りっぱなしで背中も腰も痛いし……！」

　アリスリーゼ・ルゥ・ネビュリス。

　眩まぶしい金髪と愛らしい面立ちがよく似合う第二王女である。が、そんな華々しい姿とは裏腹に、いまのアリスは涙目で訴えかけていた。

「見て燐リン！　ペンを握りすぎて指先が赤く腫れちゃったわ！」

「それが王女の仕事です」

　キッパリと答えたのは家政婦の姿をした少女・燐だ。

　アリスの従者にして護衛である。

「ねえ燐、わたしみたいな年頃の乙女が肩こりと腰よう痛つうに悩まされるなんて、悲しいと思わない？」

「思いません」

「思いなさい！……もう、ならせめて休憩が必要よ。羽を伸ばしに王宮の外に行きたいわ。遊びに出ましょう！」

「いいですよ。手配します」

「そう、やっぱりダメね。わかってるわよ言われなくても……え？」

　想定外の返事に、アリスはきょとんと目を瞬しばたたかせた。

「燐、いま何て……」

「外出されたいなら手配します。ちょうど適任のお話がありました」

「わたしに適任？」

「仮装祭カーニバルに参加しましょう」

　スケジュール帳を取りだす燐。

　そこにある王女アリスの公務を確認しつつ。

「ハロウィンという行事と似ています。観光客がみんなで仮装してパレードに参加するお祭りがありまして」

「……どこで？」

「バチルス市国をご存じですか」

「帝国の属国じゃない!?」

　思わず声を上げてしまった。

　世界二大国の一つ『帝国』──アリスたちを魔女という蔑称で呼ぶ敵国で、ここ皇庁とは戦争の真っ最中。

　燐の挙げた国は、その帝国の傘さん下かにあたる。

「バチルス市国は小国で、収入源はもっぱら観光です。来週には国を挙げた仮装祭カーニバルが行われます」

「でも燐？　いくらお祭りだからって、敵国は危険よ」

　観光国なら入国審査は緩いだろう。

　しかしアリスが魔女の姫と知れば、警備隊が襲ってくるはず。もしかしたら帝国の兵もいるかもしれない。

「ご安心を。あくまで仮装祭カーニバルに参加するのが狙いです」

「戦い目的じゃないのね？」

「はい。仮装祭カーニバルでは多くの観光客が仮装してパレードに参加します。仮装で顔が隠せますから、私もアリス様も堂々と街を歩くことができます。敵情視察にはもってこいです」

「……あら、そうなのね」

　それなりに重要な任務だ。

　敵国の仮装祭カーニバルに参加して敵情視察。こんな書斎に閉じこもっているより、確かにアリスにふさわしい。

「仮装祭カーニバルの服はどうするの？」

「現地で貸し出しレンタルがあります。アリス様と私のぶんを予約しますが、衣装のリクエストは？」

「そうね。せっかく仮装するんだからとびきり派手なのがいいわ」

　顔さえ隠せば、ネビュリス皇庁の王女とは悟られまい。

　ただ、一つ気になることが。

「ねえ燐。そのバチルス市国って帝国の傘下でしょ。帝国軍は駐在してるのかしら」

「いたとしても少数です。仮装祭カーニバルの最中に出くわす可能性は低いでしょう」

「……イスカも参加するのかしら」

「はい？　アリス様なんと？」

「い、いえ何でもないわ！」

　うっかり口にしてしまったのは帝国軍に所属する剣士の名だ。

　使徒聖イスカ──

　アリスが戦場で唯一「引き分け」に終わった好敵手ライバル。いつか必ず決着をと思っているのだが。

「イスカも、まさか現地むこうに派遣されてたりしないわよね」

　窓を見ながら。

　アリスはぼそりと呟つぶやいた。
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　世界最大の軍事国家「帝国」。

　その軍事基地で。

「みんなー、週末は出張だからね」

「仮装祭カーニバルの警備ですか？　ちゃんと覚えてますけど珍しい任務ですよね」

　黒髪の帝国剣士イスカは、女隊長にふり向いた。

「僕らでバチルス市国に出張？」

「そそ、アタシたちも観光客みたいに仮装して仮装祭カーニバルに紛れこむの」

　女隊長ミスミスが頷うなずいた。

　あどけない童顔と子供のような身長だが、これでも帝国軍の部隊を束ねる女軍人である。

「ねえ隊長？　音ネ々ネたち、そこでどうするの？」

　会議室の隅──

　赤髪の少女・音々が、勢いよく椅子から立ちあがった。

「観光客みたいに仮装して……仮装祭カーニバルの警備を手伝うってこと？　お祭りでさわぐ酔っ払いを捕まえるとか？」

「それは現地の警務隊の仕事だ。帝国軍人オレらの所轄じゃねえよ」

　答えたのは銀髪の狙撃手ジンだ。

　剣士イスカに加えて、隊長ミスミス、それに音々とジン。

　この四人で一部隊になる。

「帝国軍人オレらの遠征ってことは、どうせネビュリスの星せい霊れい使い相手だろ。仮装祭カーニバルに向こうのスパイが入国してくる情報でもあったのか？」

「そそ。まさにソレなんだって」

　ジンの問いかけに、ミスミス隊長が大きく頷いた。

「実は去年もなの。仮装祭カーニバルに怪しい観光客がいて、それが敵情視察にきた皇庁の魔女じゃないかって」

「あぁなるほど、それで僕らに遠征の話が……でも難題ですよ」

　仮装祭カーニバルの賑にぎわいを想像してイスカはため息をついた。

　バチルス市国の仮装祭カーニバルは、何万人という観光客で賑わう一大イベントだ。

　そこに紛れたスパイを見つけだすのは、砂漠の上にいるアリ一匹を見つけだすような難易度に違いない。

「見つけるのも大変で、捕まえるのはさらに骨が折れそうですね」

「ったく。しかも俺やイスカまで仮装祭カーニバルの参加者っぽく仮装しろってか？　手間がかかるな、おい」

　椅子によりかかるジンが、いかにも面倒くさそうに溜ため息いき。

「で？　肝心の変装ってのは？」

「音々がカタログ預かってるよ。はいジン兄ちゃん！」

　鞄かばんから分厚いカタログを取りだす音々。

「ほらこれ！　一番人気はこの大きな黒帽子の魔女で、二番人気はこっちにある小悪魔だよ。あと次のページは、すごく本格的なホラーメイクを施したミイラとゾンビ！」

「全部モンスターじゃねえか」

「仮装のお祭りだもん。イスカ兄は何にする？　こっちの狼おおかみ男とか似合いそう」

「僕？……悩ましいなぁ。僕もこういうの初めてだし」

　仮装見本だけで数十種類。

　どれにするか決めるのも大変だ。

「顔とか隠せた方がいいんだろうね。敵のスパイにバレないように」

　ふと思う。

　皇庁からのスパイは何者だろう。こんな仮装祭カーニバルに紛れこむくらいだから、さぞかし「魔女」のイメージからは想像しにくい美少女が有力だろう。

　……たとえば。

　……アリスのような？

　イスカが戦場で戦った「氷ひょう禍かの魔女」アリスリーゼ。

　敵の王女であるアリスは、素性を隠せば世界中どこでも美少女モデルとして活躍できる美貌である。

「仮装祭カーニバルでもアリスなら映えるだろうけど……って、まさか来るわけないか」

　頭を振って、イスカは、仮装を決める作業に集中した。
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　バチルス市国。

　仮装祭カーニバル当日──

　わずか十二の街しかないこの国に、日の出を待たずして、道にあふれる仮装パレードの行列ができていた。

　その広場で──

「ななな、なによこの衣装っ!?」

　大型の女子更衣室。

　従者の燐から渡された衣装を見て、アリスは声を上げた。

「聞いてないわ。なによこの……包帯みたいな服は!?」

「包帯みたいではなく、包帯です」

「どうして!?」

「ミイラ娘ですから」

　そう答える燐は、早くも自分の衣装に着替え始めている。

「ミイラ娘は、全身に包帯をしたホラー系のモンスターです。仮装祭カーニバルでは怖いものに変装するのが主流ですから。詳しい着替えはこのカタログモデルをご覧ください」

「このモデルの女の子、包帯しかしてないじゃない!?　服は……」

「包帯だけです。ミイラがスカートをつけてたら変でしょう？」

「そんなっ!?」

　仮装カタログにある『ミイラ娘』。

　そのモデルの少女は下着のみ付けて、あとは素肌に包帯しか巻いていないのだ。

「王女のわたしが、こんな破廉恥な仮装で参加したなんて国民に知られたら……」

「派手な衣装といったのはアリス様ですよ。目立つのがいいと」

「これはやりすぎよ!?」

　わなわなと震えるアリス。

　ちなみに隣の燐はというと、こちらは背中に黒い翼と尻尾をつけた小悪魔だ。

　とても可か愛わいらしく露出も控えめ。

　人に見られてもまったく恥ずかしくない姿である。

「燐ずるい!?　わたしも同じ衣装に交換してくるわ！」

「あいにく衣装のキャンセルは前日までです。仮装祭カーニバルは参加者が何万人といますので、当日キャンセルは運営も大変だと」

「な、何てこと……くっ！」

　女子更衣室は順番待ち。

　ここで長居しては他の女子にも迷惑がかかる。意を決して、アリスはワンピースの裾に手をかけた。

「わ、わかったよ！　このミイラ娘になればいいのね！」

　肌もあらわな下着姿へ。

　そんなアリスの裸を見て、まわりの女子がざわめきだした。

　──なにあの子すごい、と。

　今にもこぼれ落ちそうなほど豊かな胸。

　ほっそりとしたおへそから、大きく自己主張する腰よう部ぶの曲線が実に艶なまめかしい。そんな大人びたアリスの肉体が早くも注目されつつあった。

　……な、なんか恥ずかしいわ。

　……早く着替えないと！

　カタログモデルの見よう見まねで、包帯を全身に巻いていく。

　ぎこちない仕草ながら腕と足は巻き終えて、次の部位へ。

　ところが。

「…………困ったわ」

「アリス様、どうしましたか」

「燐、非常事態よ」

　アリスが目線で示したのは、豊かすぎる自分の胸もとだ。

　身体からだの線がここだけ大きく前に突き出ているから包帯が巻きにくい。無理に巻こうとしてもほどけるし、そもそも包帯の生地が足りないのだ。

「燐、さては、ミイラ娘の包帯を自分あなたのサイズで予約したわね？」

「はい。それが何か？」

「わたし、胸を隠すのに包帯の生地が足りないわ。大きさが違いすぎるからかしら」

「どういう意味です!?」

「ほらお尻もダメよ。むしろ──」

　従者をじっと見つめる。

　早熟なアリスと比べて燐はもともと小柄。さらに護衛として鍛えた肉体は引き締まったアスリート体型である。

「あなたが適役じゃないかしら。胸もお尻もまっすぐだし」

「薄い胸のなにが悪いのです!?」

「褒めてるのよ。包帯が巻きやすそうな理想の体型ね」

「嬉うれしくないです！……って、ちょっとアリス様なにを!?」

「交換よ、交換！」

　小悪魔の燐を捕まえる。

「ミイラ娘の仮装はわたしには無理ってわかったでしょ。それなら衣装の交換しかないじゃない」

「な、なんですと!?」

「燐、服を脱ぎなさい！」

「やめてぇ────っっ!?」

　十分後。

　そこには見事ミイラ娘に変身して、顔を赤らめた燐がいた。

　胸とお尻は包帯で隠しているものの、包帯のスキマからは引き締まったお腹なかとおへそが見え隠れ。身体の線も丸わかりだ。

「あぅぅ。こ、こんな恥ずかしい姿で街を歩けだなんて……アリス様、これは拷問です！」

「その恥ずかしい姿を主人にさせようとしたのはあなたでしょ」
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　一方のアリスも可愛らしい小悪魔に変装済みである。

「外に行くわよ燐。まずはパレードに参加するの。それから午後の仮装大会にも出たいわね。燐が」

「私が!?」

「もちろん。そのミイラ娘なら大注目も間違いなしよ」

「──ちょっとお待ちなさい」

　アリスの前に、二人の少女が立ちはだかった。

「聞き捨てならないわね、あなたたち」

「あの仮装大会で大注目ですって？　私たちを差しおいて？」

　女吸血鬼に化けた金髪の少女。

　そしてもう一人は妖よう艶えんなサキュバスに仮装した黒髪の少女だ。

　どちらも貸し衣装レンタルではなく、自分の体型にあわせた本格的な手作り衣装。ホラーメイクの鮮やかさも、他の女子と完成度が段違いである。

「……お前たち、さては本職か？」

　二人の仮装のできばえに、燐が眉をひそめてみせた。

「アリス様、この二人おそらくプロのコスプレイヤーです」

「コスプレイヤー？」

「こうしたイベントを盛り上げるため、運営が雇ったモデルです」

　なるほど。

　アリスにはなじみの薄い言葉だが、この二人はたしかに可愛い。

　女吸血鬼の少女は口元に牙をつけ、本物そっくりの血のりで迫力を増している。

　もう一人はいかにもサキュバスらしく、胸の谷間を惜しげもなく露出した色気重視である。

　パレードに出れば、二人とも観光客から注目の的に違いない。

「それで、プロの方々がわたしたちに何の用かしら」

　だがアリスも負けていない。

　煌きらびやかな容姿と抜群のプロポーションは、参加者の中でも群を抜いているといっても過言ではない。

「わたしと燐はお祭りに参加するだけよ。それが何か？」

「善意で忠告してあげるのよ。見たところ衣装も貸し出しレンタルの初心者のようだけど、ここ十二番街の仮装大会に出るんですって？」

「ええそのつもりよ」

「──あはっ、あはは！」

「これはお笑いぐさね！」

　少女二人の笑い声が、更衣室にこだました。

「この仮装祭カーニバルは世界が注目するイベントよ。特に十二番街の仮装大会は、私たちプロのコスプレイヤーが腕を競う超ハイレベルな大会なの」

「そうそう。貸し出しレンタル衣装なんか使うなら、二番街の初心者大会に出るべきではなくて？」

「……なんですって」

　これが誠意ならアリスも素直に聞き入れただろう。

　だが彼女たちは、明らかにこちらを見下した口ぶりだ。

「初心者なのは否定しないわ。だけど甘く見られるのはイヤよ」

「ふふん？　確かに小悪魔のあなたは、中身はなかなか良さそうじゃない」

　アリスの顔と身体を眺めまわして品定めする女吸血鬼。

「でもだーめ。そんな子供だましの衣装とメイクじゃねえ？」

「私たちは今日のために膨大な時間をかけて衣装を手作りして、メイクだって研究に研究を重ねてきたわ。それを、初心者さんに大会の価値を下げないでもらいたいのよねぇ」

　衣装とメイクの差は、歴然。

　しかしこんな挑発で引き下がっては、ネビュリス王女の沽こ券けんに関わる。

「……上等よ。そう言われて逆に燃えてきたわ！」

　二人の少女へ、アリスはまっすぐ指を突きつけた。

「あなたたちの挑戦、受けて立ちます。この燐が！」

「なんで私が!?」

「王女のわたしが目立つわけにはいかないでしょ」

　燐の手を握りしめ、アリスは更衣室の扉を開けた。

「さあ燐、大会受付に急ぐわよ」

「アリス様、ちょ、ちょっと待って。走ると私の包帯がほどけますってば!?」
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　同時刻──

　バチルス市国の十二番街で。

「どう隊長？　かわいい？」

「音々ちゃんかわいい──っ！」

　猫耳としっぽ、それに肉球グローブをつけた猫娘に変身した音々と、それを見て大はしゃぎするミスミス隊長の姿があった。

「ああもう、その肉球グローブと猫耳がたまんないよ……！　音々ちゃん、にゃんって言って！」

「音々にゃん！　にゃーんちゃって」

「かわい───────っ！」

　音々に抱きつくミスミス隊長。

　本物の猫のように身体をクネクネと動かしてみせる音々が、なんとも愛らしい。

「隊長もかわいいよ。おっきな帽子が似合う似合う！」

「えへへ、音々ちゃんありがと！」

　ミスミス隊長は魔女っ子風の服だ。大きな帽子とローブが特徴で、小柄なミスミスにもよく似合う。

　──魔女は、本来なら蔑称。

　ネビュリス皇庁の星霊使いを化け物と呼ぶ帝国の蔑称だが、そんな魔女っ子が人気なのは、なんとも帝国の同盟国らしい皮肉である。

「音々ちゃん、あそこの写真館で一緒に記念写真とろ！」
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「いいにゃん！」

「……ノリノリだね二人とも」

　すっかり仮装祭カーニバルの雰囲気に浸っている音々とミスミス隊長。

　そんな二人の前へ、イスカとジンは男性更衣室から歩いてきた。

　よろよろと。

　着ている衣装のせいで視界が悪く、おまけに歩きにくい。

「隊長も音々も似合ってるなあ。どう、ジン？」

「ったく。俺らはこんな重装備なのに、気楽なもんだ」

　イスカの隣には狙撃手ジン。

　ただしどちらも、仮装道具のせいで本人の面影はゼロである。

「……ええと、どなた？」

「僕ですよ、イスカです」

　ミスミス隊長の前に立っているのは巨大な犬とうさぎの着ぐるみだ。

　イスカが犬で、ジンがうさぎ。

　どちらもこの仮装祭カーニバルのマスコットだが、着ぐるみが大きいせいでかなり凶悪な見た目をしている。

「僕ら二人とも仮装祭カーニバルのマスコットです。僕のが犬の『バウエル君』で、ジンがうさぎの『ラヴィちゃん』です」

「……どうして着ぐるみ？」

「僕は剣を持ってるしジンは狙撃銃で、武器を隠さなくちゃいけなくて。二人ともこんな着ぐるみしかなかったんですよ」

　魔女の見張りのため。

　帝国兵と見破られないよう、こうして武器を着ぐるみで隠しているというわけだ。

「ところで隊長と音々、武器は？」

「アタシと音々ちゃんも銃を持ってるよ。アタシはこのおっきな帽子の中に入れてて──」

「音々、この肉球グローブの中にゃん」

　なるほど。

　魔女っ子と猫娘という可か愛わいい姿でも、しっかり武装はしているらしい。

「ってか音々さ。いつまで『にゃん』付けるの？」

「今日は付けっぱなしにゃん」

「……まあ可愛いからいいけどさ」

　着替える前は「似合うかなぁ……」と尻込みしていた音々だが、今はすっかりノリノリだ。

「ねー隊長、音々たちもパレードに行く？　街を歩きながら警備にゃん？」

「そだね。じゃあ行くよ、イスカ君もジン君も」

「わっ？　ま、待ってください隊長。僕ら着ぐるみで走るの大変なんです！」

　仮装客でにぎわう道を歩く。

　そんなイスカと同じタイミングで、ちょうど同じ方向へ走ってくる少女がいた。

「わっ！」

「きゃっ？　ご、ごめんなさい！」

　軽くふれ合ってしまう。

「あ、あの……失礼しました！」

　小悪魔に仮装した少女だ。

　イスカに並ぶくらいの背丈で、淡く輝くような金髪が美しい──のだが、あいにくイスカは着ぐるみの中にいるので視界がとても狭い。

　おまけに今の激突で着ぐるみの顔が微妙にズレてしまい、ぶつかった少女の顔がよく見えない。

「アリス様、慌てすぎです！」

　小悪魔の少女の後ろから、ミイラ娘らしい包帯を巻いた少女が。

「だから走っては危ないと」

「し、仕方ないでしょ！　仮装大会の受付終了まであと十五分しかないのよ！」

　はて。

　少女たちの声にイスカは聞き覚えがある気もしたが、着ぐるみでは声が遮られて聞き取りにくい。

「と、とにかく犬の着ぐるみのあなた、失礼しましたわ！」

「────（大丈夫です！）」

　手振りで返事。

　イスカの着ぐるみは仮装祭カーニバルのマスコット『バウエル君』である。

　イメージを崩さぬため、中に入っているキャストは喋しゃべってはいけないという決まりがある。

「急ぐわよ燐。あなたが仮装大会で優勝するんだから」

「無茶ですってば!?　あと敵情視察のこと忘れてません!?」

　小悪魔とミイラ娘が、勢いよく走り去っていく。

　と。

　先の角から、前を走っていた音々がひょっこり顔を出した。

「イスカ兄早く早く。パレードすごい人だかりにゃん。魔女が紛れこんでるかもしれないし、怪しい人を見かけたらすぐ教えてにゃん」

「わかってるよ。そうそう近くにいると思えないけど」

　パレードに並んで歩きだす。

　すると前から、魔女っ子のミスミス隊長がやってきて。

「イスカ君、パレードが終わったら次は仮装大会で受付ね」

「仕事多っ!?　これじゃ普通にお祭りのキャストじゃないですか！」

「人手が足りないんだって。なにしろ、このバチルス市国の十二か所で一斉に仮装大会が開かれてるの」

「……はぁ」

「世界的に有名な行事だからね。特に、この十二番街の仮装大会はすごいって評判なんだよ。超かわいいコスプレイヤーの競演なの！」

　大きな黒帽子の下で、ミスミス隊長がきらきらと目を輝かせた。

「世界中からプロのモデルさんとかも出場するの。審査員も大物だし、入賞すればエリート街道まっしぐら！」

「へえ、そんなすごい大会が」

　そういえば。

　イスカとぶつかった少女たちが口にしていたのも、その十二番街の大会だろうか。

「仮装大会か。アリスが来てて出場すれば注目されそうだけど……さすがに来てないよなぁ」

　周りを見回す。

　実は胸騒ぎというか、アリスに似た気配を感じた気はするのだが。

「……まさかねぇ」

　氷禍の魔女アリスリーゼは、皇庁の姫である。

　まさか敵地ここにやってくるわけがないし、さらに言えば仮装大会に出るわけがあるまい。

「イスカ君。アタシたちもそろそろ仮装大会の受付のお手伝い」

「わかりました」

　ミスミス隊長に手招きされて、イスカはパレードの列を抜けだした。
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『さあ、長らくお待たせしました！』

『バチルス市国仮装グランプリ第37回！　世界中の王族、芸能界、芸術家たちも注目する本大会！』

『今年の栄光を摑つかむのは誰なのか！』

　十二番街広場──

　集まった観客は軽く数千人。

　さらにテレビ中継も加わって、仮装大会は早くも熱狂に包まれていた。

「これは驚きね……ここまで大規模なイベントだったなんて」

　舞台裏。

　出番を待つ候補者たちの控え室で、アリスは会場からの歓声に耳を傾けていた。

「これだけの盛り上がり。敵の同盟国とはいえ大したものね」

「あのぉアリス様。お話が……」

　感心しっぱなしのアリスとは対照的に、参加する側の燐は、なんとも居心地の悪そうな表情で。

「……弱気は承知ですが、やっぱり辞退してはいけませんか……私みたいな平凡な人間は、これほどの大会ではさすがに出るだけ無駄では……」

「確かに、これはわたしの想像を超えていたわね」

　まさしく美男美女の競演だ。

　王道の魔女っ子から、狼おおかみ男、ゾンビ、吸血鬼など姿は千差万別だが、どれも煌きらびやかで超本格的。

　まず衣装はどれも特注品で、メイクも本職の専属スタッフがついている。

「あ、あの……みんな私より背が高いですし、顔も整っていますし……その、アリス様ならば勝負になるとしても、私ごときでは……」

　王女にふさわしい気品と容姿を備えたアリスならば勝機はある。

　だが燐は従者だ。

　あくまで裏方に徹するのが本職で、こうしてスポットライトにあたることにも慣れていないし、居心地悪いという気持ちもわかる。

「そうね……悔しいけどあの吸血鬼とサキュバスの子の言うとおりだったわ。さすがに場違いね」

　ふぅと息を吐ついて、アリスは燐の肩に優しく手をかけた。

「燐、辞退なさい。あなたにはあなたの才能がある。お門違いの分野で戦う必要はないものね」

「アリス様っ！」

　じんと目を潤ませる燐。

　轟ゴウッ、と──

　広場の観客から激しい歓声が轟とどろいたのはその時だった。

「あら、始まるの？」

　舞台に上がる司会と審査員たち。

　司会がマイクを握りしめて。

『それではご紹介いたしましょう、今回のゲスト兼審査員長！　今回も例年どおり、いえ、歴代最高のゲストをお呼びすることができました！』

　司会の興奮した口ぶり。

　鳴りひびく拍手のなか、一人の老人が舞台に登場した。

『審査員長──帝国の宝、いいえ世界の至宝です。たった一人で世界の「美」を百年進めた神髄の芸術家ここにあり！　人間国宝ダイバン・ガ・ピンチ先生です！』

「よかろう！」

　登壇したのは、見事な髭ひげを生やした白髪の老人だ。

　プロレスラーのごとき筋骨隆々とした体格ぶり。眼光は鋭く、その佇たたずまいは武芸の達人じみた迫力がある。

「ワシが人間国宝ダイバンである！」

「まさか!?」

　その白髪の老人を見上げ、思わずアリスは声を上げていた。

　アリスだけではない。

　舞台にいた著名な審査員たちさえも驚きょう愕がくに目をみひらいていた。

「ダ、ダイバン先生だと!?」

「あの伝説の芸術家が……帝都の外に出てきたというのか！」

「ダイバン先生、わたし子供の頃からファンだったんです。握手を、どうか握手をお願いします！」

　映画界の重鎮が怖おじ気けづき、審査員の女優にいたっては涙を流して老人を出迎えている。

　──人間国宝ダイバン。

　帝国在住の「生ける伝説リビングレジェンド」。

　陶芸、書道、詩、彫刻、絵画、音楽、さらには美食に至るまであらゆる「美」を極めんとする総合芸術家──

　その名は世界中に轟き、世界各国に熱心なファンがいるという。

「ダイバン先生ですって!?」

　何を隠そうアリスもそう。

　むしろこの会場で、ダイバンの名を知らない唯一の例外が──

「……何です、あの厳いかつい老人」

「燐！　あなた先生を知らないの!?　あの方は世界の宝よ！」

　燐の肩をつかみ、アリスは眉をつり上げて叫んだ。

「わたしが帝国に攻めいって帝都を滅ぼそうとも、ダイバン先生の芸術工房アトリエだけは絶対に傷つけられないわ。ダイバン先生の作品を一つでも傷つけようものなら──」

「傷つけたら……？」

「ネビュリス皇庁が世界中から非難されるわ。世界全ての国々から宣戦布告されるのよ！」

　この老人にはネビュリス皇庁の王女さえも逆らえない。

　まさしく人間国宝なのである。

「そんなバカなっ!?」

「それがダイバン先生なのよ！」

　実際、舞台裏にいる他の候補者たちも興奮しきった表情だ。

「ちょ、ちょっとあのダイバン先生よ！」

「信じられない……私たち、優勝したら超有名人じゃない！」

　アリスに突っかかってきた吸血鬼、サキュバスの二人組も目を爛らん々らんと輝かせている。

「はぁ、すごい老人なのですね。でも出場辞退する私には関係ありません。行きましょうアリス様」

「燐、なにを言ってるの」

「……え？」

「ダイバン先生が来たのよ！　逃げられるものですか！」

　立ち去ろうとする従者の手を握りしめ、アリスは大きく頷うなずいた。

「出場なさい燐！　あなたならできるわ。優勝し、そしてわたしにダイバン先生と記念撮影させて！」

「話が違いますっ!?」

　仮装グランプリ、開幕。

　まずは審査員長の挨拶から。

『ダイバン先生、お願いします！』

「よかろう」

　人間国宝ダイバンが舞台の前へ。

「諸君、芸術とはなんだ！」

　観衆を指さし、吠ほえた。

「ワシは常に探求しておる。芸術とは、己の内なる宇宙との戦いよ！　闘争心と創造力とが互いに互いを高めあい、新たな宇宙を創りだす。わかるな？」

「は？　あの老人いったい何を──」

「燐、静かになさい」

「むぐっ!?」

　アリスが従者の口を塞ぐ間も、老人の挨拶は進んでいる。

「この大会もそう。自らが磨き上げてきた心と心の激突じゃ。ワシを唸うならせる新時代の芸術を披露し、新たな次元を創造するがいい！」

「あのお爺じいさん、早く病院につれていった方が良いいのでは……」

　燐の危険な呟つぶやき。

　一方で人間国宝ダイバンは、すでに達成感にあふれた表情だ。

「……ふぅ。いつの世も、若人との対話は心が昂たかぶる」

『ありがとうございました先生！』

　深々と会え釈しゃくする司会者。

　その後ろでは、聞き入った観衆から割れんばかりの拍手が轟いている。

「すばらしい……」

「さすがダイバン先生だ。あの一言だけで極上のコンサートのような多幸感に包まれてしまう」

「ああ、もう耳が幸せよ」

　三人の審査員たちも、早くも全員が満ちたりた表情である。

「絶対おかしいです!?　あの一言のどこに感動する要素が？」

「こら燐、ぶつくさ言ってないで準備なさい。もう始まるわよ」

　アリスと燐が見守る舞台裏。

　そこから候補者が一人一人、観衆の待つ舞台に上がっていく。

『では栄はえある一人目！　狼男のディートフリートさんどうぞ。隣国出身の舞台俳優。その甘いマスクと鍛えた肉体美で雑誌のモデルとしても大活躍中。この仮装グランプリでも優勝候補の一人が早くも登場です！』

　観衆から惜しみない拍手。

　特に若い女性の歓声は凄すさまじく、司会の声が隠れてしまうほどだ。

「これはすごい。アリス様。いきなり本物の俳優ですよ……！」

「ええ。観衆の反応もいいし高評価が出そうね」

　狼男のディートフリート。

　麗うるわしい目鼻立ちと狼男のホラーが、不釣り合いのようで絶妙な組み合わせだ。上半身裸で、鍛え抜かれた筋肉美もすさまじい。

「あの筋肉と毛皮のボディペイントが似合ってるわ。狼男の力強さを見事に表現してる。包帯を巻いただけのミイラ娘では厳しい戦いになりそうね」

「厳しいどころか無理ですってば!?　どこに太刀打ちできる要素があるんです!?」

「しっ。燐、審査が始まるわよ」

　ざわめく会場が静まった。

『まずは審査員三名による得点が発表されます！』

『劇作家ミヒャエル氏、作曲家ナスリボン氏、そして昨年の国際主演女優賞フラミーさんの三名です』

『それぞれが十点。計三十点満点での評価になります。ではどうぞ！』

　７点、６点、８点。

　合計21点。

　三人の審査員がスコアボードを掲げた瞬間、会場から大きな喝采が響きわたった。

『出ました21点！』

『辛口の審査員たちが平均７点を投入。昨年の優勝者が24点ですから、これは相当な高得点です！』

　舞台では、狼おおかみ男のディートフリート本人も満足げに頷いている。

　だが──

　真の審査はこの後だ。

　審査員三人の合計が15点以上だった者のみが、審査員長すなわちダイバンの審査に進むことができる。

「燐、よく聞いて。わたしが大急ぎで調べたところ、次の審査は得点制ではないらしいの」

「どういうことです？」

「『生きるか死ぬかデッドオアアライブ』。ダイバン先生の手元にある旗が掲げられれば合格で二次審査へ。そうでなかったらここで脱落よ」

「めちゃくちゃ過酷ですね……」

「ええ。だから緊張の一瞬なのよ」

　再び静寂。

『ではダイバン先生、審判をお願いします』

　特別席に座る老人。

　広場に集まった観衆が期待をこめて注目するなか、人間国宝ダイバンは腕組みして微動だにしなかった。

　旗を握ろうとさえしない。

『こ、これは……不合格です！　旗が揚がりませんでした。ダイバン先生の審査はやはり難関です！』

　この男に妥協はない。

　自分が納得いかなければお世辞でも他人の作品を褒めることはないし、自分の作品ならば容赦なく焼き払う。

　炎の芸術家アーティスト──

　そう呼ばれる老人のゆえんである。

『で、では次の候補者は……妖精のブリジットさん！　こちらも言わずと知れた若き天才女優です！』

　文句なしに可か愛わいらしい。

　アリスの目からも申し分ない美少女が妖精に仮装して、その姿はまさに童話から飛びだしてきた妖精そのものだ。

『では審査員三名の点数を。──おお出ました20点。これも一人目と同じく高評価です！』

　だが観客からの喝采は少ない。

　この場の全員が既に理解したのだ。真の試練はここからだと。

『で、ではダイバン先生』

「……違う」

　人間国宝ダイバンは、腕組みの姿勢を崩さなかった。

「この娘もワシの求める美ではない。出直してくるがいい」

『不合格です！　一人目同様、ダイバン先生の眼鏡にかなうことは敵かなわなかった！』

　アリスにもわからない。

　これ以上ない仮装に見えるが、なぜ芸術家ダイバンは渋い顔をしたままなのだろう。

『あ、あのダイバン先生。ちなみに今の子はどうして不合格に……』

「ワシを誰だと思っておる」

　ぎょろり、と。

　老人が司会を睨にらみつけた。

「遠き東方の華か国こくミェンの王女と比べれば、あの妖精の娘の『可か憐れんさ』など吹き飛ぶわ」

『あ、あの伝説の王女に会ったことがあるのですか!?』

「それだけではない。女の色香で勝負というならネビュリス皇庁の第一王女イリーティア。あの娘の美貌にかなう者はおらん」

『な、なんと……！』

「だが、そんな可愛らしさや色香＝イコール芸術ではあるまい？」

　老人の鋭い言葉が、会場に力強く響きわたった。

「ただ可愛い、ただ本格的。それでは人の目を引きつけることはできても、人の心を震わせることはできぬ。ワシが求めるのは、世界を震しん撼かんさせる新たな芸術の息い吹ぶきである！」

『し、失礼しました！　さすがはダイバン先生……！』

　老人の熱き論理に、舞台裏の候補者たちが表情を引きしめた。

　さすがは「生ける伝説リビングレジェンド」と称される大芸術家ダイバン。

　古今東西の美男美女を知りつくしているがゆえに、単なる「見た目」ではアピールにならないのだ。

「わかったか候補者たち。ワシの創作意欲を燃え上がらせる、新たな宇宙に挑むがいい！」

　審査が進んでいく。

　候補者の三人目が登場し、さらには四人目、五人目。

　いずれも端整な面立ちを美しいメイクで飾った美男美女ばかりだが。

「……違う、違うのじゃ！」

　老人の怒声。

「ワシの求める芸術とは程遠い！」

『ということは……』

「不合格じゃ」

『こ、これは大変な仮装グランプリになってきました！』

　司会も思わず息をのむ。

『百組の候補者の半分が終わり、二次審査に進んだのがゼロ。過去最難関のグランプリに間違いありません！』

　審査も後半戦へ。

　だが芸術家ダイバンは、いまだ一度として腕組みを崩そうとしない。

　とうとう九十九番目。

「アリス様！　あの二人の登場です、更衣室で突っかかってきた吸血鬼とサキュバスです！」

『おおっと。彼女たちは！』

　会場がわっと沸き立った。

　金髪の女吸血鬼と、黒髪のサキュバスの二人組。

『出ました！　我がバチルス市国が誇る若きカリスマモデル、ヒィエルンとカルデリア。この大会でも優勝最有力候補です！』

　女吸血鬼は恐ろしく、美しく。

　サキュバスは妖よう艶えんに。

　カリスマモデルと呼ばれるだけあって、彼女たちの佇たたずまいは見る者を惹ひきつける魅力にあふれている。

　男のみならず、女性の観客さえ見とれる美がそこにはあった。

『では審査員三名の得点です！　９点、９点、10点！』

　合計28点。今回の審査でも文句なしの最高得点だ。

『ダイバン先生いかがでしょう、彼女たちなら流石さすがに…………先生？』

　しんと静まる舞台。

　審査員長ダイバンは動かない。

　合格の旗を掲げようとしない姿に、司会者も審査員たちもこれには驚いたことだろう。

「ちょ、ちょっと待ってよ！」

「さっきから見てたけど、私たちもう限界よ！」

　サキュバスと吸血鬼二人が叫んだ。

　司会の手をふりきって、特別席に座る老人の目の前へ。

「爺じいさんあんたね！　ちょっと有名な芸術家だからって」

「お高くとまっちゃって。私たちみたいな若い才能に嫉妬してるだけなんじゃないの？」

「…………」

「ちょ、ちょっと、返事なさいよ！」

「貴様ら」

「うっ!?」

　ナイフのごとき鋭い眼光に射い貫ぬかれて、少女二人が後ずさった。

「舞台のどこを見ておったか」

「……え？」

「貴様ら二人は、舞台に上がってから観客に目もくれておらんかった。貴様らの目は常にワシしか見ておらんかった。そうだな？」

「〜〜〜〜〜っ!?」

「そ、それは……！」

　さながら聖なる呪文。

　ダイバンの指摘に、吸血鬼とサキュバスが浄化の光を浴びたかのようによろめいた。

「何のための仮装で、誰のための祭りか。そして何より、貴様らの応援にやってきた者たちへの感謝はどこへ置いてきた？」

　ダイバンの後ろには何千人という観衆が応援にやってきている。

　だが少女二人は壇上で、そんな彼らを見ていなかったのだ。

「この大会の真の主役はワシではない。広場に集まった何千人という観衆よ。この仮装祭カーニバルの情熱を、本質を、貴様らは見失っていたとは思わんか？」

「……うっ。あう……っ」

「……た、たしかに……」

　がっくりと少女二人が跪ひざまずいた。

「私たちこんな基本を……」

「今の立場に浮かれるあまり、感謝と情熱を忘れていたなんて」

「だが！」

　老人が立ち上がった。

　跪く少女たちの手を取って、力強く起き上がらせる。

「お主らには無限の可能性がある。精進せよ。立ち上がり、今こそ正しき芸術の道を歩むがいい」

「ごめんなさいダイバン先生！」

「私たちが間違ってました！」

　老人に抱きつく少女たち。

　まるで頑固な祖父と、それに仲直りする孫娘のような心温まる風景がそこにはあった。

「素晴らしい！」

「やっぱりダイバン先生ね……！」

「ああ、才能に溺れた彼女たちを鮮やかに更生させてみせた。最上級の劇ショーのような美しい終演だよ！」

　涙を流す審査員たち。

　会場からも惜しみない拍手。

　いい最終回エンディングだったね。そんなしっとりとした雰囲気で。

『感動です、感動しかありません！　合格者は出ませんでしたが第37回仮装グランプリは伝説として語り継がれることでしょう』

『では皆さま、また来年──』

「お待ちなさい！」

　アリスの一喝が、惚ほうけた会場の雰囲気を吹き飛ばした。

「まだ候補者が残ってるわ。わたしの従者の燐が！」

「やめてアリス様!?　せっかく忘れられて終わる雰囲気だったのに！」

「いいから、いきなさい！」

「ひゃああっ!?」

　アリスに背を押されて、燐が舞台に飛び上がった。

『おおっと失礼、まだ候補者が残っていました！　それではミイラ娘さん、自己紹介をどうぞ！』

「……ミ、ミイラ娘の燐です……」

　顔は真っ赤。

　かろうじて絞りだした声さえ、消え入りそうなほど小さい。

「な……なんで私みたいなのがこんな大舞台に……しかもこんな格好で。辱はずかしめを……」

　何千人という観衆の目に触れることが、燐にとっては初体験。それも肌に包帯を巻きつけただけの格好である。

「燐がんばって！　その苦しみを乗り越えた先に栄光があるわ！」

「そんな栄光イヤです!?」

　アリスの応援に、ますます顔を赤らめる恥ずかしがり屋の燐。

『では燐さん、アピールをどうぞ！』

「は、はい……」

　自己紹介の一分間。

　サキュバスであれば舞台で艶なまめかしいポーズをとったり、狼おおかみ男であれば猛たけ々だけしく吠ほえるのが主流である。

　ただし──

　そんな大胆な真ま似ねが燐にできるわけがない。幼い頃から護衛一筋、武芸者として鍛えてきた燐に、舞台映えする芸など持ち合わせはない。

　何ができる？

「わ、わたしにできる芸は……その、多少の演武なら」

『ほう？　変わった芸ですね。演武とは具体的に』

「で、では短刀を利用した型を……」

　しゅるりと、右手の包帯をめくって隠しナイフを取りだした。

　アリスの護衛である燐が、ミイラ娘の衣装でも肌身離さず持ち歩いている護身刀である。

　一瞬の早業──

　観衆の目にも留まらぬ速さでナイフを引きぬく。

『あれ。いつの間にナイフを？』

「で、では始めます。ああもう、こうなったらヤケクソです！」

　真っ赤な顔で叫ぶ。

　ナイフを携え、ミイラ娘がふわりと宙を舞った。

　俊敏はやい。

　バレリーナやダンサーのような魅せる跳躍ではなく、カモシカが岩場を飛び越える力強さだ。

『あ、あのこれは予想外な……』

　呆あっ気けにとられた司会の表情。

『す、凄すごいです。凄いんですけど……あの、ちょっとミイラ娘さん？　これは仮装大会ですよ？』

　燐の身体能力は伝わるだろう。

　しかし審査員が期待する華々しさは皆無である。

『あ、あのぉ』

「で、ですから私にはこんな芸しかできないんです！」

　空中で一回転。

　体操選手も顔負けの美しさで着地。そこまでは良かったが、一回転の反動を燐は見落としていた。

　いまの自分は服ではなく、包帯を巻きつけているだけなのだ。

「あ……」

　するっ、と。肌に巻いていた包帯がほどけていく。

　ほっそりした脇腹とおへそが露あらわになって、脇の下からうなじにかけても包帯が床に落ちていって──

「い、いやぁぁぁぁっ!?」

　ほとんど裸同然。

　胸もとを慌てて隠すも、艶めかしい肌が観衆からも丸見えだ。

「わ、私の貧相な身体からだなんて見たって誰も喜ばないのにぃぃ！」

『ハプニングです！　これは続行不可でしょう。残念ながら失格──』

「待てぇぇぇぇい！」

　特別席の怒号が、司会のアナウンスを吹き飛ばした。

「この娘、ただ者ではない！」

『……へ？　ダイバン先生？』

　ざわめく観衆と審査員たち。

　今まで不動だった伝説の芸術家が、立ち上がっていたのだ。

「ミイラ娘の姿をとくと見よ！」

　床に座って恥ずかしげにする燐に、観衆の目が集まった。

「包帯で肌を隠すのがミイラであるが、そのミイラ娘が自ら包帯を脱ぎ捨てるとはなんと斬新な。燐とやら、それが貴様の求めた美学か！」

「ただの事故ですが!?」

「これすなわち『羽化』。サナギを破って蝶ちょうが飛びたつ芸術的隠喩メタファーであり、ミイラ娘が包帯を捨てて新たな自己を模索する成長の物語ストーリーを表現しおった。そうじゃな！」

「……い、いやそんなつもりは……」

「実に見事！　計算されつくした芸である！」

「だから私の話を聞けぇぇぇ！」

　燐の訴えは無視された。

「さらに！」

　芸術家ダイバンが注目したのは、ほとんど裸同然の燐だ。

「包帯を脱ぎさった裸に注目せよ」

「だから見ないでぇぇぇ!?」

「あの肉体美、ただ者ではない！」

　人体の造形美に精通したダイバンは見抜いていた。

「一切の無駄がない。脂肪がない」

「胸が薄くて悪かったですね!?」

「ジムで鍛えた人為的なものではない。あの娘の肉体はさしずめ獅し子し。荒野を闊かっ歩ぽする獣のソレよ！」

　ダイバンの言うとおり。

　燐の肉体はもともと武芸者として鍛えたもの。

　モデルや俳優とは肉体の出来が違う。

「恐ろしい娘よ。包帯を脱ぎさった内側に、鋼のような肉体を備えておった。あれこそがミイラ娘の進化形、ワシの度肝を抜きにきおった！」

「……いや、もういいですそれで」

「間違いない、これこそワシの求めていた新時代の仮装よ！」

　人間国宝ダイバンが吠えた。

『ダイバン先生。それはつまり、このミイラ娘の燐さんが！』

「我が眼まなこに一点の曇りなし！」

　扇子を取りだす老人。

　ダイバン直筆「天晴あっぱれ」と書かれた扇子が、燐の頭上に掲げられた。

「文句なしに優勝である！」

　大歓声。

　広場の観衆と審査員が一人残らずスタンディングオベーション。

　そんな栄光の最中に。

「……納得いかない」

　肝心の燐だけが、不満そうな表情で独り言を呟つぶやいていた。
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　燐、優勝。

　最後はすべての参加者が集まって記念撮影。そして、ダイバンの隣にちゃっかり立っているアリスはもちろん上機嫌だった。

「燐、すばらしいわ！　あなたの活躍、わたしも誇らしいわよ！」

「ど、どうもアリス様。私としては釈然としないのですが……」

「胸をはるのよ燐、堂々と！」

　ちなみに記念撮影は、本大会のマスコットキャラである犬の『バウエル君』とうさぎの『ラヴィちゃん』も一緒である。

　どちらも大型の着ぐるみで、中に入っているのは男性だろう。

「おいイスカ、もっと右によれ」

「視界が悪くてさ。ジンの方が近づいてきてよ」

　こそこそ話しているが、アリスにはほとんど聞こえない。

「あーあ……優勝してしまったせいでマスコミのインタビューに時間を取られました。敵国の調査をする暇もありませんでしたし……」

「でもね燐？　わたしはあなたが活躍して満足よ」

　そう。文句なしの旅行だった。

　だけど本当に、本当にあと一つ贅ぜい沢たくをいうならば。

「イスカと会って仮装勝負ができたらもっと良かったけど、仕方ないわね」

「アリス様、いま何か？」

「いいえ何でもないわ」

　あの帝国剣士が来ていたら、どんな仮装をするのだろう。

　そんな思いをはせながら──

　アリスは後ろの着ぐるみと仲良く記念写真を撮ったのだった。
















　　　　１




　魔女の楽園。

　ここネビュリス皇庁では、「星せい霊れい」と呼ばれる神秘のエネルギーを宿した者たちが暮らしている。

　その王宮で──

「いいわ、筆が乗ってきたわよ！」

　絵筆を握りしめて、アリスは気合い十分に叫んだ。

　アリスリーゼ・ルゥ・ネビュリス９世。

　眩まぶしい金髪と愛らしい面立ちが印象的な王女だ。

　敵の帝国軍からは「氷ひょう禍かの魔女」と恐れられているのだが、普段のアリスはそんな異名などまるでそぐわない、愛らしく快活な少女である。

　そのアリスが──

「ふっ！　たぁ！」

　何とも情熱的に絵筆を振りまわしていた。

　絵の具を塗るというより、筆でキャンバスを殴りつける勢いで。

「先生、どうかしら！」

「ほう？　アリス王女、本日はいつにも増して筆に勢いがありますな」

　口くち髭ひげをなでながらやってきたのは、アリスの美術講師である宮廷画家だ。

　絵画の講義。

　これも王女にふさわしい教養を身につけるための一環である。

　……が。

　ピタリと。

　絵筆を振りまわすアリスの動きが、止まった。

「……おかしいわ」

　アリスが顔を上げる。

　その目の前には、絵のモデルとして観葉植物の鉢植えプランターがあった。

「先生、わからないことがあるの」

「どうしましたアリス王女」

「わたしの調子は万全よ。筆も勢いに乗ってるわ。何より宮廷画家の先生に指導してもらっている。絵を描くのに最高の条件が整ってるはず」

「ええそうですとも」

「でもわたしの絵は……」

　アリスの描いた絵。

　そこに植物は見当たらなかった。

　あるのは、鉢植えプランターから生まれた緑色のグロテスクな触手がぐねぐねと机を這はいずり回まわっているホラー映画級に恐ろしい光景である。

　……どうしてこうなった？

　アリスが描きたかったのは、燦さん々さんとさしこむ陽ひを浴びる観葉植物だったはずなのに。

「ほほう？　これはこれは！」

　そんなアリスの絵を、講師が、実に愉快そうに覗のぞきこんだ。

「アリス王女、また腕を上げましたな！　この斬新で独特な筆遣いタッチ、彩色。鉢植えプランターをこうも原形を留とどめず破壊的に表現されるとは……これはまさしく絵画の創造的破壊。凡人には真ま似ねできない表現ですぞ！」

「…………」

「おやアリス様？」

「……とても複雑な心境ね」

　美術講師から独創的だと褒めてもらえるのは嬉うれしいが、アリスとしては、もっと素直に「本物みたいな絵」を描きたかったのだ。

「ねえ先生。もっとこう……写実的な絵を描くつもりだったのよ」

「ふむ。アリス様の才能を活いかすにはこの独創性を伸ばす方がよろしいかと思いますが」

　こほん、と講師が咳せき払ばらい。

「よろしい。では私めから少々助言をしますと、こちらのグロテスクな触手について──」

「植物よ」

「おっと失敬。いいですかアリス様、写実的な絵画は『影』をしっかり意識するのです。たとえば……植物の影に使う色は、暗い緑に青を足すことで色を馴な染じませるのです。また日差しの当たっているここは黄色を混ぜて──」

　熱く語りだす美術講師。

　だが本当に？

　影をつけて色味を調整するだけで、本当にこの触手が観葉植物になるのだろうか。

　もっと根本的な──

　絵にとって大事な何かが、自分には欠けている気がするのだが……

「なかなか上手うまくいかないものね。あ、そうだわ。シスベルは？」

　妹の存在を思いだし、アリスはさっと振り向いた。

　この美術室には二人の生徒がいる。

　皇庁の第二王女であるアリス。そして第三王女のシスベルだ。

　妹のシスベルも絵の練習中。アリスとは違って、こちらはとても静かに、そして小まめな筆遣いが見て取れるが……

　はたして絵の方は？

　お手並み拝見といこう。

「シスベル、あなたの絵はどうかしら。進んでる？」

　なにげなく。

　ただちょっと覗いてみよう。

　そんな軽い気持ちで絵を覗きこんだ瞬間──

「これはっ!?」

　衝撃。

　妹の描いている絵を見て、アリスは目をみひらいた。

「シ、シスベル。この絵は……」

「ふぅ。なかなか上手くいかないものですわね。久しぶりの絵画なので腕が鈍なまったかも。あら？　どうしたのですかお姉さま？」

　妹が振り向いた。

　シスベル・ルゥ・ネビュリス。

　鮮やかなストロベリーブロンドの髪に愛らしい面立ち。幼さの残る身体からだつきもあいまって、お人形のような可か愛わいらしさの王女である。

　その妹が──

「ああ、わたくしの絵ですか。お恥ずかしい、久しぶりの絵ですっかり下手になってしまって」

「……上手すぎ」

「え？」

「あ、い、いやこっちの話よ！」

　妹のキャンバスを覗きこむ姿勢から、アリスは慌てて目を背けた。

　……な、何なのよ！

　……この子、上手すぎじゃない！

　植物の青いみずみずしさ、カーテンからの陽ひ射ざしの暖かさが淡いタッチで見事に表現されている。

　まさに王道的な絵画である。

　これと比べて──

　なぜ自分アリスの絵には、こんな毒々しい触手が描かれているのだろう。

「……ふ、ふぅん？　シスベルもなかなかやるじゃない。ま、まあまあね。先生の教えが活かされてるわ」

「そういうアリスお姉さまは？」

「え？」

　ぎくっ。

　妹の興きょう味み津しん々しんなまなざしに、アリスはビクッと後ずさった。

「わたくしの絵をご覧になったのですから、お姉さまのも見せてほしいですわ」

「え？　わ、わたしはまだ検討中というか。その……下絵というか」

「ちょっと拝見」

「だ、だめよシスベル！　まだ──」

　制止も間に合わず、シスベルがアリスのキャンバスを手に取った。

　じ───、っと。

　穴が空くほどアリスの絵を観察。

　そして。

「……くすっ」

「笑った!?　今わたしの絵を見て笑ったわねシスベル！」

「とんでもない。わたくし感動しただけですわ……ふふっ、くすっ」

　そう言いながら。

　シスベルは哀れみの微苦笑を隠そうともしていない。

「いやはや……すごい絵ですわ。この緑色の触手はなんでしょう。グロテスクで不気味で、それにちょっと卑ひ猥わいな感じ」

「卑猥ですって!?」

「もしやこれが観葉植物の葉っぱだとでも言うのでしょうか。こんなにも独創的な画力をお持ちだなんて羨ましいかぎりですわ」

「くぅぅぅぅぅっ!?」

　大誤算だ。

　まさか妹が、ここまで正統派絵画の腕前をもっていたなんて。

「あ、あのアリス王女、シスベル王女。お二人ともそれぞれ絵柄に個性があるのは良いいことで────」

「勝負よシスベル！」

　仲裁しようとした美術講師の言葉を遮って、アリスは妹を指さした。

「たった一枚の絵画でわたしの全てを見下した気でいるのなら、それは大きな誤りというものよ！」

「というと？」

「わたしはまだ本気を出してないわ。そしてあなたには、真の王女が備えるべき教養と品格を教えてあげる必要がありそうね」

「真の王女？　ふふん、そんな品格をアリスお姉さまがお持ちだと？」

　シスベルの余裕は崩れない。

　それどころか小柄な身体で思いきり胸を張ってみせて。

「アリスお姉さまは優れたものをお持ちです。戦場での星霊の強さはわたくしにはありませんし、その破廉恥なまでにご立派な胸も確かに羨ましくはありますが……」

「わたしの胸のどこが破廉恥よ!?」

「ですが！　こと王女の品格ならば、お姉さまがわたくしに勝てるものは何一つありません。真に品格を備えた王女は、このわたくし第三王女シスベルなのです！」

「……言ってくれるじゃない」

　自分のキャンバスを後ろに隠しつつ、アリスは妹を真っ向から見つめ返した。

　たしかに妹シスベルは可愛い。

　子猫のような愛くるしさに、どこか悪戯いたずらっぽい笑顔も魅力的である。

　だが。

　こうも姉に刃向かってくるのならば話は別だ。

「勝負よシスベル、王女と王女の誇りをかけて！」

「真の王女を決める品格対決ですわね。望むところですわ」

「姉より優れた妹など存在しないことを教えてあげるわ！」

「ふふん、ここにいますが？」

　火花を散らす姉妹。

　次女アリスと三女シスベルの、誇りをかけた対決が今まさに開戦しかけた矢先──

　トン。

　二人のいる美術室の扉が、軽やかにノックされた。

「アリス、シスベル、ここにいるのかしら？」

　涼やかな声とともに入ってきたのは、絶世の美貌というべき見み目め麗うるわしい美女だった。

　艶つやめく翡翠色エメラルドの髪に、アリス以上に豊満な胸が印象的な──

「イリーティアお姉さま!?」

「お姉さま、どうしてここに!?」

　アリスとシスベルの驚きの声が、重なった。

「二人とも久しぶりね。元気そうで何よりだわ」

　にこっと微ほほ笑えむ美女。

　イリーティア・ルゥ・ネビュリス。彼女こそが第一王女──つまりアリスとシスベルの姉にあたる三姉妹の長女である。

「お、お姉さま……！」

　三女シスベルがたじろいだ。

　次女のアリスにはあれほど強気だった姿から一転、気け圧おされた面持ちで。

「お姉さまは、海外に遊ゆう説ぜいへ出かけていたはずじゃ……」

「それが終わったから帰ってきたのよ。二人が美術室にいるって聞いたから、じゃあ会いに行きましょうって」

　微笑むイリーティア。

　さらに、二人の後ろにいる美術講師に目を向けて。

「まあ、宮廷画家のミケランダロ先生ではありませんか」

「わ、私の名前を!?」

「もちろん存じておりますわ」

「光栄でございます。イリーティア様、ますますお美しい……！」

「ふふ、恐縮ですわ」

　イリーティアの美貌に魅せられて、宮廷画家があっという間にデレデレに。

　そう、これが姉イリーティアだ。

　ネビュリス皇庁一とも噂うわさされる女神のごとき色香で、どんな男もたやすく陥落させてしまう。この魅力にはアリスやシスベルも敵かなわない。

「ところでアリス、シスベル？」

　イリーティアが再び振り向いた。

「あなたたち声を荒らげていたじゃない。……喧けん嘩かはダメよ？」

「喧嘩ではありません」

　間髪いれずに答えるシスベル。

「これはわたくしとアリスお姉さまの、互いの誇りをかけた決闘です。とても由ゆい緒しょ正しきものですわ」

「何をするの？」

「王女の品格対決です」

「……へえ」

　その瞬間。

　イリーティアの淑しとやかな笑みに妖しいものが混じった。

「面白そうじゃない」

「？　イリーティアお姉さま？」

「決めたわ」

　パン、と手を打ち鳴らして。

　長女イリーティアは満面の笑みでもって宣言した。

「私も参加しようかしら」

「はい!?」

「ちょ、ちょっとお姉さま!?」

　耳を疑ったのはアリスとシスベルだ。ちょっと待て。それはまずい。

　とんでもない強敵だ。

「お待ちをイリーティアお姉さま！　これはわたくしとアリスお姉さまだけの私的な対決で……その……」

「シスベル？　こういう楽しい行事はみんなで分かち合うものよ？」

　さらりと流すイリーティア。

「そうだわ。審査員に大臣を招いて、女王様や民衆にも観客をしてもらいましょう」

「で、ですからお姉さま!?」

「──シスベル」

　きらりと。

　イリーティアの目が、輝いた。

「あなた『真に品格を備えた王女は、このわたくしシスベルなのです』って。そう言ったわよね？」

「聞いてたんですかぁぁぁぁっっ!?」

　長女の尊厳プライドに火をつけた。

　眠れる獅し子しどころか眠れる竜を叩たたき起おこしてしまった。気づいた時には、もはや何もかもが遅すぎた。

「そ、それはアリスお姉さまが言ったから売り言葉に買い言葉で……」

「待ってシスベル!?　わたしのせいにする気!?」

「さ、楽しみに待ってるわね」

　大慌ての次女アリスと三女シスベルをよそに、長女イリーティアだけがうきうきと言葉を弾ませたのだった。

　かくして──

　ネビュリス皇庁、王女三姉妹による「第一回・真の王女決定戦」の開催が決定した。




　その決戦前夜。

　王女の誇りをかけた戦いに備え──

「作戦会議よ！」

　アリスは、燐リンを自分の部屋に呼び寄せていた。

「あの勝負が決まって以来、わたしもできるかぎり王女らしい品格を磨いてきたけど、それでも準備万端とは言えないわ……」

　皇庁の王女であるアリスは、女王の補佐官としての役目もある。

　つまり、とにかく忙しい。

　大事な会議に出席したり、諸外国の賓客ゲストへの挨拶にも出なければならない。

「時間は、限られていたわ……」

　わずかな時間を見つけては王女らしい教養や気品の習得に励んできた。

　が、それは残る二人も同じ。

　長女イリーティアと三女シスベルも、それぞれ「王女らしさ」を磨いているという情報がある。

「燐、正直に言ってちょうだい」

　従者の目をしかと見つめ、アリスは頷うなずいた。

「わたしの、明日の勝率はどれくらいかしら」

「……勝率ですか」

「ええ。お世辞はいらないわ。あなたの本心で言ってちょうだい」

「〇・〇二パーセント」

「本心にも程があるでしょ!?」

　バンッ、と机を叩いて立ち上がる。

「この決戦前夜よ。ご主人であるこのわたしが緊張してるんだから、そこはせめて四十とか五十パーセントって言うべきでしょう！」

「お世辞はいらないって言ったのアリス様じゃないですか」

「……そ、それはそうだけど」

　三姉妹で勝者を争う。

　単純な勝率ならば三分の一だから、アリスとしてもそれくらいの答えを期待していたのだが。

「ところで燐、その数字はどうやって計算したの？」

「相手がシスベル様なら勝率は四割。いえ、明日のお題次第では五分五分の勝負に持ちこめるでしょう」

「なら、どうして……」

「イリーティア様です」

　燐が断言。

「アリス様が立派な王女なのは間違いありません。ただ、あの方のあふれる美貌、そして滲にじみでる高貴な品格は、ネビュリス王家史上でも並び立つ者が想像できません」

「……くっ!?」

「あとは当日ですね。イリーティア様が偶然にお腹なかを壊して不参加になることを祈りましょう」

「どうしようもないじゃない!?」

「ええ。ですので〇・〇二パーセントくらいかなぁと」

「燐のばか！」

　これでは作戦会議も何もない。

　……いえ、違うわ。

　……本当はわかっていた事だわ。

　姉より優れた妹などいない。長女イリーティアはまさにその言葉を象徴する存在なのだ。

　この皇庁で誰より清せい楚そで美しく、教養も兼ね備えている。

　相手が悪すぎる。

　これが戦場なら皇庁の最強戦力とも目されるアリスの独擅場だが、明日の戦いはテーマ的にも分が悪すぎる。

「どうしようかしらね……」

　チリン、と。

　真夜中のアリスの部屋に、呼び鈴が響いたのはその時だった。

「……失礼しますわ」

「シスベル!?」

　入ってきたのが妹であったことに、アリスは我が目を疑った。

　明日は敵同士。

　それもこの夜ふけに部屋を訪れるなんて、いったい何があったのだろう。

「どうしたのシスベル」

「……アリスお姉さまに話があります」

　扉を閉める妹。

　アリスと燐の二人を見まわして。

「なるほど。察するに二人で作戦会議をしていたと。明日の決戦に備えて」

「っ！　そ、それは秘密よ！」

「隠す必要はないですわ。わたくしも、その件で話があるのです」

「……話ですって？」

「はい。単刀直入に申し上げます」

　ふぅ、と。

　シスベルが大きく深呼吸。そして。

「共闘しましょう」

「……え？」

「アリスお姉さまも本心では理解しているでしょう。明日の戦い、わたくしたちではイリーティアお姉さまに勝つことはできません」

「っ！」

「誤算でした。まさかお姉さまが予定より早く帰国するなんて……」

　シスベルが拳を握りしめる。

　敵の戦力を読み間違えた──まるで軍師さながらの表情で。

「悔しいですが、イリーティアお姉さまの美貌は世界随一。容姿端麗で頭もよくて気品と色気があり、まさに究極完全体パーフェクトお姉さまと呼んで差し支えありません。次女だれかさんとは大違いで」

「いま何か言ったかしら」

「気になさらず。とにかく、わたくしたちが各個挑んだところで到底敵かなわないことは確かでしょう？」

「……そうね」

　シスベルの問いに、アリスも渋々と頷いた。

「でも待ちなさいシスベル。明日は三姉妹わたしたちの三みつ巴どもえの戦いなのよ。その二人が勝手に組むなんてルール違反じゃ……」

「ご安心を。わたくしも三つ巴の戦いというルールを破る気はありません。まずはイリーティアお姉さまを倒す。それだけの話です」

　最初に強敵イリーティアを脱落させる。

　その後にあらためて二人の最終決戦に移ればいいのだ。

　最後に勝つのは、一人。

「もともとは二人わたくしたちの勝負。そこに勝手に割り込んできたのはイリーティアお姉さまです」

「……確かにそうね」

　迷ってる時間はない。

　もう決戦は明日に迫っているのだから。

「シスベル──」

　妹の名を呼んで。

　アリスは自らの右手を差しだした。

「二人で、あの無敵のお姉さまを倒しましょう！」

「ええ！」

　こうして。

　真夜中の密談の末に、次女と三女は固い握手を結んだのだった。
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　いざ当日──

　アリスとシスベルが会場のホールで見たものは、席に入りきらないほどの熱狂した観客たちだった。

『さあ役者が揃そろいました！』

　実況役はなんと防衛大臣。

　閣議では常にムスッと不機嫌そうな顔をしているのだが、本日は実にノリノリである。

『今こ宵よい集まったのは、我こそ真の王女だと主張する、いずれも劣らぬ可か憐れんな三姉妹。その彼女たちが誇りをかけて激突します！』

　うぉぉぉぉぉぉっっ！

　観客の盛大な拍手と雄お叫たけびでホールが揺れる。

「注目されてるわねー……」

「ふっ、まあ当然ですわ」

　観客からの「シスベル様！」コールに愛らしい笑顔で応えたシスベルは、まんざらでもなさそうな表情だ。

「わたくし人前に出るのはあまり得意ではないですが、ここまで期待してもらっているのなら話は別。わたくしの王女パワーを存分に見せつけて差し上げますわ」

「王女パワー？」

「はい。王女の品格を数値化したものです。事前調査ではアリスお姉さまを九点とすると、わたくしが二百点」

「どうみても不平等ね!?」

「いいえ。刮かつ目もくすべきはイリーティアお姉さまの点数です。なんと…………あら？」

　シスベルがきょとんと瞬まばたき。

　そういえば姉はどこだ？

　とっくに会場にいなくてはいけない時間のはずなのに。

「おかしいわ。イリーティアお姉さまはどこかしら」

「っ、あそこですアリスお姉さま！」

　シスベルが指さす観客席。

　一ひと際きわ大きな人集ひとだかり。その中心に、バスケットにいれた山盛りのクッキーを配ってまわる長女イリーティアがいるではないか。

「おはようございます皆さま。こちら私の手作りクッキーですわ。ささ、どうぞ一つご賞味あれ」

「な、なんですって!?」

　アリスも思わずほぞを噬かむ。

　しまった。

　おそらく自分たちよりずっと前に姉は会場に到着し、そして観客にクッキーを配っていたのだろう。

　しかもご丁寧に、クッキーの表面にはチョコで「イリーティア」と名前入りである。

　こんなもの渡されたら好感度上昇も間違いなし。

「……まずいわシスベル。あんなことされたら会場中がイリーティアお姉さまの味方になるに決まってる！」

「くぅっ！　そう来ましたか！」

　シスベルも悔しげに歯は嚙がみ。

　戦いは既に始まっていたのだ。

「イリーティアお姉さま、卑劣な手はそこまでですわ！」

「あらアリス、シスベル、おはよう」

　余よ裕ゆう綽しゃく々しゃくで振りかえる長女。

　見るからに爽やかな笑顔だが、これもすべては観客を意識した振る舞いに違いない。

「……決戦の時ですわ」

　シスベルが、姉を見上げて。

「お覚悟！　今日こそお姉さまの牙が城じょうを崩してみせます！」

「あらシスベルってば強気ねぇ。でも私も、今日の対決はそこそこ自信があるのよ。ねえ実況の防衛大臣？」

『その通り！』

　再びマイクを握る防衛大臣。

『本日の「第一回・真の王女決定戦」は全三番勝負。つまり三つの分野で、王女にふさわしき品格の格付けを行います！　そして観客の勝利者予想では、イリーティア王女が早くも圧倒的人気なのです！』

「……ということらしいわよ？」

　ふふっ、とシスベルに向けて大人の笑みを浮かべる長女イリーティア。

「私、あなたがアリスと二人がかりでかかってきてもいいくらいと思ってたほどよ」

「────」

「だって私は長女だもの。それくらいのハンデはあげようかなって」

「……ふっ。図に乗りましたわね！」

　シスベルが指を突きつけた。
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「その言葉を待っていたのです。ならばイリーティアお姉さまの提案どおり、わたくしとアリスお姉さまはタッグを組ませて頂きます！」

『な、なんと!?』

　おおおっと観客席が沸き返る。

『とんでもない事態です。まさかこの土ど壇たん場ばで、王女二人の公式タッグが成立しました!?』

「軽んじた挑発が身を滅ぼすのです。王女たるもの、まさか二言はありませんよね？」

「ええもちろんよ」

　にこりと応じるイリーティア。

　妹二人が組むことで自らが孤立したこの状況さえ、むしろ楽しんでいるようにだ。

「その余裕を打ち崩してあげますわ。これは下げ剋こく上じょうです」

　シスベルが、長女を指さして。

「この戦いはもはや三つ巴ではない。すなわち『究極完全体パーフェクトお姉さまvs 不出来な次女と可憐な三女』の構図ですわ！」

「不出来な次女って誰かしらね!?」

　やっぱり姉イリーティアに味方しようかな。

　そんな事をアリスが考えているうちに、ラッパの音が響きわたった。

『試合開始！』

　司会者が高らかに宣言。

『王女品格三番勝負──、第一番！　我が国の王女にふさわしき「教養」で戦って頂きましょう！』

「教養！　いいわ、これは予想どおりじゃない」

　お題がモニターに映しだされたのを見て、アリスは力強く頷うなずいた。

　王女の品格とは？

　まず真っ先に求められる要素こそが聡そう明めいさである。国政を担になう者として、この「教養」は必須といえる。

　……だから読めてたわ。

　……これは燐と特訓ずみよ！

　毎晩寝る前に、燐とともに歴史書や哲学書を入念に読みこんできたアリスである。

　知識の詰めこみも万全だ。

『このお題はクイズ形式です。今から我が国に関わる教養問題を出します。答えのわかった王女様はボタンを押してください』

「シスベル。自信は？」

「ふふん？　誰にものを言ってるのですかアリスお姉さま」

　シスベルが拳を握りしめる。

　そう。このお題が発表された瞬間、誰よりもニヤリと自信ありげだったのがこの三女である。

「日頃から部屋に引きこもり、読書に半生を費やしてきたわたくしの知識量、披露してあげましょう！」

「クイズ形式ねぇ。困ったわぁ……」

　一方で。

　お題を見た途端、「はぁ」と溜ため息いきをついたのが長女イリーティアだ。

「テストのような筆記形式が良かったわ。私ってばどんくさいし、ボタンをちゃんと押せるかしら……」

　演技ではない。

　この姉の表情は、本気で困っている反応だ。

「シスベルいけるわよ！」

「ええ、足を引っ張らないでくださいねアリスお姉さま！」

　長女イリーティアVS次女アリス＆三女シスベル。

　大勢の観客が見守るなか、司会役の防衛大臣がクイズを読み上げる。

『第一問』

『我が皇庁くにの産業分野から問題です。イベントや装飾に欠かせない、皇庁くにを代表する宝石といえば──』

　ピンポーン。

　ボタンを押したシスベルが前のめり気味な体勢で。

「はい！　我が皇庁くにを象徴する宝石、それは蒼玉ブルーサファイアですわ」

『不正解っ！』

「……え!?」

『問題は、皇庁くにを代表する宝石といえば蒼玉ブルーサファイアですが、それが最も多く採れる州は？──でした』

「しまった！」

　シスベルの顔が真っ青に。

「気持ちがこもるあまり、問題を全部聞かずに答えたのが仇あだに……！」

「なにやってんのよシスベル!?」

　だが気持ちはわかる。

　一秒でも早くボタンを押したいのはクイズ参加者の心理である。

『不正解につきシスベル王女は十秒間、回答権を失います』

「アリスお姉さま！」

　隣席のシスベルが吼ほえた。

「早く！　イリーティアお姉さまより先にボタンを押すのです！」

「わ、わかってるわよ！」

　ピンポーン。

　ピンポーン。

『おっと同時!?　い、いえわずかにアリス王女が早かったか!?』

「あら残念」

　イリーティアが残念そうにするが、アリスからすれば九死に一生だ。

『アリス王女、答えをどうぞ！』

「こ、答えは第四州のヘッセンよ」

『────』

「あ、あら？」

　しーんと静まりかえる場内。

　もしや間違えた？

　そういえば第六州だった気もする。アリスの頰を冷たい汗が滴したたり落おちていく中で。

『正ッ解ッ！』

　おおおおおおおっっ！

　観客の割れんばかりの拍手がアリスに寄せられた。

「や、やった!?　わたしが正解したのね！」

「素晴らしいですわ！」

　三女もこれにはガッツポーズ。

「まるで役に立ちそうにもないと半分諦めていたアリスお姉さまが、まさか役に立つなんて！」

「……何か言ったかしら」

「さあこの調子ですわお姉さま。続けて次も頂きましょう！」

　クイズは三問。

　一問目はこちらが取った。

　あと一つ取れば教養部門はこちらが制することになる。

『では第二問。ただし今のは準備運動。次からは難易度が跳ね上がりますよ。覚悟はいいですね！』

「ええ」

「わたくし自信ありますわ！」

「そうねぇ……ボタンをちゃんと押せるかしら」

　そんな三姉妹に向かって、司会役が再びマイクを握って。

『クイズ第二問！　我が皇庁くにのイベントから出題です。今年、第八州リースバーテンで行われた『走れ、にゃんこ大レース』で優勝した子猫の名前は何でしょう！』

「無茶よ!?」

「いったいどんだけマニアックな無理難題ですか！」

　ピンポーン。

　抗議する二人の姉妹の横で、ボタンが押された音がした。

「……ああよかった。やっと押せたわ。また先を越されたらどうしましょうって思ってたけど」

　ふぅ、と。

　イリーティアが大げさに額を拭ってみせて。

「今年の優勝は、サバンナシャム猫のヤマダーちゃんね」

『正解！　さすが第一王女、我が皇庁くにのあらゆるイベントにも精通しております！』

　おぉぉぉぉっ！

　先ほどのアリスのときと同様、いやそれ以上に大きな拍手が観客から巻き起こる。

「シスベル！　あなた自信あるんじゃなかったの!?」

「ア、アリスお姉さまこそ！」

　アリスとシスベルの両者にうかぶ、焦あせりの感情。

　並ばれた。

「いいことシスベル、次の問題だけは必ず取るわよ！」

「もちろん死守しますわ！」

　姉妹は察した。

　やはりイリーティアは恐ろしく手て強ごわい。自信のある教養さえ、二人足してもその知識量に及ばないかもしれないと。

「勝利するには……」

「先にボタンを押すこと！」

　知識で上回れないなら速度で勝つ。

　こちらは二人だ。

　どちらかがイリーティアよりも先にボタンを押して回答権を得る。

『では最後の問題。我が皇庁くにでもっとも長い名前の大臣──』

　ピンポーン。

　押したのはアリスでもシスベルでもない。

「え？」

「……ま、まさか!?」

　次女アリスと三女シスベルそして観客の目が一斉にイリーティアに注がれた。

　まだ問題が終わってないのにボタンを押した？

『お、おおっとイリーティア王女がボタンを押しました。ですが問題はまだ途中です。大丈夫なのか、自信があるのか第一王女！』

「そうねぇ」

　頰に手をあてて、イリーティアが何かを考えるように視線を宙へ。

　そして。

「もっとも長い名前の大臣はディエゴ・ホセ・フランシスコ・デ・パウラ・ファン・ネポムセーノ・マリア・デ・ロス・レメディオス・クリスピン……と言いたいところだけど」

　くすっ。

　小悪魔のような悪戯いたずらっぽい笑みで、イリーティアが言葉を継いだ。

「私の考えでは、『もっとも長い名前の大臣が愛した詩集は？』──が問題かしら。だから答えは『愛し愛せよ日差しの乙女』ね」

『正解！　すばらしい！』

　大喝采。

　これには観客も一斉に立ち上がってスタンディングオベーションだ。

　その一方で。

「ありえないわ!?」

「イカサマですわ！　どんなに頭のいいイリーティアお姉さまだって、今の問題が読み終わる前にわかるわけありませんわ！」

　アリスとシスベルは、必死の抵抗を続けていた。

「正々堂々やり直しを求め──」

「いいえ二人とも」

　イリーティアが振り向いた。

「私ね、今のはクイズが読まれた瞬間に答えがわかっていたの」

　淑しとやかな仕草で、イリーティアが、ホールの壁かべ際ぎわを指さした。

「ディエゴ（以下略）大臣の愛読書はほら、そこにあるのよ」

「……え？」

「……そこって？」

　壁を見上げて、アリスとシスベルは同時に息を吞のんだ。

　城のホールに飾られた肖像画。

　歴代王家に貢献してきた大臣たちの肖像画だが、そこには確かに、一冊の詩集を脇に抱えた男の姿があったのだ。

「そんな!?」

「ま、まさか！」

　答えは最初から会場内にあった。

　完全な盲点だ。

「いいこと二人とも。いまのクイズは一見無茶なようだけど──」

　イリーティアが両手を広げた。

　観客席を見渡して。

「この城を愛し、この城の中を日頃から散策していれば、あの肖像画も自然と目に留まるでしょう？　だから問題も先読みできるというわけ」

「……うっ!?」

「……で、ですが……」

「そして二番目のクイズもね」

　たじろぐアリスとシスベルに、さらに長女が言葉を続けて。

「あなたたちは猫のヤマダーちゃんの名前を知らなかったけど、実はその猫、大会に優勝した記念にこの城に招かれたことがあったのよ」

「え？」

「……そ、そうなのですか？」

「ええ。女王様とも記念撮影をしたと、当時の新聞に掲載されていたわ」

　妹二人は知らなかった。

　だが長女イリーティアだけは報道をしっかりとチェックし、そして覚えていたのだ。

「王女に必要な教養は、本から得られる知識だけではないの。この皇庁くにの移り変わりを常に興味深く観察しないとね。参考になったかしら？」

　そして可か愛わいくウィンク。

　理路整然とした美しい口上だけでなく、余裕の証あかしとして観客へのアピールも忘れない。

　──これぞ王女の品格。

　まるでつけこむ隙がない。まさしくパーフェクトである。

「……や、やはり強い」

　シスベルが身震い。

「この勝負、アリスお姉さまごときと組んでは勝てないかも……！」

「一問目で思いきり不正解だったのは誰だったかしらね!?」

　諦めるのはまだ早い。

　早くも王女の品格を見せつけられはしたが、ここで白旗を揚げるようでは王女失格というものだ。

「く……防衛大臣！」

『今は司会ですぞ』

「じゃ、じゃあ司会者さん。次のお題を出してちょうだい！」

『おおっとアリスリーゼ王女、早くも雪辱に燃えている！　いやあ良いいですね。麗うるわしき王女たちの競演！』

「そういうのいいから！」

『王女品格三番勝負──次のお題は、芸術です』

　来た！

　やはり来た！

「……これを待ってたわ！」

　アリスは力強く拳を握った。

　これも想定済み。

　元はといえば自分とシスベルが張り合った原因が絵の上手うまさだった以上、このお題も絶対に入ってくると予想はできていた。

「シスベル、あなたと直接対決ができないのが残念ね」

「ふぅん？　アリスお姉さま。その自信満々な様子だと、だいぶ修練を積んできたようですわね」

「当然よ」

　あの日以来、アリスは一日一枚のデッサンを欠かしたことがない。

　確実に画力はついている！

　唯一の懸け念ねんは、長女イリーティアも絵が上手いことだが……

「自信を持つのよわたし。今日まで血が滲にじむ思いで練習を──」

『では三名の王女様、エプロンをつけてください』

「……エプロン？」

『お題の芸術。今回は美食ガストロノミーで勝負していただきます！』

「料理ですって!?」

『はい。美食ガストロノミーも近現代で立派な芸術とされています』

　まずい。

　シスベルの方を見れば、やはり妹も顔を青ざめさせている。

「お姉さま、ちなみに料理の腕前は」

「……全然よ」

　王女は料理をしない。そもそも王宮お抱えのシェフがいるからだ。アリスも精々、リンゴの皮剝むきができる程度である。

　ならば姉は？

　……さっき配ってたクッキー。

　……あれは手作りだったはずよ。

　料理に自信がある証拠だ。

　これはかなり厳しい戦いになる。

『さあ、王宮の厨ちゅう房ぼうから様々な食材が到着しましたよ！』

　運びこまれる食材たち。

　皇庁で採れた海の幸、山の幸がこれでもかとトレイに載せられてくる。

『テーマは「王女にふさわしい一品」です。制限時間タイムリミットは一時間、はいスタート！』

「早すぎよ!?」

「レシピを考える時間すらないではありませんか!?」

　慌ててエプロンを羽織ったはいいが、何を作ればいいかわからない。

　そんな中。

「そうね。アレを作ろうかしら」

　いかにも思わせぶりな台詞せりふを残し、颯さっ爽そうと食材に向かうイリーティア。

　手にしたのは、卵。

「アリスお姉さま！　ならばわたくしたちも卵で勝負すべきですわ」

「いい発想アイディアよシスベル！　あなた卵の料理に詳しいのね！」

「…………」

「ただ張り合っただけじゃない!?」

　アリスの手元には卵が二つ。

　さてこれで何を作ろうか……と迷うほどの選択肢さえ浮かばない。

　ゆで卵、目玉焼き。

　アリスがかろうじてシェフから教えてもらったのがその二つだ。

「あ。でもプリンなら燐と一緒に作ったことがあるわ。ねえシスベル、あなたは──」

「ひぃやぁぁぁっ!?」

　両手一杯に卵を抱えたシスベルが、なんとも残念な悲鳴を上げて転んだのはその時だった。

「いやぁぁぁっ!?　卵が割れて、わ、わたくしの頭がベトベトに!?」

「…………」

「アリスお姉さま、じーっと見てないで助けてください。同盟を組んだからには協力ですわ。１＋１＝２にする。それが結束の力！」

「あなた足を引っ張ってるだけでしょ、１‐１で０じゃない!?」

　キッチンの床を大掃除。

　そうこうしている間にも制限時間タイムリミットは近づいてくるばかり。

　あと四十分。

　長女イリーティアは、鼻歌まじりに優雅に調理を進めている。

「むぅ……しかし卵の殻はつるつる滑る上に硬いのですね。なかなか包丁で切れませんわ」

　卵の殻を包丁でつつくシスベル。

「シスベル、何をしてるのかしら」

「何って、卵の殻を剝こうとしてるのです。包丁で」

「包丁はいらないわよ。ほらこうして卵の殻を、テーブルの平らなところにぶつけて……」

「ええっ！」

　シスベルが目を丸くした。

「まさか、そんな画期的手法が!?」

「……シスベル、さては料理したことないわね」

「ふっ。何を仰おっしゃるかと思えば」

　ふわり、と艶つややかなストロベリーブロンドの髪をなびかせて。

「こう見えてわたくし、味には人一倍うるさいのですよ」

「食べる専門じゃない!?　って、ああもう時間がないわ！」

　自分たちの手元には生卵。

　つまり一切料理が進んでいない。

「シスベル、わたしが卵を割ってかき混ぜるから、あなたはそれを電子レンジで温めてちょうだい！」

「レンジの使い方がわかりませんわ！」

「ほんとダメ王女ね!?」

　自分アリスも決して料理は得意ではないが、電子レンジも使えない超ちょう弩ど級きゅうのド素人しろうとというのは初めて見た。

　まさに究極の箱入り娘である。

『さあ、あと十分』

「まずい……まずいわ!?」

　時間は残酷に過ぎていく。

　アリスの奮闘もむなしく──

『そこまで！』

　司会の声が響きわたった。

『結果発表です。イリーティア王女は「黄金に輝く卵とチーズのミルフィーユケーキ」、これには会場の女子も大絶賛です！　そしてアリス＆シスベル王女は…………』

　会場がしんと静まりかえる。

　アリス＆シスベルの机に置かれている品は、殻さえ剝いていない──

「……ゆで卵よ」

　むしろ頑張った。

　シスベルのせいで急きゅう遽きょレシピ変更。

　残り時間内にアリスが作れるものはコレしかなかったのだ。

「……ふぅ」

　シスベルがそっと溜ため息いき。

「アリスお姉さま、もう少し役に立つと思ったのですが」

「それはわたしの台詞よ!?」

　健闘はした。

　だが勝敗は決してしまった。

　王女品格三番勝負のうち教養（クイズ）と芸術（美食ガストロノミー）。この二つを先取されたことで、戦いは長女イリーティアが勝利──

『さあ最後の大勝負です』

「え？」

　盛り上がる観客。

　司会役の一声に、アリスとシスベルは顔を見合わせた。

　自分たちは負けたのでは？

『この三番勝負では、後半の勝負ほどポイントの高い傾斜配点です。「教養」は１点、「芸術」は２点、そして最後の点数はなんと──』

「３点ね！」

『10点です』

「今までの戦いは何だったのよ!?」

　だが命拾いした。

　いや、むしろ最大の逆転劇を演出できるのは自分たちでは？

「アリスお姉さま、これはひょっとして逆転のチャンスでは？」

「そうよシスベル。三番目のお題こそがわたしたちの運命を決するわ。さあ司会者、最後の題目は！」

『「優美さ」です！』

　運びこまれる衣装ロッカー。

　そこには皇庁の名門ブランドによる豪華ドレスがずらり。

『誰が一番美しく着飾ることができるのか。ファッション力、美的センス。いわば「外見の気品」の総合力で勝負して頂きます！』

「……外見」

「……ファッション」

『あれ？　どうしたのですアリス王女、シスベル王女？』

　どんよりと。

「……はぁ」

　重くるしい溜息をついて、アリスは妹に向けて頷うなずいた。

「……帰りましょっかシスベル」

「……そうですわねお姉さま」

『二人とも何が!?　まるで戦意喪失のご様子で──』

　その時。

　着替え用の試フィッ着ティング室ルームから、軽やかな声が響きわたった。

「はい。私、着替え終わりましたわ。皆さまいかがでしょう？」

　豊かな翡翠色エメラルドの髪をなびかせて、現れたのは着飾ったイリーティア。

　そんな彼女を一目見て。

『……あ、なるほど』

　その場の誰もが理解した。

　あ、これは無理。

「ふふっ。初めて着るドレスだから、ちょっと胸が苦しいのですが、とても可か愛わいい服があったわ」

　しっとりと微ほほ笑えむイリーティアは、太ももに大胆なスリットの入った深紅のドレス姿である。慈愛と高貴のまなざしに、ウェーブがかかった翡翠色エメラルドの豊かな髪がなんと魅力的なことだろう。

　匂い立つような大人の色香と気品をたたえた傾国の美貌──

　観客がしんと静まりかえる。

　あまりの色気に見とれてしまい、言葉が出ないのだ。

「……ほらやっぱり」

「……こうなると思いましたわ」

　次女アリスと三女シスベルが絶対に勝てないもの。

　それがこの「色香」である。

　もちろん二人も皇庁きっての美少女ではあるのだが、イリーティアの美貌は空想世界の女神級である。

「……イリーティアお姉さまが本気で着飾ったら、この場の観客などみんな心奪われてしまいますし」

「……勝負するお題が悪かったわ」

　そっと会場を後にする。

　アリスたち二人がいなくなったことさえ誰一人気づかずに──

「みんな声援ありがとう。アンコールに応えて、私、次の服に着替えちゃおうかしら？」

　長女イリーティアの単独ファッションショーが始まって。

「あーあ。アリスお姉さまがもう少し頼りになれば……」

「それはわたしの台詞せりふでしょ!?」

　姉妹の口くち喧げん嘩かが、ひっそりと廊下にこだましたのだった。
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　その夜──

「納得いかないわ！」

　従者・燐との反省会にて、アリスは開口一番そう言ったのだった。

「最後のなんて、あんなのお題が悪いわよ。お姉さまのあの色気に誰が勝てるっていうの！」

「従者としてお答えすると、アリス様も国を代表する美少女ですよ」

　要するに相手が悪かった。

　覚悟していたが、やはり長女イリーティアの壁はあまりに高かった。

「アリス様があの大人っぽさを身につけるまで、あと三年は必要ですね」

「……うぅ。挑んだ時期が早かったわ。さすがお姉さま」

「健闘しましたよ」

「……本当？」

「ええ。予想勝率〇・〇二パーセントの割には」

「燐のばか！」

　テーブルに突っ伏す。とはいえ教養や芸術で負けたことは言い訳できない。あれは姉が日頃から努力してきた賜たまものだからだ。

「……はぁ。せめて最後が乙女の決闘だったらよかったのに。星霊術ありの戦場ルールで」

「それならアリス様の圧勝でしたね。気品は関係ないですけど」

「一言多いわよ！」

　このままふて寝してしまおうか。そんなアリスの対面に燐が座って。

「あ。でもアリス様に一つ朗報が」

「……何よ？」

「あのイベントがとても観客に好評だったそうです」

「どうせイリーティアお姉さまの活躍が、でしょ？」

「いえ三姉妹みんなです」

「？」

「あんなに仲が良かったんだ……と、我が国の民衆はすごく喜んでました」

　王女三姉妹。

　いつも多忙でバラバラで。

　長女にいたっては国外巡りのせいでほとんど城にいない。

　……そういえば。

　……あんなに話したの久しぶりね。

　そう思えば。

　このイベントも悪い気がしない。

「そう、そういうことよ！」

　がばっ、と。

　突っ伏していた机からアリスは勢いよく起き上がった。

「民を喜ばすことこそ王女の使命！　そのためならば、わたしは喜んで泥をかぶってみせるわ！」

「そんなアリス様に再び朗報です」

　待ってました。

　いかにもそんな雰囲気で、燐が目を輝かせて。

「このイベントが大好評につき定例化します。第２回は来月開催です」

「わたし抜きで決まったの!?」

「女王様のご意向です」

「お母様がっ!?」

「はい。ですが、このままだとアリス様に勝ち目がなく、せめていい勝負になるよう猛勉強なさいとご命令が」

「勉強はいやぁぁぁぁっっ!?」

　もうこりごりだ。

　教本を積み上げる燐を前に、アリスは悲鳴を上げたのだった。
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　帝都──

　ここ機械仕じ掛かけの理想郷「帝国」の中枢だ。ネビュリス皇庁と覇を競う帝国軍の、その基地が置かれた地でもある。




　そんな帝都に、冬が訪れた。




「……もうすっかり年の瀬だよねぇ」

　帝国軍、第三基地。

　会議室のテーブルに突っ伏して、ミスミス隊長はまったりとくつろいでいた。

「外は冷たい北風が吹いてるし、デパートは年末セールで大盛況。まさに冬の景観って感じだよねぇ。あとは新年を迎えるだけだよ」

「ミスミス、早くも気が抜けてるわね？」

　会議室の窓まど際ぎわで。

　帝国兵たちの寒稽古を眺めていた璃リ洒シャが、苦笑気味に振り返った。

「冬休みまであと二日も残ってるのよ」

「冬休みまであと二日なんだよ！」

　二人の言葉遣いこそほぼ同じだが、その言葉の含みは正反対だ。

　いかにも帝国軍の幹部らしい璃洒に対して、ミスミスはというと、既に冬休みの計画で頭がいっぱいである。

「ああ……冬のボーナスも入ったし。あとは冬休みを満喫するだけだよね」

「すっかり冬休み気分じゃない」

　璃洒がやれやれと溜ため息いき。

「ウチはまだまだ仕事残ってるし、そんな気分になれないのよね。ちなみにミスミスは？　年末に何して過ごす？」

「アタシの予定は完璧だよ！」

　よくぞ聞いてくれました。

　満面の笑みでそう返事して、ミスミスは勢いよく起き上がった。

「まずテレビを見るの！　今年一年録とり溜ためてたやつね。こたつに入ってそれを見ながら、年越し焼き肉を──」

「だめよ！」

「え？」

「ミスミス、そんな怠慢が帝国軍人に許されると思う!?」

　璃洒の一喝は突然だった。

　ぽかんとするミスミスの目の前まで勢いよく詰め寄って。

「冬休みは新年を迎えるお休みでしょ。ならば冬休みこそ、来年に向けて自分を磨く時ではなくて！」

「……で、でも璃洒ちゃん？　司令官も、冬休みは心身を休めなさいって……」

「あれはウソよ」

「あれがウソっ!?」

「この冬の過ごし方次第で、来年一年の出来が決まるといっても過言じゃないわ。心身を休めてる場合じゃないの！」

　璃洒が、ミスミスの両肩をがっしりと摑つかまえて。

「人はいつだって、誰かのために動くことができるわ。たとえば……ニューイヤーレターを配る人。彼らは年末年始も休まず働いてるじゃない！」

「……ず、ずいぶん話が飛んだね？」

「大事なことなのよ。ニューイヤーレター、ミスミスも出すんでしょ？」

「うん……ほんのちょっとだけど」

　ニューイヤーレターとは？

　一言でいえば、新年のご挨拶ハガキである。年末にポストに投とう函かんすれば新年一月一日ついたちの夜明けまでに相手に届く。

　ただし近年は、ニューイヤーレターの流通量が年々増えてしまい、新年の夜明けまでに配るのが大変になっているらしい。

「あの配達業者さんたちはお休み返上で働いてるわ。そうよね？」

「……う、うん。ニューイヤーレターを配ってる人はすごいよね。年明けまで不眠不休で車とオートバイで帝都中を走り回ってるっていうし……」

「感謝してる？」

「もちろん！」

「尊敬してる？」

「う、うん……まあ尊敬っていうかすごいなぁって……」

「なら決まりね」

　璃洒がにっこりと微ほほ笑えんだ。

「ミスミスさ、それを配る側になってみよっか？」

「……へ？」

「感謝してるのよね。尊敬してるのよね。そのニューイヤーレターの配達員に」

「え？　ちょっと璃洒ちゃんどうしたの!?　目が……！」

　ミスミスは気づくのが遅すぎた。

　こちらの肩を摑まえて離さない璃洒が、口元は何とも微笑ましいのに、目がちっとも笑っていないことに。

「り、璃洒ちゃん……？」

「ふふっ。これには深いワケがあるのよ」
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　時は、数時間ほど前に遡る──




　天守府。

　天帝の住まいとして知られる「窓のないビル」の一部屋に、今、帝国軍を代表する錚そう々そうたる顔ぶれが集結していた。

　まずは司令部の幹部たち。

　さらには帝国軍の機構Ⅰ師からⅥ師までの各将官。

　極めつけは天帝直属の使徒聖たち。

　彼らが一堂に会するその光景を、天帝自らが遠隔カメラで見守っている。

　それもそのはず。

　いま行われているのは、来年の軍事計画なのだから。

「──では」

　五十人以上が並ぶ円卓で。

　司令部の実務担当者が、ぶあつい書類の束を手にして立ち上がった。

「これにて本年最後の会議を終了します。また来年お会いしましょう」

　会議終了。

　そこから五十人以上の幹部たちが一斉に去っていく。その人混みのなか璃洒はゆっくりと背筋を伸ばしていた。

「あー……疲れた。七時間休み無しの会議とか、ほんと息が詰まるのよねぇ」

　とはいえ会議もこれが今年最後である。

　ホールを去って行く幹部たちもどこかほっとしたというか、今年最後の大仕事を終えて肩の荷が下りた印象だ。

　とはいえ──

　璃洒の仕事はまだまるきり片付いていない。

　使徒聖の第五席で、さらに「司令部特別客員」という肩書きも持っていることから、とにかく仕事が多いのだ。

「……今日も残業だよねぇ。目を通さなきゃいけない作戦資料がいくつもあるし」

　今年も仕事をしながら年を越すことになるだろう。

　まさに強行軍デスマーチ。せめて自分の超絶多忙なスケジュールを管理してくれる秘書だけでも、いてくれたらどれだけ楽なことか。

「あ、そうだ！　おーいシュリ嬢」

「？　どうしましたか璃洒さん」

　璃洒の呼びかけに、眼鏡をかけた女性事務員が振り返った。

　司令部、予算担当シュリリア。

　司令部に今年配属されたばかりの若手ながら、この予算時期だけなら帝国軍の誰よりも多忙な事務員である。

「シュリ嬢、ほっとした顔してるねぇ」

「ほっとしました……」

　まだ女子大生とそうそう変わらない年頃の女事務員が、ふぅと溜息。

「この一月、予算編成の資料作りで基地に泊まりっぱなしです……お風ふ呂ろには入れないし最後は化粧する時間もなかったし。スーツはしわしわで、ほんと女子失格みたいな生活でした。でも、これも今日で終わりです」

「うんうん。これで心置きなく新年を迎えられるじゃない」

「はい！」

「で、そんなシュリ嬢に一つお願いがあるんだよねぇ」

「……というと？」

「ウチのために予算ちょっとだけ補正できない？」

　ピシッ。

　璃洒の一言に、ぎこちない笑顔だった予算担当者が凍りついた。

「いやぁウチ忙しくてさー。スケジュール管理してくれる秘書がいると助かるんだよね。何ならお茶汲くみとかご飯作ってくれるとさらに助かるなぁなんて」

「────」

「シュリ嬢の権限なら、帝国軍の予算からちょこっと数値をいじって、秘書経費を捻出するくらい簡単だろうし。ね、どう……あれシュリ嬢？」

「────────はっ？　わ、私ってば！」

　はたと我に返る女性担当者。

「ご、ごめんなさい。睡眠不足だったせいで遂ついに気を失っていました。……この期に及んで秘書を雇うための予算が欲しいなんて空耳が聞こえた気もしましたが、それも夢ですよね。聡そう明めいな璃洒さんがまさかそんな無理難題を……」

「言ったけど」

「ウソだと言ってくださいっ!?」

　手に持っていた書類がバサバサと床に滑り落ちていく。

「無理無理無理！　ぜーったい無理ですってば！　たった今、その予算の承認が終わったところじゃないですか！」

「いま思いついたのよ。できるでしょ？」

「私の心がもう無理です！　いくら璃洒さんが司令部の特別客員だとしても無理です！……じゃ、私はもう行きますね。まだ今日も仕事は山積みなので」

　床に落ちた書類をかき集めた女担当者が、ささっと反転。

　璃洒から遠ざかろうとした、その時だ。

「よー。シュリちゃん、ちょっと話があるんだけど」

「冥メイさん？」

　横から割って入ってきた女軍人に、シュリリアがきょとんと足を止めた。

　やってきたのもまた、璃洒と同じ使徒聖だった。

　第三席「降りそそぐ嵐」の冥。

　機構Ⅴ師──大陸の未開拓地に派遣される部隊出身。

　過酷な環境に磨き上げられてきた肉体は荒々しく鍛えられ、乱雑な長髪といい日焼けした肌といい、まるで野生の獅し子しのようなイメージを滲にじませている。

「……あの冥さん、すごく失礼かもしれませんが」

「ん？　何だ？」

「冥さんがここに残ってらっしゃるの珍しいですね」

　予算担当のシュリリアが疑問に思うのも無理はない。

　この冥という使徒聖はとにかく「会議嫌い」で有名だ。じっと座っているのが大嫌いで、会議が終わると同時に部屋を飛びだしていく。

　それが珍しく、このホールに残っている？

　いったいなぜ？

「そりゃ、もちろんシュリちゃんに話があるに決まってるじゃん」

「私にですか」

「おう。なあシュリちゃんよ。一つ頼みがあるんだ」

「っ！」

　ビクンっとふるえる予算担当者。

　それもそのはず。つい今しがた、璃洒からまったく同じフレーズを聞かされたからだ。

「ま、まさかそれは……」

「Ⅴ師ウチの予算ちっと増やしてくれよ。他の部署には秘密でよー」

「そっちもですかぁぁぁぁぁっっっっ!?」

「やー。来年でけぇ戦車買いたいんだよな。あたし専用の」

「冥さん専用の!?」

「ちょっとくらいいいじゃん」

「ちょっとの額で済みませんよ!?　しかも璃洒さんといい、なんで会議中に言わなかったのです！」

「寝てた」

「寝てたぁっ!?」

　ふらり、と女事務員がよろめいた。

「……わ、私が……丸一月かけて用意した集大成が……珠玉の会議が……？」

「なぁなぁシュリちゃん。資料の十八ページ目だけどよ、一人当たりの予算額、Ⅵ師なんかⅤ師ウチの二倍近く予算もらってんじゃん」

「あ、資料自体は見てくれたんですね」

「二倍だぜ二倍？　Ⅵ師なんつぅ陰険で目立たない部隊にこんな太っ腹な予算出せるなら、Ⅴ師ウチにだってちょっとくらい──」

　冥が言い終える、その前に。

『笑えん冗談だな』

　冥の背後に立つ男がいた。

　頭から足先までを鈍にび色のコートスーツで覆った、異様な姿の幹部が。

『冥、Ⅵ師が何だと言った？』

「ひゃっ!?」

　無音で背後に立たれたシュリリアが、怯おびえたように振り返る。

「……ネ、ネームレスさん！」

『────』

　使徒聖第八席ネームレス。

　こちらも冥や璃洒と同じく、天帝の護衛をになう男だ。

　そしてⅥ師出身──帝国軍の機密任務のみに従事し、帝国民はおろか同僚の帝国兵にも知らされずに職務を完遂する刺客部隊。

　ネームレスは、まさにその生え抜きのエリート兵である。

　そんな男が──

『冥、どこの部隊が「陰険で」「目立たない」と？』

「ははっ。そう苛いらついた声すんなよネームレスちゃん。それとも図星かい？」

　自分より一回り以上も背の高い男に見下ろされながら。

　冥はそれさえ楽しげに鼻で笑ってみせた。

「いつも基地の隅っこでコソコソ、戦場の隅でコソコソしてるⅥ師おまえらと違って、あたしらⅤ師がどんだけ過酷な環境で戦ってるっつぅ話だし？」

『ほう』

「なにせこっちの敵は魔女だけじゃねえからな。未開のジャングルで底なし沼に落ちたことあるか？　砂漠で迷って蛇の王バジリスクの群れに囲まれたことあるか？　入軍テストの上位七パーセントだけが入れるⅤ師こそが最強のエリート部隊だろ」

『運動能力テストのみで入れるⅤ師だが、な』

　ネームレスの鋭い一言。

『兵に求められるのは肉体能力、学習能力、適応力に分類される総合的な任務遂行力だ。運動量？　肉体特化？　それならゴリラにでもやらせておけばいい』

「てめぇっ!?」

『Ⅵ師はどの部署にも干渉されない独立部隊。あらゆる機密を保持し、漏らさず、たった一つの任務もミスが許されない。それと比べ……はっ！』

　ネームレスが噴きだした。

　火に油をそそぐどころか、油田にダイナマイトを投げこむ勢いで。

『あの辺境でうろうろしているだけの貴様らⅤ師の、どこが命がけだ？』

「……言うじゃねえかネームレスちゃん」

　不敵なまなざしの冥。

「なら──」

「ちょ、ちょっとお待ちください！」

　予算担当のシュリリアが慌てて割って入った。

　眼鏡のブリッジを押し上げながら。

「……もう。ここで喧けん嘩かされては困ります。司令部としてはⅤ師とⅥ師の仲なか違たがいも望んでいません。ここは矛を収めてください」

「じゃあ予算くれるのか？」

「条件次第です」

　きらりと。

　気弱そうな表情から一転、女事務員が目を輝かせた。

「Ⅴ師とⅥ師、そして璃洒さんから予算増額要求が出ています。率直に申し上げて予算として出すのはできませんが、アルバイト代としてなら捻出することが可能です」

「アルバイトだぁ？」

「年末のニューイヤーレター配りです。ちょうど別部署にその依頼をするところでしたが、皆さんに依頼しましょう」

　ぶ厚い書類の中から三枚分のコピー紙を引き抜いて。

　璃洒、冥、ネームレスそれぞれへ。

「資料のグラフの通り、ニューイヤーレターの流通数です。この四年間で、なんと七倍に。これは当選カードの景品を新型車や別荘付き豪邸など豪華にしたためですが、あまりに数が増えすぎて帝都だけで配達数が三億枚を突破しました」

「……おいシュリちゃんよ」

　資料を見下ろす冥が、溜ため息いきまじりに顔をあげた。

「もしやあたしたちに、このレターカードを配達しろってんじゃ」

「その通りです」

「ただのアルバイトじゃねえか！　そんなの──」

「ハガキを一番多く配達した勝利チームに、特別ボーナスを出すと言ったら？」

「っ！」

　冥のまぶたがピクリと動いた。

「……なるほど。それが予算増分ってわけか」

「言い方に気をつけてください。司令部として追加予算は出せませんが、アルバイト代ならば今年はまだ余裕がありますので」

「乗ったわシュリ嬢！」

　女事務員の肩を叩たたいて、璃洒は力強く頷うなずいた。

「これで勝てばウチは秘書が手に入るってわけね。簡単よ。Ⅴ師はほとんど帝都にいないし、Ⅵ師はしょせん少数精鋭。こんなのウチの人脈を駆使した人海戦術で圧倒できるに決まってるもん」

「おいおい璃洒ちゃん。なに勝った気でいるんだ？」

　冥がニヤリと犬歯を覗のぞかせて。

「今が年末だってのを忘れたか？　あたしの部下も何割かは帝都に戻ってきてるんだぜ。そいつら総動員すりゃこっちが楽勝だ」

「ふふん？　果たしてそうでしょうかね冥さん？」

　璃洒と冥が睨にらめっこ。

　そんな中、一人、溜息を隠そうともしないのがⅥ師を代表する男だった。

『……くだらん』

　受け取ったコピー用紙を机に残して、背を向ける。

『司令部に尻尾を振る気はない。冥、璃洒、お前たちで勝手に──』

「おっとネームレスちゃん？」

「負けるのが怖いのかな？　かな？」

　くすくす。

　女使徒聖二人が、明らかに聞こえる声量でひそひそ話。

「なー璃洒ちゃん。男らしくないよなぁ」

「まったくもって。使徒聖ともあろう者が勝負から逃げだすなんて。ねぇ冥さん」

『────』

　沈黙する使徒聖第八席。

　ややあって、『……ふぅ』と二度目の溜息が。

『いいだろう。その見え透いた挑発に乗ってやる』

　かくして。

　司令部・Ⅴ師・Ⅵ師による戦争が幕を開けたのだった。
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「──ってわけよ。数時間前のことね」

　璃洒がうんうんと頷いて。

「ウチとしては秘書獲得の予算を手に入れるチャンスなわけ。まず作戦だけどミスミスには帝都の一番街から出発してもらうわ」

「まだアタシ引き受けるって言ってな……むぐぅっ!?」

「いいことミスミス！」

　がしっ、と。

　言いかけたミスミスの口が、璃洒の手によって塞がれた。

「これは一見すれば予算の奪い合い。でも違う。これは帝国軍という超巨大組織における派閥争いなの。Ⅴ師かⅥ師か、それとも司令部か。残酷なまでに結果が出るわ。これは各組織のプライドをかけた戦争なのよ！」

「大げさだよっ!?」

「大げさじゃないわ。どの派閥がもっとも有能かを決めるんだもん。勝った派閥は、それはもう大きな顔ができるってわけよ。これに勝利せずして年は越せないわ！」

「普通に越せるよ!?」

　大いに盛り上がる璃洒と、盛り下がるミスミス隊長。

　そんな一部始終を見守って。

「……ミスミス隊長に同感です」

「……音ネ々ネも」

「……ったくしょうもねえ」

　イスカ、音々、ジンの三人は、揃そろって顔を見合わせたのだった。

　年の瀬直前。

　どの部隊も来年の準備に向けて慌ただしい時期だ。そんな時にいきなり璃洒が会議室にやってきたから何事かと思えば。

「まさかミスミス隊長だけじゃなくて、僕らも……？」

「そのとおりよイスカっち！　みんなは一いち蓮れん托たく生しょうの第九〇七部隊でしょ！」

　璃洒がバッと手を広げてみせて。

「隊長の窮地は部下が支えるのよ！　これぞ我が帝国軍、美しき支え合いよ！」

「アタシを窮地にしてるの璃洒ちゃんじゃん!?」

「ふぅ。これでざっと二百人くらいかしら」

　既に璃洒の脳内では、自分たちが手伝うのは確定らしい。

　もっともイスカたちからすれば、二百人もの帝国兵が冬休みの強制労働に駆り出されるという方が驚きだが。

「……璃洒さん、いくら秘書が欲しいからって部下をただ働きさせるのは……」

「ふふん？　これはただの人望よイスカっち」

　まるで悪びれない璃洒。

「ネームレスも冥さんも勘違いしてるけど、これ、レターカードを配達するだけなのよね。こんなの圧倒的な人海戦術で制圧すべきよ。より多くの人数を集めた者が──」




『そう上手うまくいくかな』




「ひぃあっ!?」

　ミスミスが椅子から転がり落ちた。

　何もなかったはずの真後ろから、突如として全身スーツ姿の暗殺者が現れたからだ。

『……ふん、誰かと思えば貴様らか』

　光学迷彩を解除。

　無音で現れた使徒聖・第八席ネームレスが、その場のイスカたちを眺め回す。

　──面識がある。

　イスカたちの所属は機構Ⅲ師。

　一方のネームレスはⅥ師から使徒聖への成り上がりだ。所属は異なれど、かつて星脈噴出泉ボルテックスをめぐる紛争で同作戦に置かれたことがある。

『璃洒の飼い犬になるのを選んだか。ま、何人集めようと同じこと』

「よー璃洒、敵情視察にお邪魔するぜ」

　会議室の扉が開き、野性味を帯びた女軍人が大股で入ってきた。

　そんな彼女を一目見て、璃洒が苦笑い。

「あら冥さんまで」

「璃洒ちゃん。また随分とスカウトに力が入ってるみたいじゃねえか。百人以上集めてるって聞いたぜ…………ん？」

　冥がこちらに振り向いた。

　ミスミス、ジン、音々ときて──最後のイスカで視線が留まる。

　冥は使徒聖の第三席。イスカもかつて使徒聖に在籍していた履歴がある。言葉こそ交わした記憶はないが、互いに面識はある仲だ。

「あれ誰だっけ。ああそうだ、アスカちゃん」

「……イスカです」

「釈放されたんだ？　あれ、それとも璃洒ちゃんが釈放させたのかい？　おいおい、このレター配りのためだからって結構な手を使うじゃん」

「彼の釈放はウチの根回しじゃないですよ。しかもだいぶ前だし」

「ふぅん？　ま、いいや」

　まさしく視察でしかなかったのだろう。

　満足そうに頷く冥が、くるりと身をひるがえして。

「あいにく璃洒ちゃんがどんなに頭数を増やそうと、結局勝つのはⅤ師なんだよなぁ」

『百人？　二百人？　しょせん烏う合ごうの衆だ。規律チームワークの欠片かけらも何もない』

　続いて去っていくネームレス。

　そんな二人の使徒聖の背中を睨みつけて。

「いいや！」

　璃洒は、拳を握って高らかに言い返してみせた。

「勝つのはウチだから！　このミスミスがウチに勝利を約束してくれたので！」

「だからアタシを巻きこまないで─────っ!?」




　　　　２




　年の瀬、夜十一時半。

　イスカたち第九○七部隊は、基地の会議室に集まっていた。

「……あーあ」

　テーブルに突っ伏すミスミス隊長から、弱々しい溜息が。

「……あと三十分で年が明けるねぇ。いつもなら年越しのＴＶを見て、美味おいしい焼き肉を食べて年を越すのにぃ……」

「ＴＶを見るのも焼き肉食うのもいつものことじゃねえか」

「ジン君、わかってないよ！」

　ぼそりと呟つぶやいたジンの独り言を聞き取って、ミスミス隊長が飛び上がった。

「ＴＶを見るのも焼き肉を食べるのも、年末は特別幸せな気分になれるんだから！」

「普段食う焼き肉は幸せじゃないと？」

「幸せだよ！」

「じゃあ同じじゃねえか」

「違うもん！」

　そんなやり取りを横目に見つつ──

　イスカは、インターホンが鳴り響いた扉を指さした。

「隊長、届いたみたいですよ」

　扉を開ける。

　イスカが見たものは、廊下に積み上げられたコンテナだった。一箱一箱が廊下を通せんぼするほど大きい。それが三箱も。

「えっ、この中身が全部ニューイヤーレターなの!?」

　コンテナを見上げる音々も、さすがに驚いた表情だ。

　帝都で配られるだけでも三億枚という新年のお祝いハガキ。イスカもなかば半信半疑で聞いていたが、目の前のコンテナを見るとさすがに現実味を帯びてくる。

「イスカ兄、これを朝五時までに全部配達するんだよね？」

「配り甲が斐いがあるね」

　帝国軍が駆り出されるわけだ。

　これは気を引き締めないと夜明けまでに配り終えない──そう覚悟するイスカたちへ、璃洒が陽気な足取りでやってきた。

「やっほーミスミス。イスカっちもジンジンも音々たんも、みんな待機してて偉いわぁ」

　なんと、その後ろには。

　新たなコンテナを運んでくる事務員の姿が。

「はいこれ。コンテナ七箱おかわりね」

「無茶だよ───っ!?」

　ミスミスがそう叫ぶ間にも、廊下の天井すれすれまでコンテナが次々と積み上げられていくではないか。計十個。この巨大なボックスの中に、いったい何万枚のレターカードが詰め込まれているのだろう。

「……すごい量」

「……配り甲斐があるね」

「無理だな。夜明けまでに配り終えるのは無理だ」

　冷や汗を流しているのが音々とイスカ。

　その後ろのジンにいたっては既に達観したまなざしだ。

「おい使徒聖殿、これを俺ら四人で運びきるってのはさすがに無茶が過ぎるぞ」

「いいのよ全部は無理でも」

「なに？」

「ジンジン、これが競争だってこと忘れた？　ニューイヤーレターを配れるだけ配って、他二チームに勝つのが目的よん？」

　璃洒が懐ふところから小型の液晶モニターを取りだした。

　そこに表示されているのは、『冥チーム：０枚』『璃洒チーム：０枚』『ネームレスチーム：０枚』という文字列だ。

「こんな感じで、レターカードの配達総数はリアルタイムで計測されていくわ。今が……二十三時五十八分。あと二分で全員出発ってわけ」

　〇時〇分出発。

　新年の始まりと同時に、基地を発たつ。

　あとは単純な数の戦いだ。璃洒、冥、ネームレス陣営が、朝五時までに何枚のニューイヤーレターを配れるか。

「さあ第九○七部隊の諸君、ここにリュックを用意したから、レターカードをありったけ詰めこむのよ！」

　璃洒の指示どおりレターカードを詰めていく。

　そのリュックを背負えば、いよいよレター配達の準備は整った。

「あと三十秒よ……二十秒……十九……十八……」

　璃洒のカウントダウン。

　おそらくは基地の至るところで、冥やネームレスの部下も待機していることだろう。

「五、四、三、二、一…………スタート！　さあ行ってらっしゃいミスミス！」

「はいはい、行くよみんな！」

　やけっぱち気味にミスミス隊長が走りだす。

　基地のゲートが開いて、そこから勇ましく外へと飛びだし──




　ひゅぉぉぉぉっ、と唸うなる大吹雪が、その目の前に立ちはだかった。




　真っ暗な外は一面の雪景色。

「…………何これ」

　急停止したミスミスがぽかんと独り言。

　その肩や頭に、みるみる雪が積もっていく。

「ブリザードですね」

「あっ、そういえば音々も天気予報見たかも。雪が降るんじゃないかって」

「だから俺が言っただろ。こりゃ無理だって」

　まさかの年越しの大雪である。

　それも帝都では滅多にない猛吹雪。既にミスミスの膝が埋まってしまうほどの積雪が、基地全体を覆い尽くしているではないか。

「……ふっ」

　ミスミス隊長が微苦笑。そして。

「やめよっか」

「早っ!?　待って隊長、それはさすがに諦めるの早すぎですよ!?」

「無茶だよイスカ君、これは無理！」

　ミスミス隊長がぶんぶんと首を横に振って猛抗議。

「こんな大雪、アタシ見たことないもん。遭難級だよ！　だってほら、もうアタシの腰まで雪が積もってきてるし！」

「……あちゃあ。これはさすがに予想外ねぇ」

　璃洒もこれには苦々しい面持ちだ。

　彼女が耳にあてている通信機は、部下との連絡用だろう。

「この大雪で、配達用の車が片っ端から動けないらしいわ。電車やタクシーも止まってる。二百人規模の配達員が基地から外に出られないなんて……」

　現在、〇時七分。

　璃洒チーム、配達数いまだゼロ。

　冥の率いるⅤ師チーム、ネームレスの率いるⅥ師チームも同じだろう。この場の誰もがそう思い込んでいたが。

「えっ!?　そんな？」

　璃洒が見つめる小型モニターに動きがあった。

　Ⅴ師、Ⅵ師の配達数メーターが急上昇を始めたではないか。

　みるみるうちに百件に到達し、数百件へと上昇。

「……どういうことなの？　ちょっと計測班!?　映像出せる？　Ⅴ師とⅥ師の配達映像、今すぐウチに送ってちょうだい」

　璃洒のモニターが切り替わる。

　そこには──

　帝都の各所に設置されている監視カメラが見た、衝撃の映像があった。
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　帝都第二セクター、四番街。

　その交差点は、大雪に足を止められた車で大渋滞だった。

　年明けを故郷で迎えようとしていた家族連れの車や、初日の出を見ようと帝都から旅行に向かおうとしたカップルなど。

「ああくそっ、雪のせいで大渋滞じゃねえか！」

「先頭の車が雪でスリップして故障したんだってよ。レッカー車が救助に向かうって」

「いや、そのレッカー車も大雪で動けないって聞いたぞ……」

　交差点のいたるところで阿あ鼻び叫きょう喚かん。

　なにしろ大雪のせいで車が通行止めなのだ。車内に閉じこめられているようなもので、トイレも食事もままならない。

「……ああ、せっかくの新年が台無しだ。くそっ」

　誰もが口々にそう呟いて。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいで車内に籠もっている、そんな交差点で。




　何かが、渋滞する車の列をすり抜けていった。




　ひゅん、ひゅんと続けざまに車の列をすり抜けていく黒い影。

　一つや二つではない。

「ん？　何だ、俺の見間違いか……」

　車中にいた家族連れの父親が、運転席で目をこすった。

　この大雪のなかを高速で走れる乗り物などない。そう自分を納得させようとして──

　ドンッ、と衝撃。

「うわぁぁっっ!?」

　悲鳴をあげる家族。

　それもそのはず。交差点で動けない車のボンネット上に、突如、思いもよらぬ者たちが飛び乗ってきたのだ。

　帝国軍の耐寒コートに、雪山用のゴーグルを装着した男たちが。

「動くな」

「……う、動くなって!?　ちょっと待て、私はただの会社員で──」

「車の認識番号プレートナンバー『帝てい０９１８』、白の帝国小型車第８世代を発見。冥様、ターゲットを捕捉しました！」

「でかした隊長ちゃん」

　ドンッ、と続けて車に飛び乗ってくる女兵士。

　まさか使徒聖の冥とは思うまい。

　なにしろ全員が吹雪対策のゴーグルをつけているので、人相が怪しいことこの上ない。車内の家族にとっては、これが車上荒らしの暴徒にしか見えなかった。

「あ、あなた警察を呼んで！　いえ帝国軍を！」

「帝国軍ならここにいるじゃん」

「はい？」

「四番街九号の十四、ホイット・マクラーレンだな。助手席が嫁のアンナ・マクラーレンで合ってるか。合ってるよな」

「……な、何なんだアンタたちは!?　帝国軍だと!?」

「お前らに良いい物をくれてやる」

　ニッ、と犬歯を剝むき出だしにして笑う冥。

　懐から取りだしたものは──

「ほらよ。今年のニューイヤーレターだ」

「……はい？」

「お前と嫁の分あわせて四十三通な。あとお前らこれから嫁の実家帰りだろ？」

「な、なぜそれを!?」

「嫁の両親宛てのレターカードも渡しておくぜ。五十四通な。よし、これで一気に百近く稼いだ。お前ら次行くぞ」

「あ、あのぉっ!?」

　聞いてない。

　冥率いるⅤ師チームは颯さっ爽そうと身をひるがえし、雪の交差点を滑走し始めた。

　スキー板とスノーボードで。

「隊長ちゃん、次のターゲットは」

「交差点を曲がってすぐ。停車中の赤の大型車です！」

「ははっ、余裕すぎじゃん」

　大渋滞の交差点を、スノーボードで滑っていく冥。

　そう。

　膝上まで積もったこの大雪では車やバイク、それに自転車も動けない。

　だがスキーとスノーボードならば大雪は大歓迎。混雑する車と車の間をすり抜けて進むことも苦にならない。

「ふふん？　璃洒ちゃんもネームレスちゃんも驚いただろうね。Ⅴ師は辺境部隊。大雪が降る豪雪地帯の訓練も積んでるんだよねぇ」

　未開の大雪原を、犬ぞりとスキーで踏破するのがⅤ師である。

　こんな吹雪もお手の物だ。

「しかも雪で交差点は大渋滞。ってことはレターカードを渡すターゲットが車内にいるってことじゃん。何百台ってね。超効率いいし」

「冥様！」

　後ろから、スキーで追いついてきたのはⅤ師の隊長だ。

「この交差点、ほぼ制圧（配達）が終了しました！」

「でかした隊長ちゃん。残存勢力の殲滅はいたつかんりょうまで気を抜くなよ。あたしは次の目的地に向かう」

　部下数名を連れて次なる目的地へ。

　狙うは大型マンション。

　これもレターカード配達数を大量に稼ぐことができるポイントだ。

　吹雪はまだしばらく止やまないだろう。璃洒チームもネームレスチームも、基地の外には一歩として出ることができていないはず。

「ふふん？　こんな楽勝でいいのかなっと」

　憐あわれみの笑みを浮かべつつ、配達メーターをチェック。

　司令部の璃洒チームは変わらず「０」。

　だが。

「……何だと？　ネームレスちゃんのⅥ師が配達数『４６９７』!?」

　目を疑った。

　今の冥チームが「５１９１」だからほぼ接戦。

　しかも冥が見ている間も、メーター数は常に上昇し続けている。

　この吹雪のなかを？

　車もバイクも通れない、電車も止まっている。もちろんヘリも飛ばせない。この数字をいったいどうやって稼ぎ出しているのか。

「……やるぅネームレスちゃん、どんな手品を使ってるんだか」

　不敵に笑って、冥は配達数メーターを見下ろした。
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　時同じくして──

　帝都のある飲食店街。

　たとえ雪が降ろうとも、レストランやカフェはそこで新年を迎えようというカップルで大おお賑にぎわいだった。

「いやぁ最高の年越しディナーだったね」

「私、まだ少し飲み足りないわ」

「俺の行きつけのバーに行こう。馴な染じみの店があるんだ」

「でも雪が積もってるわ」

「歩いて行けばいいさ。すぐそこだよ」

　さあおいで──

　紳士的に微ほほ笑えんで、若い青年が連れの女性に手を差しだした。

「俺たちの愛ならどんな障害も越えられる。たとえ雪が積もろうとも、俺たちの行く手を阻はばむことはできないさ」

「……素敵！」

　手に手を取って歩きだすカップル。

　と思いきや。

　二人の目の前で、足下の雪がゴソリと蠢うごめいたのはその時だ。

「ん？」

　そして爆発。

　路面のマンホールが跳ね上がって、積もっていた雪ごと彼氏を吹き飛ばした。

「ぐはぁっ！」

「カイロス、しっかりしてカイロス!?　な、何なの、どうしてマンホールが！」

　マンホールが頭にぶつかって彼氏が気絶。

　そんな彼を介抱しようと彼女が近寄ろうとした、その矢先。

『捕捉した』

「きゃぁぁぁぁぁっっっっ!?」

　飲食店街に響きわたる悲鳴。

　倒れた彼氏にかけつけようとした彼女の足首を、摑つかんだ者がいたのだ。

　マンホールの穴の奥から。

「い、いやぁっ、な、何なのあなたたち!?」

『その問いへの回答は禁じられている』

　マンホールから這はい上あがってくる武装兵。

　下水道のある帝都の地下通路から、その男たちは現れた。全員がゴーグルとマスク着用。さらには声さえも電磁加工されている。

　不審人物どころの軽い表現ではない、明らかに「ヤバい」男たちだ。

『二番街七番区の二十三、マリアン・シミッラだな』

「ち、違うわ！　私はそんな女じゃない！」

『身分の詐称は無駄だ』

　ざっ、ざっ、と雪を踏みしめて近づいてくる男たち。

『お前に用がある』

「い、いや近づかないで。誰か、誰か助けて───────っっ！」

『ニューイヤーレターを送達する』

「こ、来ないで！」

『聞こえなかったか？　ニューイヤーレターを送達する。計十七枚だ』

「…………はい？」

『速やかに受理しろ』

　武装兵が懐ふところから取りだしたのは、輪ゴムで留められたレターカードの束だった。

　それが二組。

『隣の男は、二番街七番区の三十一、カイロス・グラハムで相違ないな』

「…………」

『返事は』

「……は、はい」

『ならばこの男の分だ。二十一枚。総計三十八枚を送達した』

「────」

　呆あっ気けにとられた若い女性。

　一方で、謎の武装集団は早くも彼女に背を向けて。

『行くぞ。引き続き地下ルートより潜行する』

　マンホールの中へと消えていった。

「…………何なの」

　彼女も、そして倒れた彼氏も知るよしもない。

　実は──

　帝都の地下には、下水道に見せかけた有事の緊急ルートが網の目のように張り巡らされているのだ。

　雪が降っているのは地上。

　──ならば地下を通ればいい。

　ネームレス率いるⅥ師が選んだ配達ルートこそが、この秘密の道なのである。

『前隊長ネームレスは？』

『第二ポイントに到着した。我々はこのまま飲食店街のバーを襲撃……ではなく、温和にレターカードを送達する』

　その夜。

　年明けで賑にぎわうはずの帝都は、マンホールから次々と現れる謎の武装集団というホラーめいた男たちのせいで、悲鳴で満たされたのだった。




　そして現在。

　地上をスキー・スノーボード作戦で進む冥チーム、現在９０９１枚。

　地下の緊急ルートを進むネームレスチーム、現在８９８９枚。

　二つの勢力はまったくの五分。

　対して──

　司令部代表の璃洒チーム、いまだ０枚。




「まずいぃぃぃぃぃっっ!?」

　基地の入り口で。

　璃洒が頭を抱えて絶叫していた。

　ちなみにこの取り乱し方は、イスカが知るかぎり過去最大級である。

「この大雪がこんな事態を生みだすなんて……いえ、現時点で大幅に遅れはしたけどまだ逆転できる数よ。さあ行ってらっしゃいミスミス！」

「……でも璃洒ちゃん」

　リュックを背負ったミスミスが、積もりに積もった雪を指さして。

「この吹雪じゃ車も電車も動かないよ」

「走るのよ！」

「走るっ!?」

　雪で埋まった敷しき地ちを指さす璃洒に、ミスミスの声が裏返った。

「璃洒ちゃん。それはいくら何でも──」

「ミスミスよく聞いて。このニューイヤーレターはね、帝都の民に新年を報しらせる手紙なの。私たちが届けるのは新しい時代の到来、いわば希望そのものよ。絶対に届けなくてはいけないわ」

「……本音は？」

「予算がほしいから。あんな二チームに負けたくないから」

「やっぱりそうじゃない!?」

「大事なのは建前よ！」

「だからって本音が大きすぎるよ!?」

「いいえミスミス、よく見なさい。他の部隊は出発しているわ！」

　基地の外で。

　ミスミスが躊躇ためらっている間に、璃洒率いる司令部チームは雪の中を走りだしていた。

　水中をバタフライでかき分けるように、雪をかき分けて進んでいる。

「……すごぉ」

「さっき二部隊ほど音信不通になったみたいだけどね」

「遭難してるよそれ!?」

　目の前で倒れていく兵士たち。

　いかに屈強な帝国兵といえど、この吹雪の寒さでは目を回すのもやむなしだ。

「行くのよミスミス、犠牲になった者たちの魂を背負って！」

「そんなの背負いたくないよ!?」

「問答無用！　さあ第九〇七部隊も散りなさい！　イスカっちとジンは第一目標地点へ。音々たんはここで通信役。ミスミスはウチと別行動よ！」

「いやぁぁぁぁっっ!?」

　冬コートを着た璃洒にひきずられ、ミスミス隊長が吹雪の中へと消えていく。

　そんな断末魔の声を聞きながら。

「あーよかった。音々は基地でお留守番だって」

「……ったく。おい行くぞイスカ、さっさと終わらせるに限る」

「……だね」

　イスカは、ジンと共に雪景色のなかを走りだした。

　走るといっても雪をかき分けて進むのが精一杯。歩くのと何ら変わらない速度のうえに、体力の消耗も並大抵ではない。

「これを一晩中か。かなり重労働だね……」

「喋しゃべるな、体力を消耗する」

　黙々と雪をかき分けて。

　イスカとジンがたどり着いたのは、帝都でもっとも高い高層マンションだ。

　璃洒曰いわく「最重要ポイント」。

　何百世帯という家族連れが住んでいるので、ここならポストに投とう函かんするだけで何千通という数を配達できる。

　──マンション入り口。

　到着早々、イスカとジンは、リュックからレターカードを取りだした。

　目の前には何百個という集合ポスト。

「イスカ、俺は一階の一○○一号室から投函していく。お前は最上階からだ」

「わかった」

　配達開始。

　名前とルームナンバーを確認して、次々とポストに投函。

『お？　イスカっちとジンジンは目的地に到着したね。璃洒チームの現在枚数「七九八枚」、いいペースじゃない』

　璃洒からの遠隔通話。

　だがイスカとしてはそれに返事する時間も惜しい。これは集中力との戦いだ、なぜなら巨大マンションだけあって似た名前の家族も多い。

「イスカ気をつけろ。マンションは投函ミスも多いらしい」

　ジンの呟つぶやき。

　どうやら考えることは同じだったらしい。

「俺の事前調査だと、ミッシェルは９０８号室だ」

「わかった」

「ミッシェルはミッシェルでも、ミッシェル・ハイフ・クリストフは９０６号室だ。俺が最初に言ったのはミッシェル・ハイフ・マリアンヌだから気をつけろ」

「え？　ちょっともう一回……」

「ミッシェル・ハイフ・クリストフは９０６号室で、ミッシェル・ハイフ・マリアンヌは９０８号室だ」

「……わ、わかったと思う……」

「いや間違えた。最初のミッシェルは９０５号室で二番目のミッシェルは９０９号室で、さらにこいつはミッシェルじゃなくムッシェルだ」

「紛らわしすぎる!?」

　その瞬間。

　イスカの聴覚が、わずかな気配を感じとった。

「っ、誰だ!?」

『標的ターゲットはやはりこの高層マンションか』

　何もない虚こ空くう──

　その空間が揺らぎ、光学迷彩スーツを全身にまとった男が現れた。

「……ネームレス」

『このポイントを制圧することで数を一気に追い上げる。効率を重視するのは璃洒らしい狙いだが』

　ネームレスが、嘲るように両手を広げてみせた。

『一手遅かったな。既にⅥ師は、このマンション以外のすべての制圧（配達）を完了した。この一か所だけでは何にもならん』

「そんなっ!?」

　いくら何でも早すぎる。

　この短期間で帝都の全マンションにレターカードを配るなど、何万人という規模の兵が必要だろう。

　しかしⅥ師は少数精鋭で知られている。

「……いったいどうやって。マンションは効率がいいけど、配達ミスに留意しながら動けばどうやっても時間はかかるはず」

『誤配などどうでもいい』

「え？」

　Ⅵ師を率いる男からの返事は、イスカの想定を上回っていた。

『部屋番号を一つ間違えようと誤差の範囲だ』

「そんなバカな!?」

『わかっていないな。この任務の目的を』

　ネームレスが鼻で笑って。

『俺たちの使命はニューイヤーレターを届けること。その精度は問われていない。ゆえに容赦なくポストに投函するだけだ』

「強引すぎだ!?」

『璃洒に伝えておけ。既に勝負はついたとな』

　と。

　立ち去ろうとしたネームレスの手中で、通信機が瞬またたいた。

『……何だ？』

『緊急事態です』

『緊急事態かどうかは俺が決める。言ってみろ』

『司令部より警告です。我が部隊は先ほど近隣のマンションすべてにレターカードを投函しました。ですが本人確認を怠ってポストに投函したことで、想定以上の数の誤配があったと。住民からのクレームが帝国軍に殺到しています』

『…………』

『検討の末、誤配送分はカウントされないということになりました』

　配達数メーターがみるみる急低下。

　なんと九万から六万まで下がっていく。

『ちっ』

　さすがのネームレスもこれには舌打ちだ。

『構うな。今の作戦を続──』

「あははっ！　随分とまあ不機嫌な声してるじゃん！」

　ざぁっ、と雪上を滑る音。

　冥が、なんとスノーボードのままマンションの入り口に飛びこんできた。

「ネームレスちゃん、最後の詰めを誤ったなあ？」

『問題ない』

「強がるなって。だがこれで勝負あったぜ？　あたしらⅤ師は帝都の住宅街を制圧し終えた。Ⅵ師がドジってくれたおかげで配達数も差がついたからな。このまま朝の五時まで逃げ切れば勝利は…………ん？」

　冥が首を傾かしげる。

　握っていた通信機が、先ほどのネームレスと同じく点滅しているではないか。

「ったく何だ？　この忙しい時に。……あーもしもし隊長ちゃん？」

『緊急事態です』

「緊急事態かどうかはあたしが決める」

　あれ？

　妙な既視感にイスカとジンは顔を見合わせた。その奥では、ネームレスまで何かを感じとったように冥を見つめている。

「で、何だ隊長ちゃん」

『……帝都二番街を北上していた我が部隊が、一斉検挙されました』

「は!?」

『交差点にいた交通誘導員に捕まりました』

「いやいやいや、そうじゃねえだろ重要なのは！　帝国兵のあたしらが何で交通誘導員なんかに捕まらなきゃいけないんだ。理由は！」

『スピード違反です』

「……？」

　冥がぱちくりと瞬まばたき。

「隊長ちゃん、もう一回」

『スピード違反です。我々はスキーとスノーボードで交差点を滑走していたのですが……場所が問題でした。帝都の公道は、時速六十キロ以上には制限があり……』

「しまった!?」

　冥が目をみひらいた。

　そう、冥率いるⅤ師の主戦場は大陸の辺境である。その大雪原ならばスキーの速度制限も何もない。

　だがここは帝都の公道。信号は守らねばならないし、スピード規制もある。

　冥は、それを失念していた。

「お、おい隊長ちゃん……ってことは……」

『全滅です』

　通信機から聞こえてきたのは、隊長の重々しい一言だった。

『かくいう私も、帝都警察署の取調室の中でして』

「お前もかよ隊長ちゃん!?」

　Ⅴ師チームの部下がまさかの全滅。

　だが冥は、いまだ好戦的なまなざしを崩そうとはしなかった。

「いや……結果は変わらない！　ネームレスちゃんの部隊は配達数が減ったよな。だけどあたしのⅤ師は、部下こそ減ったが配達数は減っちゃいねえ！」

　ネームレスチームの配達数、６万から１万増えて７万へ。

　冥チームの配達数、９万。

「そしていま四時十五分だ。あと一時間足らずじゃあ追いつけねぇよ」

　その挑発めいた勝利宣言に。

　答えたのは、イスカの通信機から響きわたった璃洒の声だった。

『──ふふん、甘いですよん冥さん？』

「なにっ！」

『ウチのチームの配達数、チェックを怠っていましたね？』

「……何だと!?」

　配達数メーターを一目見て、冥が奥歯を嚙かみしめた。

　配達数、なんと８万９千。

　冥のⅤ師チームとほぼ横並びである。

　これにはイスカとジンも驚きだ。自分たちがこの高層マンションで投とう函かんした分も含まれているのだろうが、それだけではこの数字に届かないはず。

「璃洒さん？　これどうやって！」

『ふふん、イスカっちには教えてあげよっかな。ついさっき、司令部の兵器開発部局から、開発中の無人航空機ドローンを千機ほど借りてきたんだよね。悪天候下でも飛べるやつ』

「……というと？」

『吹雪のなか、民家の玄関にレターカードを空から投下したってわけよん』

「ずるっ!?」

『ちなみに操作してるのは音々たんよ。いやー、こういう事を想定して音々たんを基地に残しておいてよかったわぁ』

「最初から使ってくださいよ!?」

『いま借りてきたのよ』

　まるで悪びれない璃洒の口ぶり。

　と、通信機の向こうから、何やら雪を踏みわける足音が伝わってきた。

「あれ璃洒さん？　もしかして走ってるんですか？」

『ええそうよ。ミスミスと一緒にね！』

　璃洒がにやりと声を弾ませて。

『イスカっちもジンジンもよくやってくれたわ。後はウチとミスミスに任せなさい。既に、大勝利までのピースは揃そろったわ！』

「え？　どこかへ配達に？」

『そうよん。最後の配達先にふさわしい場所。それは──』

　直後。

　聞き耳を立てていたネームレスと冥が、ハッと息を吞のんだ。

『まさか璃洒』

「璃洒ちゃん、お前が狙ってるのは──」

　使徒聖二人は理解したのだ。

　この帝都で最も多くのニューイヤーレターが集まる地。それはこの高層マンションではなかった。

　真の最重要ポイントとは────
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「あーはっはっは！　いやぁ完璧ね、ウチの作戦は！」

　帝都の大通りで。

　しんと静まる雪のビル街に、璃洒の笑い声が高らかに響きわたった。

「璃洒ちゃん声が大きいよ!?」

「いいのよミスミス。もう勝利確定よ、チェックメイトよ。何ならあとは小学生に任せたって勝てちゃうわ」

　隣を走るミスミスの背中には、レターカードを詰め込んだ大きなリュック。

　そして璃洒も、同じリュックを背負っている。

「……でも、もう時間ないよ？」

「いま朝四時半でしょ。五分もあれば着くわよ」

　Ⅴ師との配達数の差は約千通。この戦いが朝五時までだからタイムリミットは三十分。二人だけでは到底追いつける数ではないのだが、

「あるのよね、一発逆転の手が！」

　それが璃洒とミスミスが目指している、レターカードの運び先だ。

　この帝都の最さい奥おうに位置する──

「天守府があるのよ！」

　天帝の住まいである。

　帝国民ならば、その存在を知らぬ者はいない。

　さらに言えばつい先日、まさに璃洒と冥とネームレスが、壮絶な予算請求の戦いを繰り広げた会議の場でもある。

「帝都の住民たちって律りち儀ぎだから、毎年毎年、天帝陛下にも新年のお祝いレターを送るのよ。その数、何万通とも言われているわ！」

「そっか！　だから璃洒ちゃんはアタシと別行動で……」

「わかったわね。ウチらのリュックに詰まってるのは、その天帝陛下あてのレターカード。これを天守府の受けつけに持ちこめば──」

　何千通という数が加算されて璃洒チームの勝利。

　まさに最後の大逆転が起こるのだ。

　そもそも──

　イスカやジンを帝都のマンションに向かわせたのも、ネームレスや冥の注意をそちらに引き寄せるため。

「イスカっちとジンジンを囮おとりにし、その隙にウチとミスミスが天守府で一気に数を稼ぐ。この未来がすべて見えていたわ！　あぁやっぱりウチってば天才ね。最後に物を言うのは頭なのよ、頭！　ただ任務遂行するだけのⅤ師やⅥ師とは違うのよ！」

「璃洒ちゃんノリノリだね……」

「ふふん？　まあ余裕の証あかしと思ってちょうだい」

　見えてくる巨大なビル。

　日の出前にもかかわらず、警備の光で煌こう々こうと照らされる天守府が近づいてきた。

「帝都の住民にちまちま配達するより、こっちの方がはるかに楽で数を稼げる。ま、頭でっかちのあの二人には────」

「璃洒ちゃん、あそこ！」

「え？」

　ミスミスが指さしたのは、自分たちが走ってきた大通りだ。

　ビルが建ち並ぶ地平線。そこからパッと雪が舞い、二つの人影が飛びだした。

「見つけたぜ璃洒ちゃんよ！」

『策士策に溺れたな。摑つかんでもない勝利に酔うとは』

「げっ!?　冥さん！　ネームレス！」

　ライバル二チームの指揮官。

　その二人が、ブルドーザーさながらに雪を蹴り上げて猛スピードで追ってきたのだ。

　使徒聖は、帝国の最上位戦闘員。

　この二人が本気になれば大雪とて何一つ障害になりはしない。

「やばい、気づかれたわ!?」

「璃洒ちゃん────、だから余裕出し過ぎだよって言ったのに！」

「走るわよミスミス！」

「もう走ってるし！」

　テンポを上げる璃洒とミスミス。

　だが相手は、帝国随一の武闘派たる冥とネームレスだ。みるみるうちに距離が縮まっていく。

「璃洒ちゃん、も、もうだめだよ。追いつかれちゃう！」

「いいえミスミス。諦めるのはまだ早いわ」

「え？」

「おおっと！　足が滑ったわ！」

　璃洒がその場で反転。

　回し蹴りの要領で、雪をかぶった公衆ゴミ箱を蹴り飛ばした。

　ゴロンと地面に転がったゴミ箱。周りの雪を巻きこんで、雪崩のごとき勢いで転がっていく先は──冥。

「うぉぉぉっ!?」

　冥が慌てて回避。

　転がり落ちてくるゴミ箱を咄とっ嗟さに躱かわすものの、雪に足を取られて動けない。

「てめぇ───、璃洒!?」

「あははっ。足が滑っただけですが何か？」

「ああそうかい……なら、こっちもだ！」

　ゴミ箱をさらに冥が蹴り返した。

　狙いは璃洒ではなく、冥のすぐ手前を走っていたネームレス。

『っ、冥、貴様』

「あたしがゴミ箱を受けとめてる隙に走ろうとしてるからだよ！　お前だけ涼しい顔しようったってそうはいかないね！」

　使徒聖二人の睨にらみ合あい。

　だが、それこそが璃洒の狙いだ。

「さあ進むわよミスミス、後ろのバカ二人が啀いがみあっている隙に！」

『……バカはどちらかな』

　ネームレスの嘲笑。

『進めるものなら進むがいい』

「こ、これは!?　璃洒ちゃん、あれを見て！」

　ミスミスが足を止めた。

　指さした宙には、天守府からの光を浴びてきらきらと輝く糸のようなものが。

「まさかワイヤー!?」

『璃洒、貴様が天守府を狙うのは読めていた』

　ネームレスの宣言。

『ワイヤーには振動探知型の爆弾を設置してある。それとも「そのワイヤーの罠わなに触れれば爆発する」とわかりやすく言ってやろうか？』

「ぐっ!?」

　璃洒も足を止めた。

　きらきらと輝くワイヤーが、天守府の門の前に幾重にも張り巡らされているのだ。

「リ、璃洒ちゃん。これじゃあ天守府に入れないよ!?」

「……ええ。これは誤算だったわ！」

　璃洒が悔しげに唇を嚙かみしめた。

「まさかネームレスも同じ罠を張ってたなんて……」

『なに？』

　ネームレスのわずかな動揺。

『まさか貴様もか、璃洒』

「ミスミス気をつけて！」

　璃洒が、行く手を阻はばむワイヤーを指さした。

「ここら一帯、ウチとネームレスが張った爆弾ワイヤーがそこら中に仕掛けられてるわ！」

「なんでそこだけ二人で息ピッタリなの!?」

「…………いや」

　冥がぼそりと呟つぶやいたのは、その時だった。

「三人分な」

「はい？」

「え？」

『冥、お前いま何と言った』

「……いや、だからあたしも仕掛けてたんだよ。ワイヤー爆弾」

　後ろ頭を搔かきむしり、冥がどことなくバツの悪そうな表情で。

「おかしいと思ったんだよな。あたしが仕掛けたワイヤーが妙に多いなって。そうか、三人分のワイヤーなら数が合うな」

『────』

「────」

　揃そろって沈黙する使徒聖三人。

　どうやら璃洒、ネームレス、冥の三人ともが期せずして天守府にワイヤートラップを仕掛けていたらしい。

「あれ。でもこれはまずいわよ。誰かが一本でも引っかかれば、三人分のワイヤーが次々と誘爆して大爆発だし。ミスミス、気をつけ────」

　ピッ。

　そんな璃洒の目の前で。

「あっ……」

　ミスミスの靴先が、ワイヤーの一本に引っかかっていた。

　雪の中に埋もれていたワイヤーにだ。

「ミスミス────っ！」

「悪いのはアタシじゃないよ─────っ!?」

　ピッ、ピッ、ピピッ。

　続けざまに鳴り響く電子的な起動音。その直後。使徒聖三人が仕掛けたワイヤー爆弾が次々と連鎖的に反応して──




　三人分の爆弾が、天守府の前で大爆発を引き起こした。
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　二時間後。

　大通りの地平線から初日の出が昇っていく刻──




『……ふぁ』

　天守府の中心部で。

　銀色の獣人が、小さくあくびをかみ殺した。

　豊かな全身の毛並みは狐きつねのようだが、顔はさしずめ猫と人間の少女を足し合わせたような、ふしぎな人ひと懐なつこさのある相貌。

　この人ならざる怪物こそ、何を隠そう、帝国を統すべる天帝ユンメルンゲンだ。

『帝国兵っていうのは帝国の秩序を守るもの。そうだよね？』

「……はい」

『その模範になるべき使徒聖が、まさか天守府の前で爆発騒ぎだなんてねぇ』

「……申し訳ありません」

『最初はさ、始祖が目覚めてやってきたんじゃないかって思ったよ』

「……陛下には大変なご迷惑をおかけしました」

　あぐらをかいて座る天帝。

　その前には、顔に火傷やけど痕のある璃洒が直立不動で立たされていた。

　お叱り中である。

『まさか、始祖用に用意しておいた火災シャッターまで起動するはめになるとはね。おかげで被害も最小限だったけど』

「……被害無しなら、何時間もお説教しなくても」

『何か言ったかい？』
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「いえいえ、何でもないですぅ！」

　あの大爆発を消火した後。

　天帝から二時間もの説教を受けながら、璃洒は新年を迎えたのだった。
















　　　　１




　帝都と呼ばれる地。

　百年前、始祖ネビュリスの反乱によって一度は火の海と化したものの、不死鳥のごとく、鋼鉄の都市として生まれ変わった。

　これは数年前──

　帝都の外れに、「鳥の巣」と呼ばれた、ある養成機関があった時のエピソード。
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　朝六時。

　帝都にそびえたつビル群の隙間から、朝あさ陽ひがゆっくりと昇り始めた刻。

　イスカは、仲間の名を呼び続けていた。

「ガッシュ？　おいガッシュってば。今日はガッシュが朝ご飯の支度だろ。早く用意しないとまた師匠に怒られるってば」

　古びた廊下を歩いて行く。

　泊まり込みで暮らしている仲間の部屋まで歩いて、その扉をノック。

「ガッシュってばいつまで寝てるのさ。早く起きて朝ご飯作らないと、また僕とジンまで連帯責任とか言われて怒られるんだから。……おーい。開けるよ」

　痺しびれを切らし、扉を開ける。

「ガッシュいい加減に…………ガッシュ？……」

　空っぽだった。粗末なベッドと机、そして開きっぱなしの窓。イスカが部屋で目にしたのはそれだけだ。

　昨日まで共に暮らしていた仲間の姿は、無かった。

「…………」

「夜逃げだ」

　呆ぼう然ぜんと立ちつくすイスカの後ろから、声。

　廊下の壁に寄りかかっていた銀髪の少年が、溜ため息いきまじりに呟つぶやいて。

「その開きっぱなしの窓からだろ。私物も残ってねぇし九割九分それで決まりだ。昨晩、隣の部屋でやけに物音がするなとは思ってたが」

「ジン、なんでその時に止めなかったのさ！」

「止めてどうする」

「っ」

　ジンの返しに、言葉が詰まった。

　冷酷に聞こえるかもしれないが、実はその逆。逃亡した仲間のことを想おもうからこそジンは引き留めなかった。

　それはわかっているのだ。本当は。

「…………」

　だからイスカは、苦笑いするしかなかった。

「また、僕らの部屋が広くなっちゃったね」

「独占状態だ。残ってるのは俺とお前しかいねぇ」

「あと師匠？」

「師匠は鞭むち打うつ側だろうが。鞭打たれる側だよ」

「……ああ、まあね」

　ここ「鳥の巣」はそういう場所なのだ。

　黒くろ鋼がねの剣けん奴どクロスウェルという男が、使徒聖の座を去って後継の育成に勤いそしむ施設。

　どこからともなく──

　クロスウェルが帝国中を気ままに巡って、これはと思う有望な少年をスカウトしてきた。その数、何百人とだ。

　鳥が何百本もの枝を集めて巣とするように。

　かつて帝国最強と謳うたわれた剣士は、帝国中から若き才能をかき集めてきた。

「朝飯はどうする？　俺か？　お前か？」

「…………」

　しばらく考えて。

　イスカは肩をすくめてみせた。

「一緒に作ろっか」

　黒鋼の剣奴クロスウェルの扱しごきに耐え抜いた最後の二人──

　それがジンとイスカだった。

「じゃあ僕がパン焼くから、ジンは……」

「おはよ──っ！」

　なんとも陽気な少女の声が、玄関の方から聞こえてきた。

　続いて廊下を走ってくる足音が。

「おはよーイスカ兄、ジン兄ちゃん！」

　やってきたのはまだ十二、三歳という幼げな少女だ。

　天てん真しん爛らん漫まんなまなざしに、赤の長髪を結わえてポニーテールにした姿が快活な雰囲気によく似合っている。

「おはよう音ネ々ネ。今日はどうしたの」

「えへへー。いいもの持ってきたの」

　音々が運んできたのは、幼い少女には大きすぎるスーツケースだ。

「イスカ兄、この前言ってたじゃない。ここのテレビが壊れて困ってるって」

「ああそうそう。師匠が直そうとしてたんだけど逆に……」

「音々がテレビ組み立ててきたの」

「組み立てた!?」

「うん。ジャンク屋さんで安い機械パーツが売ってたからね」

　音々がスーツケースを広げてみせる。

　そこには、両手で抱えられる大きさの小型モニターが。

「これを……音々が？」

「全世界視聴型テレビ。どんな微弱な電波も摑つかまえられるから、皇庁の放送も映るよ」

「どんな技術!?」

　そうイスカが叫んでいる最中に。

　ギィ、と床が軋きしむ音。

「ジン」

「ん？　師匠」

　囁ささやくような小声で名を呼ばれて、ジンは振り返った。

　そこに黒ずくめの男がいた。

　黒鋼の剣奴クロスウェル・ネス・リビュゲート。一切の贅ぜい肉にくをそぎ落とした長身黒髪に、室内にもかかわらずロングコートという派手な佇たたずまい。

　その男が──

「話がある。俺の部屋に来い」

「……？」

　イスカと音々に聞こえない程の小声でそう囁かれて。

　ジンは、不承不承ながら師の背中を追いかけた。
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　呼びつけられた部屋で。

　黒鋼の剣奴クロスウェルは、朝日を背に立っていた。

「お前とイスカだけだったな。最後まで音を上げずに残ったのは」

　いつになく力を帯びた声で。

　かつての帝国最強の男は、ジンに向かってそう告げた。

「帝都の鍛冶場で見つけたお前と、奥の公園の隅っこで木の棒を振って遊んでたイスカ。わからないものだな。一番見込みがありそうだったお前と、一番見込みがなさそうだったイスカが残るとは」

「見込みなら、アイツも悪くねぇと思うけどな」

「アイツ？」

「音々だよ」

　奥の廊下からはしゃぎ声が聞こえてくる。

　ここ「鳥の巣」に出入りする部外者は少ないが、音々は例外中の例外だ。

「俺やイスカのランニングについてくるくらい運動神経も抜群で。どこで学んだのか機械工学の知識もすげぇよ。夜逃げしたガッシュのかわりに、音々を弟子に採用したりはしないのか？」

「だめだ」

「なんで？」

「女には良いい思い出がない。俺は一度、本気で怒った姉に殺されかけたことがある」

「……師匠に姉がいるのか？」

　初めて聞かされる身内の話だ。

　この師が自分の過去を話すなど、一年に一度あるかどうか。

「昔の話だ。それはそれとして、たまには真面目に答えてやる。音々は優秀だ。俺から見ても何一つ疵きずがない」

「じゃあやっぱり、音々を弟子にしないのはアイツが女だからか？」

「頭が良すぎる」

　珍しく。

　恐らくは帝国一の愛想なしであろう師が、珍しく苦笑をうかべてみせて。

「俺が後継に託すのは、頭の悪い奴やつにしか実現できないものだ。頭のいい人間は本能的に『できる』『できない』を判断するだろう？　だから音々には無理だ」

「じゃあ俺もじゃねえか」

「そうだな」

「────」

　師匠の言葉は容赦がなかった。

　この施設で今まで鍛えられていたはずが、この土ど壇たん場ばでいわば「見込みなし」の烙らく印いんを突きつけられたのだから。

「じゃあ師匠。なんでアンタは俺を今もここに残してる？　見込みなしならさっさと放り出せばいいじゃねえか」

「お前が必要だからだ」

「？」

「俺の星剣はイスカに託す。お前は、そのイスカの後ろにいてやれ」

「後ろ？」

　師の言葉に、ジンは素直に首を傾かしげてみせた。

　それはどういう意味だろう。これがよくある表現なら「隣にいてやれ」「傍そばで見守ってやれ」という決まり文句があるはずなのに。

「それどういう意味だ」

「あの馬鹿が暴走しないように見守っていてやれ、という意味だ」

　クロスウェルがふっと嘆息。

「あの馬鹿は……イスカは良い意味でも悪い意味でもブレーキがない。誰かが見張ってやらないと、あいつはいずれ帝国軍に喧けん嘩かを売って牢ろう獄ごく行きだ」

「それは言い過ぎだろ」
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「それを止めるのがお前の役目だ。だからお前は狙撃手だ。部隊の一番後ろで、イスカを見守っていてやれ」

「────」

「そうだな。その部隊なら音々がいてもいいかもしれないな」

　黒ずくめの男が振り返る。

　背に燦さん々さんと照りつけていた夜明けを、眩まぶしそうに眺めながら。

「イスカは適当に暴れさせておけ。それを後ろからお前と音々が支える。バランスとしては悪くない。あとは……」

「あとは？」

「取りまとめの『大人ボス』がいるな。お前たち三人だと数年先でもまだ青い」

　ふぅ、と。

　帝国最強の剣士がおもむろに息を吐きだした。

「話は理解したか？」

「星剣はイスカに託す。だがイスカはほっとくと暴走するから俺が見守る。何ならそこに音々が加わってもいい。ただし三人じゃだめだから大人ボスが要る」

「完璧だ」

　いたって平淡な師からの褒め言葉。

「お前の頭の良さはイスカに無いものだ。大事にしろ」

「……はいよ」

　そう残して、ジンは師の部屋を後にした。

「……帝国軍の部隊、か」

　自分。イスカ。音々。

　あともう一人は、隊長にふさわしい大人ボス。

「……まさか師匠。その大人ボスってのまで俺に探させる気で呼んだのか？」

　廊下を歩きながら、ジンは呟つぶやいたのだった。
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　そして現在。

「──なるほど。それが師匠とやらなのですね」

「結論から言うと大人ボスってのは見つからなかった。見つかったのは子供みたいな見た目と子供みたいな頭をした女隊長だけだ」

　帝都の公園。

　ベンチで座りこむジンとシスベルの二人に──

「ちょっとジン君─────っ!?」

　ミスミス隊長が、猛烈な勢いで近づいてきた。

　見るからに童顔小柄。師の言う「大人ボス」とは似ても似つかない女隊長がだ。

「これから燐リンさんを助けに行くんだよ。あの天帝と面会するんだよ……って時にいったい何を話してるのかな!?」

「俺とイスカの師匠の話だ。しょうがねぇだろ、シスベルこいつが師匠の話を聞かせろ聞かせろってうるせぇんだから」

「アタシの悪口言ってたでしょ!?」

「褒め言葉だよ」

　ぶっきらぼうにそう返して、ジンは公園のベンチから立ち上がった。

　公園から続く大通り。

　そこには自分たちを待っている音々と、使徒聖の璃洒。

　そして──

「師匠の予言、大当たりも大当たりだったな。『いずれ帝国軍に喧嘩を売って牢獄行き』か。まさかあんな事件を起こすだなんて」

「？　どうしたのさ」

　ぽかんとこちらを見返してくるイスカ。

　魔女脱獄事件。

　一年前、この「頭の悪い後継者」は誰にも告げることなくその計画を実行して、そして国家反逆罪で投獄された。まさに師の予言のとおり。

「イスカ」

「なに？」

　こちらを振り返るイスカに声をかけて。

「俺らは今から天帝への謁見だ。そこに燐も捕まってるわけだが」

「……うん」

「暴れるのは俺が見ているところでだ」

「なんで僕が暴れる前提っ!?」

「言っておいただけだ。お前は、そう言っておかないとすぐ無茶をするからな」

　淡々とそう告げて。

　ジンは、大通りの先に照らしだされる天守府を見上げたのだった。











あとがき









『キミと僕ぼくの最さい後ごの戦せん場じょう、あるいは世せ界かいが始はじまる聖せい戦せん』（キミ戦）、短編集２を手に取って頂き、ありがとうございます！

　短編集２巻いかがでしたでしょうか。

　隔月誌ドラゴンマガジン上で連載している『キミ戦』短編をまとめたこの特別編、嬉うれしいことに短編集２巻も出すことができました！

　どの短編を収録するか、今回も選ぶのに本気で悩みました……（笑）




　というところで、さっそく肝心の短編紹介へ。

　今回も、イスカの日常やアリスの王宮生活など「Secret File」各話にちりばめた小ネタを少しだけご紹介しますね。







◇File.01　『キミと僕の最後の戦場、あるいは炎の芸術家アーティスト』２０１８年９月号。

　人間国宝ダイバン先生、初登場回。

　短編集に登場する個性派の中でも、特に異彩を放つキャラかもしれません。

　芸術界にこの人ありと謳うたわれる生きる伝説リビングレジェンドで、芸術好きのイスカとアリスはもちろん世界中に熱狂的ファンを持つ大芸術家……だけではなく……

　実はこのダイバン先生、本編にも深く関わっています。

　この短編が掲載された時はまだ長編でも天帝ユンメルンゲンの姿は隠されていたのですが、傑作No９『天帝』＝もふもふ毛皮の動物という彫像からわかるように、実は長編より早く天帝の正体がここに登場していたりします。

　さらに大歌劇グランドゴーラス『キミと僕の最後の闘争、あるいは世界が恋したソナタ』。

　ダイバンが三十年前にある青年から作曲を頼まれたものですが……長編で「三十年前」という数字にピンと来る方もいるかもしれません。

　そう、この曲は──

　三十年前、監獄に入る直前のある魔人が、「誰か」への届かぬ思いを形にするために、当時のダイバンに作曲を依頼したものでした。

（よければ長編６巻のｐ２３１をちょっと覗いてみてください）。

　この未完の大歌劇グランドゴーラスが『完成』するのは、もう少しだけ未来のことですが……。

　それはまた別の機会に……。




◇File.02　『キミと僕の最後の戦場、あるいは試練の裏切り計画スパイミッション』２０１９年３月号。

　ピーリエ隊長のリベンジ（？）回。

　ダイバン先生と同じく、このピーちゃんも短編だけの特別キャラです。

　これが帝国軍の日常……と言うとあまりに帝国軍が誤解されそうですが、ピーリエ隊長も本当はとても優秀な軍人です。

　ただミスミスが相手になると、途端に常識的判断力が激減するだけで……




◇File.03　『キミと僕の最後の戦場、あるいは波乱の仮装ハロウィン大会パーティー』２０１９年１月号。

　ダイバン先生、衝撃の再登場回。

　イスカとアリスのすれ違いあり、燐リンの活躍あり、ミスミス隊長や音々のはしゃぎっぷりと、数ある短編の中でも個人的な気に入り回です。

　今回、ダイバン先生がまさかのルゥ家長女イリーティアとも面識があることが発覚。

　短編集と長編の接点が（ダイバン先生に限らず）、今回も各所にちりばめられています。よければ見つけてくださいね！




◇File.04　『キミと僕の最後の戦場、あるいは完全無敵のお姉さま』２０２０年７月号。

　祝、『キミ戦』ドラマガ初表紙回！

　ファンタジア文庫で書き続けてきて、細さざ音ねの初めてのドラマガ表紙号です。

　せっかくの記念号なので特別なものを書きたくて。

　そこで長編６巻以来となる、王女三姉妹にスポットライトを当ててみました。

　イリーティアの「最強お姉さま」たる所以ゆえんの詰まったお話ですが、アリスとシスベルが手を組むのも珍しいですよね（笑）




◇File.XX　『天帝直属、最上位戦闘員』（書き下ろし）

　かなりの大ボリュームになった使徒聖書き下ろしエピソードです。

　璃リ洒シャに加え、なんとネームレスと冥が参戦です。

　ネームレスはアニメでも登場したのですが、ちなみにアリスとの戦闘が日本のみならず海外でも大好評でした！

　今回、そんなアニメ版の活躍に応えてネームレス参戦です。

　冥はアニメ未登場ですが、長編７巻にて棘とげの魔女キッシングと激突したシーンを覚えて下さっている方もいるのでは。

　そんな使徒聖が容赦ない三みつ巴どもえの戦いを繰り広げる、というのがコンセプトでした。




◇Secret　『あるいは世界が知らない予言』（書き下ろし）

　この「Secret File」を締めくくるエピソードです。

　師匠クロスウェルとイスカのやり取りは今までも多少明かされていましたが、今回は、師匠とジンについて。

　ジンという青年が自らに課した「役目」が明らかになるお話です。

　さらには音々と、そして三人をまとめる大人の隊長ボスという部隊結成までの裏話、楽しんで頂けたら嬉しいなあと。

　ちなみに──

　このエピローグが、短編集でもっとも時系列が「最新」です。

　時間軸としてはちょうど長編10巻と長編11巻の中間なので、本エピソードがこれから長編にどう繫つながっていくのか。

　ぜひぜひ、お楽しみにです！




▼ＴＶアニメ『キミ戦』、放送中！

　短編集２巻が出る頃には、放送も遂ついにクライマックスですね。

　ここまでいかがだったでしょうか。細音も毎回ワクワクしながらアニメ視聴していて、幸い、日本や海外でも多くの方に楽しんでもらえているとのことです。

　放送期間の三か月って、本当にあっという間……！

　さてさて。

　アニメと言えば、『キミ戦』ＢＤ／ＤＶＤのリリースが近づいてきました。

　ＢＤ／ＤＶＤ１巻：２０２１年１月27日（１〜４話収録）。

　ＢＤ／ＤＶＤ２巻：２０２１年２月24日（５〜８話収録）。

　ＢＤ／ＤＶＤ３巻：２０２１年３月24日（９〜12話収録）。

　購入特典も本当にたくさんあって凄すごいのですが、ここでは細音がご用意した書き下ろし小説についてお話しさせて頂きますね。




▼アニメ特典小説

　ご存じの方もいらっしゃるかもですが……

　細音にとってこの『キミ戦』が初めてのアニメ化作品です。脚本会議からアフレコから、そしてアニメ放送と……何もかもが思い出に残るなか、この『キミ戦』の物語がこうしてアニメとしてＢＤやＤＶＤに収録されるのが夢のように嬉しいです。

　だからこそ──

　このアニメを気に入ってＢＤ／ＤＶＤを手元に残して下さるという方に向けて、細音も、できるかぎり最高の書き下ろしを記念にお贈りしたいなと。

　じゃあそれって何だろう？　と考えた時に。

　イスカ＆アリスの物語を長編や短編で描いてきたからこそ、今回、この『キミ戦』という世界に生きる裏の主人公、裏のヒロインたちの物語を選びました。

　アニメＢＤ／ＤＶＤにのみ描かれる──

　かつて主人公、かつてヒロインであった者たちの物語です。




▼アニメＢＤ／ＤＶＤ記念、特典小説

・ＢＤ／ＤＶＤ１巻：禁章「始祖」。

　アニメ３話で、イスカ＆アリスと始祖ネビュリスの激闘がありました。

　この書き下ろし小説は、あの時のバトルを「始祖視点で」描いた物語です。

　イスカやアリスからすれば、燐や中立都市を見境なく襲った悪というのが始祖への印象だったと思います。

　では始祖ネビュリス本人は？

　あの時、始祖は何を思いながらイスカ＆アリスと戦っていたのか。

　イスカやアリスと戦いながら、実は始祖の思惑はまったく別のところにあったという、そんなラスボス視点が判明するお話です。

　アニメ、そして小説１巻では語られなかった、始祖の心の奥にある願い──

　手に取って頂けた時には、ぜひご覧くださいね。




・ＢＤ／ＤＶＤ２巻：禁章「魔人」。

　こちらはそのサリンジャー編。

　原作をお読みの方はご存じの通り、この魔人は「かつての主人公」ともいうべき立場でありながら、ある陰謀によって堕おちていった過去があります。

　そのサリンジャーが、アニメそして原作３巻で、イスカや燐と対たい峙じした時に何を思っていたのか。

　大歌劇グランドゴーラス『キミと僕の最後の闘争、あるいは世界が恋したソナタ』にも繫がる彼の物語、こちらも全力で書き上げました。




・ＢＤ／ＤＶＤ３巻：禁章「星霊／黒鋼」

　アニメ最終話が放送されていないので、今回はタイトルだけのお披露目を。もしかしたらタイトルだけでもピンと来る方がいるかも？

　詳しくはまた後日、細音のTwitterなどでお知らせしますね！




　さてさて……

　小説もアニメもいよいよクライマックスに差しかかりつつある『キミ戦』ですが、ここで少しだけ未来のお話をさせてください。

　この『キミ戦』を書き続けるのと一緒に、新しく温めてきた物語があります。

　最新の物語を、ご紹介させてください！










　これは──

　人と神々の頭脳戦。




　至高の神々が創りだした究極の難題「神々の遊び」。有史以来、完全攻略者いまだ〇ゼロ。全知全能の神々とのゲーム対決、開幕。




▼ＭＦ文庫Ｊ『神は遊戯ゲームに飢えている。』、１月25日（月）、刊行。




　人類の勝利条件は「神々に頭脳戦ゲームで十勝すること」。

　これは、そんな神々に挑む少年の物語──










　実は『キミ戦』アニメ12話でさっそくＣＭ放送予定です。

　ＣＭを担当して下さるのは雨あま宮みや天そらさん！

　そう、なんと『キミ戦』のアリス役である雨宮さんが、この最新作でもＣＭボイスを演じて下さることになりました。もうぜひとも観みて頂きたいです！

　というわけで──

『キミ戦』と共に、また新しい物語を始められることになりました。

　楽しんでもらえるよう細音も全力で頑張るので、ぜひ来月、本屋さんで手に取ってみてもらえたら嬉うれしいです！




　あっという間に、あとがきも終盤です。

（アニメ関係者各位へのお礼は、すべてが終わった後にということで……）

　まずは極上のカバーを描きあげて下さった猫ねこ鍋なべ蒼あお先生！　ありがとうございます、シスベルの私服姿がもう可か愛わいすぎでした！

　そして担当のＯ様、Ｓ様。

　小説原作＆アニメで大忙しのなか、いつも本当にありがとうございます。

　アニメ放送も間もなくクライマックスですが、ここまで自分が走り続けることができたのは紛れもなくお二人のおかげです。

　あともう少しだけ、お力を貸して頂けたら幸いです！




　次回、『キミ戦』11巻。

　剣士イスカと魔女姫アリスの物語──

　そして同時に、ネビュリスという名の姉弟の物語。

　灯ともしびの星霊が映す「かつての主人公、かつてのヒロイン」たちの物語にご注目ください。




　それでは、また来年──

　１月25日頃、ＭＦ文庫Ｊ『神は遊戯ゲームに飢えている。』。

　春頃、『キミ戦』11巻。

　そしてアニメの最終回で、またお会いできますように。







　　　　　冬なのに暖かい日に


細さざ音ね啓けい　　
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